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(部 一 類 一 儀 一 招 一 例 )

京都大学人文科学研究所附属漢字情報研究センタ-

井 波 陵 -

綱部碍基本構成

[ - 記 事 (事 を 記 す - 事 柄 の 記 録 ) 史 部

E

軽 部 1 - 立 言 (言 を 立 つ - 学 説 の 主 張 ) 子 部

E

E - 詠 懐 (懐 を詠う-感情 の義 損 ) 集 群

軽 部

第 一 経 注 疏 禽 刻 類 セ ツ恥を芸なった経書を収 め る○

㌃ ∴ 易 類 露 も適職書等ある『易』､お よび 『易 』 患三綱 す る雷 を収 めるo

･第 三 書 工 丑牽大臣の政治演説集で あ る 『書 』b お よび 『蓄 』 暴言関す る書を版

め るo

第 囲 詣 類 歌集 等 あ る 『詣 』勺 お よび 『詣 』 を三開す る書 を収 め る○

圭 産 額 三薦 お よび三覆 審こ紺す る書 を収 め る○

第 六 春 秋 顛 魯 囲碍隼縄記 各這孔子 が 手 を加 えた 『春秋 』､ お よび 『春秋 』 轟三関す

る書 を収 め る○

第 庖 綱 書 類 開署 お よび四書 をこ開す る雷 を収 め る○

宗 ∴ 一事 経 類 『孝経 』お よび 『孝経 』 患三関ず る書 を収 め る○

第 九 諸 経 線 義 類 経書全般 患三関す る書 を収 め る○

第 - 経 注 疏 禽 親 類 (魔は無い｡目は正文と讃本)

正 文 - 『十三経注疏』 漢唐の酋注｡

且



読本- 『十三経讃本』 可能な限り宋元以降の新注に置き換え｡

第 二 易 類 (魔は無い｡目は時代による区分が基本)

正文 :『周易』

*岩波文庫

先秦 ;『子変易博 』

子夏は孔子の高弟｡但し償託の書｡

繭漢 :『京房易鱒 』

京房｡『漢書』儒林博｡

後漠 ;『鄭康成欄易注 』

鄭康成は鄭玄｡唐以前第一の学者｡『後漢書』本俸｡

三園 :『重粛周易注』

王威｡『三国志』本俸｡

蘭 :『常襲周易注 』

予審｡『膏書』本俸｡『捜神託』の著者｡

劉宋 :『周易繋断簡 民注』

萄柔之｡正史に博は無 く､『経典搾文』に見える｡

繭暫 ;『周易繁新 明民注 』

明僧絹｡『繭密書』本俸｡

梁 :『周易伏 既集解 』

伏受容｡『梁畜』本俸｡

陳 ;『開成易博 』

後魂の開朗｡健逢し北栗の阪逸の鶴撰｡

∴ ･.二･::1';,::I･工 言-,::･,i:.～

何蜜｡『陪賓』本俸｡

唐 :『欄易正 義』

十三経注疏｡もっぱら五感の注を尊感じた結果､鞄の諸説はすべ竃腐れる｡

北宋 ;『伊用易博 』

伊用は複願｡児は複願｡兇弟を二樫と飼する｡

叢書部の一敗所欝畜類に 『河南二程全書』がある0

繭宋 ;『誠 粛易博 』

誠欝は楊酋里｡大給は複成に基づき､史博を多(引用｡

元 ;『易第言 』

呉澄｡元代の 『易』研究者の準では大きな存在.

明 言『歯易考原 』

梅鷺｡議論は非常に創造的だが､先入の業績を踏まえておらず､すべて憶測に基づ 宅 ｡

酒禰 ;『欄易稗疏 』

重夫之｡『鋼棒食書紀田』も根底ある書と認める｡

酒 中葉前期 :『易漢 学 』

意棟｡漢代の儒者の易学を考察し､序論を収集』等､その概要を明らかにする｡

済 中葉後期 ;『欄 凝 集解 』

孫星宿.公務の鯨暇に､著書 ◎刻書にも)そしむ｡*叢書群雄叢類に 『岱繭閣 叢 書 』 『平

津館叢書』
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酒 季 ;『周 易 奮 注 』

徐惑｡漢代の儒者を本源 とし､末代の儒者とは多く見解を異にした｡

通 人 ;『周 易 費 既撃 』

馬巽東｡酒史館緒第｡費氏撃は漢の費痕の易学｡

連 虻昔蹄痛 :『連 山』 『綜頗 』

『連山』は夏の易､『締戒』は殿の易に桶嘗する｡

∴::.+:二:.;-:::' -言 二∴;,/:._･-I:二

漢の焦建議｡

『四庫全書鍵田』子部術数類 :｢その源は経師 〔経の先生〕から童していない｡--い

ま退けて術数類に分類し､その本雷の有様を残 してお く｣｡

易韓 ;『易緯 乾 坤 竪 度 』

『四庫全書穂因』:｢緯 というのは経の支流であり､努義 (経の本旨から離れた意味)

に広 く及ぶ｣｡

河 囲 :『河 固括 地 象 』

『河園 (黄河から出た龍馬の背に現れた囲)』の経書｡

洛 書 :『洛 書 甑 曜度 』

『洛書 (洛水から出た静観の背にあった文書)』の緯書｡

識 :『易 九短 識 』

『四庫全書絶目』:｢讃 というのは隠語であり､あらかじめ吉凶を判断する｣｡

第 三 書 類 (魔は無頼 田は齢 による区分が基本)

正 文 ;『尚書 』

今文 (伏生が鱒える)のテクス トと古文 (孔子の曹宅より出現､科斗文字)のテクス

トがある｡ *陛界雷輿文学全集 (筑摩書房)

繭 漢 :『宙文 尚書 』

孔安国 (鰭)｡

後 漠 :『尚書 鄭 注 』

鄭玄｡

三 園 :『尚書 重 民注 』

五感｡

膏 :『宙濃 尚書 舜 輿 注 』

葡鰭｡『春 秋 穀 梁博 集解』の著者｡

満 ;『尚書 劉 氏 義 疏 』

劉舷.『階 畜 』 儒 杯 博 ｡

唐 :『尚書 正 義 』

十三経 注 疏 ｡ *吉 B匡署車次郎 『尚書正義』

北 宋 ;『褒 披 書 簡 』

蘇賊 ｡

『四庫 全 書 緒 冒』:｢蘇鱗は経樫の撃に専心し､撃勢に明らかにして､また議論に長ず

る｣｡

南 米 ;『書 集 樽 』

察沈｡

『四庫全書総揖』;｢筋遺だった解符は手際よくまとまっており､きちんとした擦 り所
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があるので､おおむね純正である｣｡

元 :『書第言』

呉澄｡もっぱら今文を解搾するのはこの書から始まる｡

明 :『尚書考異』

梅鷺 ｡ 『露文尚書』の所正｡

酒初 :『古文尚書疏叢』

閣若壕｡

『四庫全書韓日』:｢経を引いて宙を擦 り所 としており､--古文が鶴であることが太

いに明らかになった｣｡

酒中葉前期 :『酋文尚書致』

恵棟｡『酋文尚書』が鶴造であることについて揖案を下す｡

酒中葉後期 :『歯文尚書折鶴 』

撰述｡『古文尚書』の輿櫓について精密な考察を加え､閣 句意諸氏のレベルを越えた｡

酒 季 :『今 文 尚書 敦叢 』

皮錫瑞｡前漢の今文尚書について一つの総括的な叙述を行った｡

近入 :『尚書 窮 話 』

楊鞠如｡重囲維門下のすぐれた成果｡

尚書 大 願 :『尚書 太鱒 』

『四庫全書緒昌』:｢経文以外に､遺文を収集し､膏義を推 し広めた.けだし宙の緯書

に機雷する｣｡

尚書 緯 :『尚書 中候 』

鄭玄の撰と伝えられる比較的規模の大きな尚書の緯雷｡

第 綱 詣 類 (魔は無い.目は時職 こよる区分が基本)

正 文 :『毛 詣 』

『四庫全書緒目』:r詩各蔓は囲家 〔綱つの学派〕があったが､竜虎だけ鱒わった ｣｡

残る三家は欝､亀､韓.

先番 :『詣序 』

『四庫全書姥因』:｢詩序に関する説は､大勢が互いに是非を争って定まらない｣｡

繭漠 ;『魯詩散』

申培｡『漢書』館林樽｡

後漢 :『毛詩語』

鄭窓｡十五国風 争,3､雅大雅 ｡三頒の各地域に関する解説｡

三園 :『毛詩草木鳥獣巌 魚疏 』

陸磯 (磯)0

『四庫全書給田』;｢博識を扱涯する学者は､これが最も高いと言えよう｣｡

晋 :『毛 詩 興 閣評 』

孫続｡毛氏 ｡鄭玄 ｡王膚の異同を評す｡

劉宋 :『毛詩周民注』

周槙之｡ 『宋書』隠逸鱒｡

繭欝 :『毛詩序義疏』

劉強｡『繭密書』本俸.

梁 :『集注毛詩』
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崖重恩｡『梁書』本俸｡

後貌 :『毛詩等音義叢』

劉芳｡『親書』本俸｡

北周 :『毛詩沈氏義疏』

沈東｡『周書』儲杯侍｡

防 :『毛講述義』

劉舷｡

磨 :『毛詣正義』

十三経注疏｡郷等が行われて以来､轡 ｡魯 ｡韓の三家は廃れる｡

北宋 :『詩本義』

欧陽樽｡各篇 ｢/か序｣ の信悪性を疑う｡

繭宋 :『詩集侍 』

来意｡唐以後第一の学者｡新注｡

元 :『詩集博名物紗』

許謙｡

『四庫全 書線冒』:｢考察した名物音訓はいささか撮緒があり､『詩集鱒』の遺漏を補う

に足る｣｡

覗:『毛詣歯音考』

陳第｡

『四庫全書緒因』jl､撃類 :｢顧炎武が 『詩本音』を作り､江永が 『苗韻標準』を作り､

経によって経を叢明し､ようや く妄論が一掃された｡その先鞭をつけたのが､ほかな

らぬこの書である｣｡

酒初 :『詣本音』

顧炎武｡

『四庫全書鍵田』か撃類 :｢その雷は陳第の ｢詩に相磯無し｣の説に従っても為る｡--

繭宋以東､勝手に行われてきた叶韻の謬論は､ここに至ってようや くすべて一掃され

た｣｡相磯は､詩経などの富もう韻文で､韻字が後狸の韻に合わないとき､葛音を襲えて

韻を合わせること｡

酒 中 葉 前 期 : 『三家詩拾遺』

覆 家 相 ｡

『四庫全 書姥揖』:｢文麿鱗の畜 (『語考』) に比べると､はるかに詳細である｣｡

酒 単葉後期 ;『毛詣鱒葛通将 』

馬堀辰｡とりわけ依撃求義 〔馨に依りて義を求む〕の方法を運用して文字を校勘 ◎解

持した｡

清孝 :『語三家義集疏』

重先謙｡三家の諸説に通じようとする際､最も手頃な書物｡

近入 ;『敦煙霧霧本毛詩校記』

酒の羅撮玉｡

韓詩外博 :『韓詩外鱒 』

漢の韓嬰｡

『四庫全書緒目』:｢雷撃や古語をあれこれ引用し､それを詩経の言葉で叢明しようと

したもので､経の義にぴったり沿っていない｣｡

詩緯 :『語禽神霧』



第 麗 産 額 (属は六｡目は時代による紬 が基本)

周穫 之腐 『周 薦 』 は周 公 園 が周 代 の官 制 を記 した書 とされ るが 勺寮

際 の成 立 時親 身三つ も立て は諸 説 あ り○

儀 産 之腐 『儀 薦 』 は各種儀 覆 審こ関 す る書 で､賓 際 の成 立 時期 は戦 国

末期 以 降 と考 え られ る○

薦記之腐 『薦記』は薩 に開す る理 論 お よび解 説 を記 した書 常 ､大戴

穫記に封じて73ヽ戴 薦 記 と科 され る○

太戴覆記之腐 『大戴薦記』は廊 戴 頗 記 と問 じ 竃､職 者こ関 す る理 論 お よび

解説を記した書○

三薦緒義之腐 薩を三つももて包括的患こ議論 した書 を収 め る〇 一

饗之腐 歯音竃の饗に関する書 を収 め るo

*各時代の音楽 に関 す る技 術 書 は子 部 費 術 類 藩 饗 之 腐 碁こ

一 周穫之履

正文 :『周頑豊』

漠 :『周薦鄭太夫解話』

鄭大夫は鄭衆｡ 『後漢書』本俸｡

膏 :『周官干賓注』

学費｡

陳 :『周薦威氏音』

戚黍.『陳書』儒林博.

北周 :『周官覆義疏』

沈盛 .

唐 :『周薦注疏』

十三経注疏｡

『四庫全書穂冒』:｢鄭玄はもともと三蔭の撃を専門としていた｡それゆえこれについ

ての解曙は時に精練である｣｡

宋 :『周官新義』

重安石｡

『四庫全書龍田』:｢『欽定間宮義疏』(乾隆且3年御意)もその説をきちんと採用してい

るから､被の人柄を理由に何もかも廟することはできない｣｡

元 :『周常襲博』

毛鷹龍｡

『四庫全書綴目』:｢宋以来の諸家の散供 した撃説は､なおこれによってその概略を存

することができた｣｡

明 :『周頑註疏醐翼』
王志長｡

『四庫全書緒冒』:｢古本に忠賓に従い､勝手気ままな議論がはびこるのを抑止 した｣｡

酒初 ;『周屠所非』

商斯大｡

『四庫全書穂胃』..｢『周薦』は後樫の贋作であると批判した｣｡
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酒 中葉 前 期 :『周 穫 疑 義撃 要 』

江永｡

『囲塵全書緒目』:｢この書は鄭注を融合調和させ､新説も織 り交ぜている｡ 経の義に

ついて明らかにした箇所が多い｡考工記を解搾 した二審は､とりわけ精糖である｣｡

酒 中葉 後 期 :『周 薦演 義考 』

段玉裁｡『説文解字注』の著者｡

酒 季 :『周 薦 正 義 』

孫論議.『周薦』正文に封する訓輝の水準は漢代の注や唐代の銃を超えている0

遺 風 ;『西 漠 周常師説 考 』

劉師培｡『劉申叔先生遺書』(叢書蔀-入所箸書類)｡

:I.:::豆工 土

繭漢 :『喪服撃除』
戴徳｡『太戴薦記』の編者｡

後 漠 :『儀 薦 』

鄭玄 (注)o*池田末利『儀薦』
三 園 :『喪服 要記』

王意｡

欝 :『葛 既喪服撃除』
葛渋｡『膏書』本俸｡『抱静子』の著者｡

劉宋 ;『集 注喪服経鱒』
襲松之｡『宋書』本俸｡『三園志』の注者｡

商 圏 ;『喪服 歯奇襲記』
丑槍.『繭密書』本俸｡『庖志』の著者.

唐 :『儀薦注疏 』

十三経注疏｡

『鋼棒全番線胃』:｢明以東､刻本の文字の誤 りはことに甚だしい｣｡

宋 :『儀 薦滞 留 』

':1.･::._

『四庫全書綬招』言｢儀産を研究する者の童 凝 (得時 計｡鱒じて標準の意)である｣｡

兎 言『儀薦 集説 』

数擬公｡

『鋼棒全署鍵田』:｢なお党儀の謹厳な学風 の 名残がある｣｡

酒禰 ;『儀 薦 鄭注 噸 讃』

張爾蚊｡

『囲腐食書紀胃』:｢儀産という経は､韓愈の時から非常碁こ讃みづらいものであった｣0

酒 中葉 前期 …『儀覆 車噸 』

呉延華｡

･‥‥､･予,:-I.∴章 二 l∴-∵ ･･.:.､一･1..工､二:･･∴''･1..､''琴､嶺 ;L.:-I:-..:I:'工: i:こ∴･-I..:､ご/･:･:∴･∴~

るところがある｣｡

酒中葉後 期 …『儀薦 正 義』

胡培撃｡注疏以東の儀薦撃の集大成｡

酒季 ;『士鰭薦対席囲』

愈鰻O徳酒の愈氏 (愈堪-愈陛雲-愈平臓)0
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近大 :『産経曹説教略』
劉師培｡

薦記之腐

正文 :『産記』

戴聖 (戴徳の甥)｡

後漠 :『薦記』

鄭玄 (注)0

三園 :『礼記重民注』
王意｡

膏 :『薦記鞄氏音』

蒋宣｡『曹書』儒林博｡

劉宋 :『薦記略解』

廃蔚之｡『宋畜 』 に侍無し.

梁 :『穫記愚民義 疏』

皇脱｡『梁讃』 健 棒博.

後貌 :『薦 記 義叢 』

劉労｡

北 周 ;『薦 記 熊 民義疏』

熊安登｡『周蓄』儒林鱒｡

磨 :『覆 記 慮 義 』

十三経注疏｡皇腕を基本とし､不備な鮎を熊安登の説によって補う｡

宋 :『産 記 集説』

衛淀｡

『鋼棒全署鍵招』:r諸説を採集し､最も該博である｡--産を研究する人々の澗海 (物

事を多(蓄えである所の槍え)であると言えよう｣｡

兎 :『薦記』

陳瀬 (集説)0

『四庫全書給田』:｢初学の者にとって役に立つ ｣o

明 ;『穫 記 集 説 大 全』

胡贋 (等容敷)0

『鋼棒全署姥冒』:｢陳澱の集説を本源とする｣｡

酒禰 ;『深衣 考 』

爵宗義｡

『四庫全書線胃』:｢被の名がいささか重んじられており､後世に誤りをもたらす懸念

があるため､その誤った鮎を摘録して留めておく｣｡

酒 中葉前期 :『薦記訓義搾言』

江永｡

『四庫全書線冒』:｢陳瀧の注といささか出入があるが､持論は多毛精糖である｣｡

酒 中葉後期 ;『薦 記 集解』

孫希鼠｡前人の説に異議がある場合､反論を提出し､いささか創見に富む｡

清孝 :『王制等』

皮錫職｡｢王制｣は 『薦記』の篇名｡

近入 :『単記等叢』
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玉樹椙｡｢単記｣は 『薦記』の篇名｡

四 大戴薦記之腐

正文 :『大戴穫記』
戴徳｡

『四庫全書総目』:｢先王の曹制について､時に取るべき鮎もあるから､これもまた薦

経を補佐するものである｣｡

宋 :『夏73も正戴氏鱒 』

博羅卿｡夏か正は 『大戴薦記』の篇名｡

『四庫全書穂冒』:｢曹文を考究 して理解の糸口を得ており､讃者に讃むための道筋を

輿えて くれる｣｡

酒 中葉 前期 ;『夏 廓 正 論 』

諸錦｡

『四庫全書穂 冒』:｢憶測によって論断を下している｣｡

酒 中葉 後 期 :『犬 戴 薦 記 解 話 』

重聴珍｡孔贋森の 『太戴薦記補注』と並ぶ注搾書｡

酒 季 :『愛 郷 正 餐 説 』

程鴻詔｡

遺 風 :『校 正 蔀』民 衆 戴薦 記 補 注 』

玉樹蘭書｡

五 三 商 館 義 之 腐

漢 ;『三 薦 因縁 』

鄭薯｡72篇.繭に薦序を冠 して､全腰を総括する｡

三園 ;『恩蟹逸 薦 』

謬襲｡『豊蟹』は類書の先髄｡

蘭 ;『兼薦議』

呉商｡『曹雷』に俸無し｡

劉宋 :『産論健 牒 』

任預｡『宋畜』に鱒無し｡

梁 ;『三薦義宗』

躍重恩｡

後窺 ;『明望制度論 』

季語｡『親書』本俸｡明堂は天子が政教を行い､諸侯を朝風 した建物｡

唐 :『張既三覆輪』
強電｡新嘗 『磨雷』本欄｡

宋 …『翻意 三頑固 』

轟崇義｡
『開棒金書籍冒』:｢今とりあえずその薗本に従って著録 し､一家の撃に備える｣｡

兎 ;『三縄致注』
『四摩全書給田』:｢曹本は元の呉潜の孫 と題するが､--この書が偽 りであることは

疑いもなく明らかである｣｡

明 :『三頑固』
劉績｡
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『四庫全書給田』:｢轟崇義の閲を補うのみならず､杯希逸の遺漏も拾い上げている｣｡

酒初 :『讃薦志疑』

陸随英｡

『四庫全書鍵田』:｢その造詣の深さは､近年の儒学者では滅多にお唇にかかれない｣｡

清 中葉 前期 :『機 雷 網 田』

江永｡

『四庫全書 鍵 田』:｢朱子 (の 『儀穫経侍通解』)が解決するに至らなかった問題を解決

している｣｡

酒 中葉 後 期 :『薦 撃 庖 言 』

孔贋森｡ 戴 責 に 師 事 し､三顧および公畢春秋の撃を修める｡

酒季 :『三 超 過 鐸 』

林昌泰｡陳蓄蔵に師事する｡

近 先 :『明堂 廟 東通 考 』

酒の王国推｡

薦 緯 ;『薦 禽 文 意 』

六 楽之腐

党秦 :『繋経』

『鋼棒全書鍵冒』:｢聖人が手ずから定めた経が存在するというわけではない｣｡

漢 :『鍾律 畜 』

劉款.『庖略』の著者｡

梁 :『鍾律 蹄 』

武帝斎街｡

後魂 :『饗書 』

信都欝｡『親書』術牽樽｡

北 周 ;『饗律 儀 』

1㍉ 二

唐 : 『饗書要録 』

則夫武后｡

宋 ; 『饗書 』

陳喝｡

『四庫全書緒目』:｢博引努叢で､議論も非常に精練である｣｡

元 :『窟譜』

熊朋乗｡

『四庫全書線冒』:｢音律に通じていないのに､いたず らに撃理を議論する儒者 とは､

まった くタイプが異なる｣｡

明 :『撃砕 全 書 』

朱哉晴.

『鋼棒全書線冒』:｢音律の研究に専心し､生涯を費や してこの書を完成 した｣｡

清禰 ;『酋饗経鱒 』

李光地｡

『四庫全書穂目』:｢『周産』の ｢大司饗｣以下の二十官を採って経 とし､(『産記』の)

｢饗記｣ を侍 とする｣｡

酒 中 葉 前 期 : 『律畏新諭』
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江永｡

『四庫全書鍵田』:｢前人がいまだ明らかにし得なかった鮎を明らかにしており､もと

より一家の撃に備えるにふさわしい｣｡

酒 中葉後期 ;『撃砕璃ヽ記』

樫格間｡琴を弾 iのが上手で､年老いて失明しても､なおその孫にⅢ授して､琴書記

三番を著す｡

清孝 :『饗記 興 文 考』

豆:.i:._

遺 風 ;『饗語考 略 』

酒の王国経｡

繋繰 言『饗動 蟹儀 』

第 六 番 観 察 (魔は軌 厨は時代による区 分 が 基 本 )

春秋産博 之腐 左威 嚇 の 注 を 附 す ○

春秋公 孝 之腐 公 華 南 の 注 を 附 す ○

春秋穀 梁 遭履 穀 繁 藤 の 注 を 附 す ○

春 秋綬 義之魔 三 簡 食 髄 を 取 り 扱 っ た 雷 を 収 め る○

一 一一 一一 ●一一

~､･∴ .:

経+左既 の 鱒 ｡ 経 の み 習 あ れ ば ｢総 義 之 魔 ｣ を三懸 濁 ｡ *岩 波 文 庫

, ､ー ‥ ∴ ∴ ∴ 1.1･...

劉款｡

･ ､十､㌦ ∴ ､二王 ∴ ‥ ′ .

重粛｡

一 一､- .∴ ･一言 工_

-~~ ./.::_:･.: ･二'/'J∴ ∴ ● .､ ､一 ･. I_'･..

陳 …『春 秋 産 既 博 義 略 』

重兎窺｡『陳畜』健棒博｡

後 貌 …『容 貌 鱒 駁 』

欝腰間｡『親書』本俸｡

隅 ;『番 秋 友 欄 述 義 』

:･::/:･i･.

磨 …『春 秋 左 傾 注 疏 』

サ三経注疏｡

･:･､tl.I:ニ ー∴ ､:-..㍉∴ .::､ - ､.一 ､∴● :.':･J:,A､ -,･.~･.

よいJL,

宋 …『産 既 欄 説 』

鎧凝謙｡産額 を研究 』竃､三種類の畜 (勉を三寒編 ⑳博議)を著す｡

兎 …『春 秋 左 既 博 補 注 』

･､∴

『囲塵全番線田』:｢その大旨は--公軍博 ◎穀梁鱒の正解によって､左鱒の誤りを修

正す る｣｡
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明 :『讃左漫筆』

陳菟典｡

『四庫全書総冒』:｢左樽を讃んで､嵐づいたことを思いのままに記 した書｣｡

清初 :『左 傾 杜 解 補 正 』

顧炎武｡

『四庫全書緒冒』:｢囲初で ｢撃に厳底有り｣ と科される人物 としては､顧炎武が一番

である｣｡

酒 中葉 繭 期 :『春 秋 左 樽 補 註 』

恵棟｡

『四庫全書練目』:｢奮訓を引用 して､枚預の左博集解の遺漏を補 う｣｡

清 中葉後 期 :『春 秋 左 傾 話 』

洪亮吉｡漢確の説によって枕頭の注を正す｡

清孝 :『左傾酋本愈隼考 』

!:書:,i‥

通人 :『春秋左既博笛問』

劉帥培｡

春秋公羊之腐

漢 :『春秋公羊欄』

何体｡『後漢書』儒杯博｡

後貌 :『畢枚』
静翼隆｡

唐 ;『春秋公 羊 博 注疏 』

十三経注疏｡

『囲庫全書稗田』:｢何体の解話を鬼るに､ただ樽のみ鐸して経を鐸きず､枚預 と髄例

を輿にする｣｡

明 :『公 羊 凝 兜 』

;/,:;;;::十

滴 中葉前 期 ;『公 羊 歯 義 』

意棟｡

酒 中葉後期 ;『春秋 公 羊陶 既得例 』

劉連接｡公羊の学 説 こそが孔子の輿意を侍えでも為ると主張｡

酒 季 ;『春秋公 葦鱒 笥 』

丑閣運｡公羊鱒の銃 に満足せず､改め竃等を搾る｡

通 風 :『弼 氏愈 軍容 軟 骨 論 』

摩平｡今文学を尊 重す る師の支間運の考えに影響を受ける｡

春 秋 繁 露 ;『春秋 繁 藤 』

漢の董仲野｡

『綱樽全書袴田』:｢『春秋繁霜』は 『春秋』 に 基 づ い て主張を展開』ているが､経の義

に関係ないものが多い｣｡

春秋毅梁 之腐

漠 :『春秋穀梁博説』

劉向｡『別線』の著者｡
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貌 :『春秋穀梁樽摩氏注』

摩信｡『経典搾文』序録に見える｡

膏 :『春秋穀梁博集解』

覆困｡

唐 :『春 秋穀 梁博注疏 』

十三経注疏｡

『四庫全書緒冒』:｢膏の泊困集解､唐の楊士勘銃｡--楊士朗は経歴不詳だが､乳類

達の左樽正義序に､｢散四門博士楊士勘と参定す｣ と言うから､やはり顔貌年間の入だ

ろう｡ その書は孔穎達の該博に及ばない｣｡

酒 単 葉 前 期 :『穀梁酋義』

意 棟 ｡

酒 中葉後 期 : 『 穀 梁大義述 』

御輿恩 ｡

酒 季 :『春 秋 穀 梁 経 樽 補 注』

鍾文 惑 ｡ 著 者 が 全 力 を 注 いだ書｡

遺 風 ;『穀 梁春 秋 歯 義 疏 』

摩平｡

綱 春 秋聴 義 之魔

正 文 ;『春 秋 』

経のみ (博も無い)｡

漠 ;『春秋 三鱒 巽 岡説 』

馬融.『後漢書』本俸｡鄭亥の師｡

密 ;『春 秋公 羊穀 梁傾解話』

劉兆｡『密書』館林鱒｡

_ ∴∵･∴.::A.'･.･.:L｣

曝助｡陸浮 『春秋集樽纂例』はその師である喫助ならび碁三遷医の説 を解搾｡

~ ･,∴~･二㌦ 千･.:-- :::I-･.J

∴圭 1･.

t1.･'∴･:'t._冒. ∴･･･ ~--t･ ､,_･･ . ,･∴ ~:-､､■-:.1･:I:_: ･､･..:1..'./二.1･:･..こJ ..こ.･,:/･

呼鶴をとりまとめた｣｡

北宋 ;『春秋胡民博 』

p:∴二十

『四庫全書鍵田』:｢繭渡 (北宋減藍後､江南に渡ること)の後に搾られたので､時事

に感じるところがあり､往利 こじて春秋に事寄せて思いを述べている｣｡

商宋 ;『春秋集註』

張治｡

『四庫全書線冒』;｢明の渋武年間､この雷を胡安国の鱒とともに撃官に立てた｣｡｢撃

官に立つ｣とは､ア索デミ-でその説を採用すること｡

兎 :『春秋三侍所疑』

･:･･:;.iE=,3.!･;:･隼.

『鋼棒全署鍵田』:｢前提として博を顧そうという一念があり､あらゆる手だてを遍 く

して鱒の敏昭を暴き出そうとした｣｡

明 :『春秋集博大食』
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胡贋 (等番数)｡

『四庫全書緒目』:｢この書物を残すのは､--前代 (-覗)の学術の糎劣ぶ りを明ら

かにしてお くためである｣O

酒 禰 ;『春 秋 毛 氏博 』

毛奇齢｡

『四庫全書線田』:｢左鱒を主 とし､--最も攻撃したのは､胡安国の博である｣｡

酒単葉前期 :『春 秋 大 事 嚢 』

顧棟高｡

『四庫全書 鍵 田』:｢引用は贋範､議論は精確で､前人が明らかにしていない鮎を明ら

かにした｣｡

酒 中葉 後 期 :『春 秋 説 寮 』

都菟行｡ 『爾雅義疏』『山海経等疏』の著者｡

酒 季 ;『遠 藤 春 秋 諭 』

::;:症;

通 人 ;『春秋 国名 考 鐸 』

飽鼎｡

春秋緯 ;『春秋着払演 囲 』

第 庖 綱 書 類 (願は三｡目は時代による匝労が基本)

論語 之魔 論語 お よび論 語 暴言関 す る書 を収 め る○

孟子 之魔 孟 子 お よび孟 乎 轟芸繍 ず る書 を収 め る○

･ 主･/;=::-∴ 工

慮 文 ;『論語 』

漠 ;『論語 鄭 践注 』

::.･ざ

三 園 ;『論 語 』

弼蟹 (集解)0『三園志』本俸｡

蘭 :『論 語 覆 氏 注 』

覆困｡

劉 宋 :『論 語 顔 既 説 』

顔延之｡ *高橋職巴 ｢顔延之の文学｣

繭 欝 :『論 語 顧 民 注 』

顧歓｡『繭密書』本欄｡

梁 ;『論 語 集 解 義 疏 』

塑侃 (疏)0

『四庫全書緒招』;｢山井鼎は｡--その問をここの雷があると飼するが､中国晋はこれを

手に入れた者はもうなも3｣｡

磨 ;『論 語 等 解 』

韓愈｡

宋 :『論 語 注 疏 解 経 』

十三経注疏｡
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明 :『論語類考』

陳士元｡

『四庫全書賠冒』:｢論語の名物輿散を考叢し､十八㌢胃に分かつ｣｡

酒禰 ;『讃論語別記』

李光池｡

酒 中葉前期 ;『郷薫囲考』

江永｡

『鋼 棒 全 書 緒 打 』 : ｢経 樽 の 制 度 名 物 の う ち 郷 鷺 に 関 係 あるものを取 り吏げで､九つ暑こ

分 類 し た ｣｡ 郷 窯 は 周 代 の 制 度 で ､ 瓦 百 家 を 鷺 ､ 二 千 五 百 家 を 郷 とももった｡ちなみに 『論

語 』 に は 郷 霧 と い う 篇 名 も あ る O

清 中 葉 後 期 … 『論 語 戚 義 』

劉 繁 簡 ｡ 論 語 の 曹 注 の 率 で 最 も レ ベ ル が 高 い ｡

清 孝 ; 『論 語 塑 疏 考 叢 』

経 文 燦 ｡ 問 治 元 年 (旦862) に 著 書 の 『経 撃 叢 書 』 を 戯 患 .

近 鬼 : 『論 語 歯 義 』

陽 樹 遠 ｡

論 語 識 … 『論 語 素 意 受 命 詣 』

I. 一 ･ ∴ ､

.～ , : ∴ ､

漠 ; 『孟 矛 』

趨 岐 (汰 ).

･ 一 一 十 ､ . ･ ､｣

∴ ､.● ニ ー - ･ .

唐 … 『意 乎 陸 臆 注 』

経 善 経 ｡ 新 曹 『蘭 書 』 に 鱒 無 』 ｡

栄 … 『孟 一審 注 疏 解 経 』

甘三経注 疏 ｡

明 ;『孟署碓記』
:･ _

･.. . _･_ ･･∴ ∴ ､･､､'.●･: A･･_.･∴･.:-:;一子∴･- '.~二

･ ･･ . ･･-･:.･･∴ ･～

酒禰 冨『孟乎師説』
爵宗義｡疫酎孟劉宗周を指す｡

･ . - . ~ ､_･ ､~'､∴- .一･. .

酒聯葉繭期 …『孟乎諭覚』
寧道東｡

. ∴ ･ ‥､･1
_ ∴･.‥. :∴ ′ 二一 ･ 一~~､ ..I:･ ･1. .

した｡

. . -∴=
一一

遺風 ;『孟子微』
康蘭鋳｡
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孟子外書 :『孟子外書 』

現在の 『孟子』七篇以外に存在したという書｡『漢書』聾文意には孟子十一番といい､

Ib篇のほかに四篇があることになる｡趨蚊の ｢孟子題軒 ｣ は､鰹善 ｡癖文 ◎説孝経 ｡

馬政という外書囲篇の名を記すが､いずれも償託として退ける｡

三 鋼書之腐

宋 :『四書 章句集註 』

:仁:I:::.

『四庫全書総員』:｢四書という名が定まったのは､朱子に始まる｣｡

元 :『讃 四書 叢説 』

許謙｡

『四庫全書綬目』:｢章句の不十分な鮎を補うに足る｣｡

明 ;『大学 酋本尊註』

宝守仁｡十三綬注疏本より 『薦記』の大学篇を取 り出 して 作 る｡

栄子は大学を濁立した経典とし､経一章と鱒甘草と に 懸 け た ｡これを今本大学 という｡

酒禰 :『米軍 歯 本 説 』

!/:･:､_･一･.‥

:.L-:-I-∴●､二 ･ ･∴ ∴:I.･:. 二･･:-:I.I:＼工･_:.-.-.･.1･.､･-: ･丁● ~.I'十:一丁■､一･ ､_:､-::

うとはしな か っ た が ､ こ と さら朱子を既刊するものではない｣｡

;･:･二/∴ 二 一∴ ._ ∴ 一.

李喋｡

"､さ ･. ,. __ 1. '･, '･ , ･･.･~●･/･ _, I.I . ∵∴･ I-,=;I

いるJL,

･∴-.∴ ′∴ 一一 ∴､こ..J

劉遠 縁 ｡

.‥一一̀･ ●･∴ ;･･ ･

郭 階 ｡

､∴ .､ ･ 二 ∴ ∴

∴ 二∵､::

第 才も 孝 経 類 (魔は無もも｡田は時代による区分が基本)

正 文 :『孝 経 』

漢 …『畜 文 孝 経 』

(奮本題)孔安国 (鰭)｡今文系は 且8章､歯文系は22車だが､内容的を三太差はない｡

三 国 ;『孝 経 重 民解 』

重蔵｡

曹 ;『集 解 孝 経 』

謝繭｡『密書』本俸｡

繭 欝 ;『常 永 明 諸 義 孝 経 講 義 』

開名｡

梁 :『孝経義疏』
武尊意街｡

隔 :『孝経述義』
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劉舷｡

唐 :『孝経』

玄宗李隆基 (注)｡

宋 :『孝経正義』

十三経注疏｡

元 :『孝経大義』
童鼎｡

『囲輝全書絶冒』:｢初学者にとっては役に立つ｣｡

明 :『孝経述註
噴霧｡
『囲棒金 書館目』:｢深遠な議論に立ち入らないようにし､本文に従って意味を敷街し

ている｣｡

酒 :『孝 綬 鄭 注 疏』

皮錫瑞｡

通 人 :『孝 経 撃 』

圏元弼｡

孝 経 緯 :『孝 経 鈎 薗 訣 』

第 兆 諸 経 線 義 寒 (魔は六｡狩は時代による区分が基本)

* 『鋼棒全書線冒』は五経総義類

諸 鐙聴 義之腐 ｢授 受 源流 遭 魔 ｣陽暦 碍椅 産 衛 野 各芸風 ちな 齢 書 を般

め る○

諸綬授 受源流 芝魔 学 派 碍系譜 を記 』た雷 を般 め るo

諸経 音 義之腐 経書本 選 碍魔 窟 各這開ず る雷 を収 め るo

諸経校 刻文 字 盗腐 軽 蔑 碍校 勘 をお 這な った欝 を般め るo

畜産 遊廓 扇 轟言責覗まれ た経蓋 の拓本鴨お遮びを碍研 究 書 を収 め

る○

I ::::It:;I:+.:義 .･.(,,ユ

漠 :『厩虎 適 義 』

班園｡『漢書』の著者｡
『四庫全書鍵田』予部雑家類 :｢六経の鱒記 (注鐸)を引用するほか､讃終審こも及ぶ｣｡

三 園 :『五 経 然 磨 諭』
誰周｡『三国志』本俸｡

欝 ;『五 経 通 論 』
乗筋.『蘭書』本俸｡

後 貌 :『六 経 略注序』
常爽｡『親書』儒杯樽｡

北周 :『庖経義嗣』

契深｡『周書』館林樽｡

宋 ;『河南複成経説』
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程頓｡

元 ;『十一経開封』
因襲孫｡

『四庫 全 書 綬冒』:｢子供が暗記朗詣するのに役立つか ら､無益 とい うわけではない｣｡

明 ;『疑 所 縁 』

周洪 讃 ｡

『四 庫 全 書 総 因 』:r下巻に至っては多 i空言に属 し､ますます取るべ きところが無い｣｡

酒 初 : 『 庖 経 孟 子 考 文 補 遺 』

山 井 鼎 ｡

『四 庫 全 書 賠揖』:｢『孟子』を庖経の外に別置 しているのは､--おそらiなお唐の制

言-:‥･:= ､･: .亘､･言 ,..･1てこ豆丁.:･･J･.

酒 中葉 前 期 ;『九 経 歯 義 』

窓棟｡

『掴庫全書総目』:｢大抵 しっか りとした撮底があり､精練なものが多い ｣｡

酒 中葉 後 期 ;『畜 産 解 約 沈 』

余粛啓｡

『四庫全書鍵 田』:｢腐以前の諸儀の訓話を採録する｣｡

清 孝 ;『零 経 畢 義 』

∴不!,3∴

遺 風 ;『尚 書 閑 職 皇 帝 密 繊 細 嚢 』

摩平｡

讃 緯 ;『酋 微 書 』

明の孫穀｡

･;:-:'.:::.筆.､･鰹 .･ -I:,+:- :･･:: 一･､-. I: / : :{･･1･.,'./∴ ー_: _:':･∴･. 二･∴●､･‥ ･J ､ ∴ 一･

;'':.;:網子::'I ･~.工 .: :: . ､ Z ･､, 工 ･ ?. I. ･∴ ●:I.: ､ P ･ ー ∴ :i.. - ■ ･●

T~.､一-:辛 ..賢二 .∴ ･ ∴ T : .I:l≡ ‡ _ . ･ チ : 十 1.;I-:I ヾ ′:･-:､･∵-.､ ∴ : :｢ ･ /: ､ ●

､て:-ll･::.三､ :･ ､ ′∴ ･ こ ∴ (:. I: ∴ て∴ ∴ ∴ .I.I:' 夢:･√･ ■ ..･･･ :-:. I-~･

諸 鐙 授 受 源 流 之 腐

明 ; 『 授 産 園 』

朱 陸 将 ｡

｢∴ 号 ::: .'.･.I ､ 工 .､･ 一･ ･ ∴ こ∴ : ･ .･ L･ !,･.1∴ ･ .工 ､:･ ･ ･･∴.一､丁 ･､ ●- ･･､'-･･.一

流 を き ち ん と 痘 労 整 理 し た ｣ ｡

酒 初 ; 『 儒 林 宗 派 』

寓 斯 問 .

『 四 庫 全 書 線 描 』 史 部 鱒 記 類 : ｢ 孔 子 陽 暦 ､ 明菜の詣儀まで記す｣｡

済 中 葉 前 期 ; 『 儒 杯 譜 』

焦 褒 賞 ｡ 諸 経 の 注 疏 を三 つ も 為 等 ､ す べ 等 筆 記がある｡

酒 中 葉 後 期 冨 『 困 朝 漢 学 師 承 記 』

江藤O漢蘭の訓話を墨守する学者の系譜｡『囲朝宋撃淵源記』もある｡

清孝 ;『経撃歴史』

皮錫瑞｡この書を執筆していた常時は今文学の復興期｡

遺風 ;『漢貌博丑考』
酒の王国推｡『観望集杯』巻綱に収める｡
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三 諸経音義之腐

唐 :『経典鐸文』

陸徳明｡

『鋼棒全書給田』:｢瓦経牽 『孝経』『論語』および 『老子』『荘子』『爾雅』などの音を

集める｣｡

宋 :『撃経番所』

~･J:∴:

『四庫全書線厨』pか撃類 :｢同じ字でありながら訓を興にし音もそれによって巽にする

ものを集めて摘種に分かつ｣｡

∴ :.苦 .:工 ･.

江衛語｡『江氏斎撃サ書』に収める｡

･･. …‥予‡‥＼吉 ､∴ -､∴

:･-･∴ ∴ ∴ I

張参｡『四庫全書給田』鰯撃類｡

宋 ;『膏増産尭経 三博沿革例 』

.I--~･･

『鋼棒全署総掃』:｢鍵例一巻はなお艶に行われ､--すべて異同を参照言甘正』､考叢

は精密博大である｣｡

｢ - 1二二､.-｣

険悪兎｡

い ~.-I._ -~~∴ ､∴･ I.:I_'.'~- . ･ ∴ ･∴∴ .:'･三､､J･､･:I .

1十 ∴ ~･.∴ . ､

:_I-･ ∴ ･.･~･,･ .･:

翫元｡

､..､■--I

:I･ー / ~ ~:､}･1,..

嘉平鋼隼 (且冒5)｡

:~､●′::' ･･∴ ･‥.:,J

戚始二年 (鋼恩)｡三鰻重経 (霧覚 砂筆書 ◎隷書)0*重囲維｢貌看経考｣(『観望褒輝』

巻20)O

漠貌畜産 ;『漢貌番線考』

酒の商斯開｡

磨看経 …『腐開成看経』

開成二年 (837)0*義囲維 『五代繭宋監本考』｡

闇斎綬 ;『闇斎軽蔑字』
酒の陳宗率｡

･ ∴ ∴~ ~一 ･
･.:一･･‥･.∴..L

酒宙匪 ;『儀機番経校勘記』
阪元｡
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叢考 :『石経考』

顧炎武｡

目録 :『欽定石経目録』
陶潮｡

叢刻 :『石経費函』
重責恩｡

六 目録叢刻之腰

掛録 :『経義考 』

酒の栄泰尊｡歴代の経義に関する書について解題を付した総合目録｡

叢刻 :『豊 沼 緩 解 』

清の阪元｡

∴ ∴ 三.､/千 :,I.__.i . ､･.I:.1･ .､..-L･∴ ･...I,A,i

圭 ㍉二王 ∴ 字 義 暴言関 す る書 句 俗語 爵こ開す る書 も食 むo

説 二蒐之 腐 『説 寛 解 字 』 お よびを碍研究書 を収 め る○各慣 字書 逢腐 濃

り濁 立 ○

各健 字 書 選魔 字形 各三関ず る潜 を収 め る○

+ :‥∴+ 字藩 碁還納す る雷 を収 め る○

三.‥:.工 __､

爾 雅 ;『爾 雅 註 疏 』

十三経注疏｡著者はよ宅懸からない｡

. ･.-･~ : ~ミ｣

､ : :' ∴~･ .･･､ ~-●･.･.~_･ - ●;~･__:'J 二･

~､ ~ ''･.･､ ･.. ~■I.･.:_∴:.㍉/ ･･ _:

. 二･ 『 ､

著者は漢の揚雄等あるとほぼ認められ竃も為る｡酒の蔑鐸患こ 『粛言等疏』がある｡

鐸 名 ;『滞 名 』

･~＼∴工∴ ~~ ､･ ･‥･~･､ー:- `一､.･ご ∴ .一･.∴ ‥､ : ･ニー∴ ㍉

がある｡

祈鐸 名 …『所 得 名 』

輿 の 葦 昭 ｡ 『国 語 』 の 注 者 ｡ 『鐸 名 』 の 解 説 で不適切なものについ等正す｡

贋 雅 ; 『贋 雅 』

魂 の 張 擬 ｡ 階 の 雷 意 の 斎 済 ｡ 労贈名 『博 雅 』 (階の燦帝の誼が ｢贋｣晋あるため､閣じ意

味 を 持 つ ｢博 ｣ 轟三襲 え られ た )｡ 酒 の 宝 念 孫に 『贋雅疏叢』がある｡

宋 ; 『爾 雅 翼 』

言.●∴

『囲樽食書紀哲』:｢考嫁は精博､健例は謹厳である｣｡

明 ;『餅雅』

朱諜埠｡『水産注等』の著者｡
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『四庫全書韓日』:｢引用は詳細広範で､説得力に富む｣｡

酒 初 :『助字所轄』

劉浜｡苗代漢語の虚詞の研究における重要な辱著｡

酒 中 葉 前 期 : 『別雅』

呉 玉 摺 ｡

『四 庫 全 書 緒目』:｢字健の職階適用するものを取り上げ､韻によって編集した｣｡

酒 中 葉 後 期 : 『経博鐸詞』

重 引 之 ｡ 虚 詞の解説において新しい道筋を開き､歯苔における少なからざる疑問を解

決 し た ｡

酒 季 :『経詞宿将 』

呉昌笠｡『経鱒鐸詞』を補うに足るものとして狸に行われる｡

通 人 ;『鐸 史』

酒の重囲経｡｢史｣の字に成立と意味の展開に関する考察｡

叢刻 ;『義雄 』

､.,･∴:I..‥:/.: .､.亨'+ :･:･‥･′~､∵こ ∴it.':-I:P.:'･:..

常言 ;『通俗編 』

-･'･.:-::: ;∴ ∫r∴､ :I.∴一~∴ .. 一･ ､ 二二~:､､,∴.- ･･~ '､

奪 潜言 ;『呉暦諺聯 』

･~J･､I.~:_ ･二･_＼一●/､こ:L;: ~ ::-二､- ::.~､ .

一･… 了 ､､･∴ ･｣

清の梁章鍵｡家族 を始め とす る職者の呼覇者三つも3竃､榛原なケ-スを詳述ずる｡

･∴ ■･∴ ･∴

, : ~∴ ∴ ･'

漢の許慣 (演)｡栗の徐絃 (等容敷授産 )0

鰯 徐 ;『説 寛 解 字 繁 簡 』

繭唐の除籍 (徐舷の弟)｡徐舷 の校定本 よ り先 番こ成立 ｡ 徐 舷 は 許 慣 『説 寛 解 字 』 の 校 定

∴ ∴ '. .･ _.ここ :･ ･･､ : i. ∴ ･. . I.:･･:t･"- ～ .

.･ ･~. 1 ･:: .一二

一:._ ･:- ･ ~ -.一･.∴ ､. ･ ･了 ‥ ∴ . I: .､ . ･~::I ･∴ ~●‥∴ 工 ･/.

字)0

宋 ;『説 寛解 字 義 斎韻 語』

李義｡『頗資治通鑑凝編』の著者｡

~:-:-I,.':･.,'一三､ _ /I:･●.;I/ :::､､ ∴ .I.･'∴ ~.J5

兎 :『説文 字 原 』

∴王立_､

･'十:I.1'.'ご.._ ･∫..･:;L∴･'･∴1./･.∴′∴ミ∴ ､.｣ ･∴､∴ :/I,~/~~･'.-･ii.';二 :●:

潜で､長所 と短所がともに魔られる｣｡

明 ;『説 文 展葛 』

超屡党｡

『鋼棒全書綬胃』:｢注にも諭にも疎漏や錯誤が百出する｣｡

酒禰 ;『説 文 展 義 』

樫徳治｡

『錯塵全書緒目』:｢諸家の案文を採録して各字の下に列ぬるが､出典を示さない｣｡
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酒 中葉 前期 :『意 氏 講 説 文 記 』

意棟｡

酒 中葉後 期 ;『説 文解 字 注 』

段義教｡*尾崎雄二郎評注 『訓讃説文解字注』｡

清 孝 :『説 文 宙緒補 』

呉大潮｡酋文 と籍文によって説文の健系を補い､多 くの畜器物から文字資料を集める｡

近 火 :『説 文 解 字 詰林 』

丁福保｡撃者 としての収入により､各種の囲書を購入｡

各健 字 書 之腐

先秦 ;『党籍 篇 』

周の蟹玉の太史の籍が編纂 したと博えられできた｡ *重囲終 『史緒篇疏叢』｡

漠 :『急就 章 』

史瀞｡

『鋼棒全書線冒』:｢最初か ら最後まで重複した字がまった く無 く､文節も奥ゆかしも溝｣｡

三 園 ;『歯奪 字詰 』

強擬｡

蘭 :『字 指 』

李彫｡『密書』に俸無 し｡

劉 宋 ;『第 文 』

弼承天｡『宋雷』本俸｡

梁 ;『蓋 篇 』

.I:工､･･. :~･･_.J.:I/./ .:､∴ :∴:･ I ∴

後貌 ;『字 統 』

楊承慶｡『親書』に鱒無 し｡

繭 欝 ;『纂隷 濃健 』

粛予良｡『繭密書』本俸｡

隔 :『文 字 指 締 』

/:I.i

腐 :『畢禄 字 書 』

,/...I:･;'L :･.･:. ∴ .､ ･･.･i､､∴~ .･. _ .･･.1'

二 ･ ∴ : .

:.･､:I.:､ :;･'::‥′･一･ 十 ■∴･i-{:､∴二･ I :~ ‥∴ :1､

∴ ･'II:∴:-｣

::_･:I::::･ -:I: -:.../ ･ 二一･ :. ～.･･:～･二∴~､∴ -∴ ~∴ ､'･ . . ･∴､.∴､.

∴:･∴､:∴ 一一.∴-I: 一･∴∴ ∴∵∴､ ..･ :-.''∴ 一･.~ ･~ ､

字を収める｡

遼 …『龍姦手鑑』

l--I r･.::_': ･;･･ /--...,.. .I.･:亘 L.lL/l･~..I,:.一

兎 …『字鑑』

李文伸｡

『四庫全書緒招』:｢二百六部の韻によって編集 』､鮎責を祈正して俗謬を除きまる｣｡

明 ;『宇野』
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葉菜敬｡

『鋼棒全書線目』:｢字形が似ていて意味が異なるものを取り上げ､分類して解搾する｣0

済禍 ;『正 字適 』

明の渠自烈 (原本)｡酒の摩文英 (輯)｡

『四庫全書紀闘』:｢引用がゴタゴタして､誤りが目立つ｣｡

酒 中葉 前期 ;『頗 照字典 』

今田でもなお賓相済値のある工具書｡

酒 中葉後 期 ;『字 典 考叢 』

圭引之｡

清 季 :『幸 三経 集 字 拳本 』

ニト阜ミ

遺 風 :『字 義類 例 』

巨‥l'':-+:-I

叢刻 ;『宋兎 観衆俗 字譜 』

劉複 ◎李家閲｡

附

予字覚 ;『予寧文 』

･･/ ,.′∴ -:･~一 _

･IL∴∴∴ ､∴ こ.~ f-::_:∴

蘭洲語の右に漢語､左右三漢者による謬を配す｡

_ ■∴ ∴.

三 園 ;『蟹類 』

李登｡

密 …『韻窺 』

鎧静｡

劉宋 ;『斎譜 』

李概｡『闘韻』が参考を三』た書の一つ｡

北欝 ;『韻 略』

.･:: t一 ㌦ :･ -. ･･ I.､

満 …『闘韻 』

∴ ･_ ･ ･ ～･･一 .､･､･ ･､∴ ･一 ~ ･ ･ 一 ･ ･････

轡を及ぼす｡

･- ~∵こ∴ ‥十 工 ..

t:. ､ :I.､ ･ ‥･-,･ : r･'､ :･'':･∴ '･-∴ ‥∴

宋 ;『贋韻』

∴ ､ ..∴ . ● / す .･､･.- ..I-:'~ :･l･ ､

金 冨『五番窺韻』

:､ ∴ _I::∴ ∴･ . .. ･.･ ､‥､:.:.･<､.-~

. 1. ､',･･･∴-.

二:･･_-∴ /.:∴･.,:･ ･t' ~ ･ :-了 .:･ - ∴ :-･

∴ ･㍉ ､_:∴､:

,:I:I.:.:I'′一二:､:-･~∴-~･丁::.1･~~;..一.I/ ､ :∫-･. :∫∴r･､一.I ･･. . 二.::.: 1-

字音に適用.
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酒初 :『藩学五書』
顧炎武.藩論卓詩本音｡易者や唐韻正◎歯音嚢｡酒代歯音撃の基礎を築く｡

酒中葉前期 ;『歯韻標準』
江永｡顧炎武が定めた歯韻廿部を訂正｡

･:･=∵ ::i/,:i:(,; .､･∴∴･,:_･∴.
十 ∴ '∴･.･､.一･I/一･:-./･･;I_､:･/･1-I.I: .:∴了-工_-:.;-､'､･㍉二､

滴季 ;『磯韻考』
∴､一 二 ∴ ･ …･一･_一∴ J:十j･.･丁.:.:-::-.I:;:I-I.A:A:.:,:･･:I//･L＼iI･.∴ ∴.一一一
周｣｢遮欄｣の3種畜こ倉かつ｡
.:I. ー ∴--:･ ･- :● ･一一 :∴ ･.r:.･ 十･; ･.I:1 7:､
~: ∴ '一 一 '､:-__. ∴-I.･ TIl･ ･:l㍉ ､ ･..､

･一･ ･ ､ 一･一 :.∴ _.･. ･∴･..･;･･ご ･:二､ ､ ∴ ,-~:
..~′一 ･ I:､て● _ ~ .I.~I_∴

∴ ~一一~ .ー: 一･‥ ､

爵停職｡

叢刻 …『済商願臆桑親藩軍書』
儀式嘉｡

満蒙覚 ;『蒙歯学韻』
:-･･･､･- ･･. .一･ ･ _

蕊 銅線叢刻遭魔

‥･･ ･∴､:J
酒の謝啓段｡

∴ -.一 二~̀
;:-∴二･_
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.::J 二㌢

節 --- 二 ∵ ∴ 戚 史 お よび正 史 を這注 鐸 補 蕊 を加 え た 書 を 収 め る ○

第 二 ∵ ㍉ ∴ 編 隼 傑 〔隼捌 桁に史賓を記録す るス夕 酌 む 〕 雷 書 か れ た 書 を 収 め る ○

第 三 ∵ ∵ ､l∴ ∵ 配 車 本 末 健 〔事件 ごと碁こ塾端か ら結 末 ま で を 記 す ス タ イ ル 〕 晋 書 か れ た 雷

を収 め る○

㍉髄 歯 史 寒 『史 記 』 成 立 腿 繭 患三書 か れ た 歴 史 書 勺 お よ び を れ 各芸 関 す る 書 を 般

め る○

腰覗史 肇 紀 樽 髄 〔本紀 と夢贈鱒を童 とするス夕射 紅 〕 だ が 威 史 晋 な 齢 書 を 収 め る ○

第 六 確 史 額 髄 親 藩ま完 備 』竃 私通な 齢 が 史 料 的 済 億 職 あ る 書 を 収 め る o

∵ ∵ 戴 冠 寒 磯 原 割 線 政 礎 な ど正 統 藍認 め ら れ 竃 齢 な 師 義 朝 碍 歴 史 患芸 関 す る 書

を収 め る○

箪 Fも 謂 令 秦 議 類 詔 令 〔愚帝の薗令〕 藍秦 議 〔臣暦の意 鬼 畜 〕 を 収 め る ○

∵ ∴ 欄 記 額 個 鬼 の事 績 を記 』た 雷 を収 め る o f

第 甘 時 魯 寒 確 率行 事 を記 』た 書 を収 め る ○

第 甘 - 飽 寝 顔 各 地 経 碍情 況 を記 魁た 雷 を収 め る ○

l第 骨 二 + + .､ 償 愛 郷職 制 牽 心 得 を記 』た 書 を 収 め る 〇 一

第 十 三 ∴∴ ∵ 囲 家 の 諸 制 度 を記 』た 露 を版 め る ○

第 骨 綱 雷 紛額 各 種 碍 書 籍 因縁 を収 め る○

箪 骨 蕊 金 扇 類 金 腐 牽 扇 な ど爵芸記 され ぬ 覚 字 卵 嚢 輿 牽 研 究 書 を 収 め る o

第 # 六 ∴ :､､∴ 詣 史 を節 線 』た雷 を収 め る○

箪 # 庖 史 評 醤 歴 史 番言開 ず る評 論 蓋 を収 め る o

::: ･_ ･:.: . . :: ､_ 二. ､

∴ ∴ ∴ ∵

潜 刻 遭 腐 特 産 の ｢志 ｣ 牽 ｢夢 覗鱒 ｣ を 刻 』 た も の も 収 め る o

:･-JJ.I∴

『二 骨 綱 史 』 『幸 恵 史 』 『二 骨 一 党 』 『二 甘 藍 史 』 な ど ｡

､､ ∴ ∴ ∴二

史 記 ;『史 記 』｡ 『史 記 貨 殖 列 侍 』 (『率困歴柁愈 貸 志 』 収 )0

漢 書 ;『漢 書 』｡ 『漢 書 地 理 志 』 (『歴飛地埋志嚢編 』 版 )｡

後 漢 書 …『後 漢 書 』

覆噂の 『後漢書』九す巻 (本紀 ⑳列鱒)と司馬彪の 『頗漢志 』 三 十 番 ｡

三 国志 ;『三国志』

密書 ;『密書』
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最後に ｢哉記｣を付 して十六紺の事績を述べる｡-哉記類

宋 書 :『宋 書 』

商 密 書 :『繭 密 書 』

梁 書 :『梁 書 』

陳 書 :『陳 書 』

親 書 ;『親 書 』

北 密 書 :『北 密 書 』

周 書 ;『周 書 』

陪 賓 :『隅書 』｡ 『隔書 経 籍 志 』 (『武 史 経 籍志』収)｡

『四庫全書緒指』:｢辛の志は五史 (梁 ◎陳 ◎北牽 ◎北周 ｡隔)のために作られ た ｣｡ 五

代史志｡

繭史 :『繭史』

『鋼棒全書緒畠』:｢李建議は常時もっぱら北史にカを注ぎ､南史については曹文に葦

を加えたに過ぎない｣｡

北 史 :『北 史 』

『四庫全書鍵田』:｢商史が多 宅曹本をこ従っているのに臆べると､まった 宅別人の手をこ

なるかのようだ｣｡

奮 蘭 書 ;『曹 蘭 書 』｡ 『曹 唐 書 慶 黛 志 』 (『中 細歴 柁 食 欝 志 』 版 )｡

済 蘭 書 ;『蘭 書 』

t:･.-,L‥I,-.辛:r-?.:Lこ , ､､L/I･∴ :-I:l･ ･ ･ r一~11/I::-:∴■･､ '●;.-_･'･I:㍗ .. ､._. ∫

数の手に成る と鷹 我 が 夜 もBに異 なる｣｡

･+:.I:∴∴; ､∴ こ ∴ 一 二

■′∵十:-･ I;',:. ･.こ :･十三∴圭;I.:I:･.:メ.rt∴ ･_'･,･ ､∴ :: ∵ 予 ､∴ ∴ ､､･. I; ÷ -:

､:圭 ..､∴･.:≡::･. 一h･. ∴ ､･･.:-T:I.l'･-i:.さ_ 一･㌧ .､ ∴ こ ::. ∴ 十 ∴ 了 . . I.∴ ･. -.二

等によって補 充｡

新 瓦 縄 史 ;『義 絶 史 』｡ 『濫 伐 兜 職 労 考 』 ( 『 歴 柁 地 理 志 桑 編 』 版 ) ｡

宋 史 …『宋 史 』

遼 史 …『遼 史』

金史 ;『金史』

『四庫全書鍵揖』:｢(栄達金)三史の率等､これ だ 緒 が 非 常 に 優 れ 等 い る ｣｡ 元 好 閣 『 中

州集』曲劉祁 『鐸潜志』の責願｡

∴ ., 丁/･∴.: :

弼敵意 『済元史』｡

明史 ;『明史 』

1.=:./:--.::/:I:I/:∴ .'､I'･ ∴･･1_･~ ･ :/':/tIl:･､､~I-,

注 補 豪語考叢 遣腐 (志ごとの指あり)

史 記 ;『史記志疑 』

酒の梁義縄｡誤りを正 し､源を搾るという鮎で一定の功績｡

漢 書 :『漢 書 補 注 』

酒の王先謙｡顔締高の注以後､漢書に関する殿も優れた注鐸番｡

史 漢 :『班 馬 字 顛 』

栄の賓機｡
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『四庫全書綬招』軽部jj､撃類 :｢『史記』『漢書』に載せる苗字僻字を収録し､囲聾者こよ

って部を分かつ｣｡

I:'t･∴ ･ ･∴宗_∴二:?..;:I,.

酒の宜先謙｡清子電撃者の 『後漢書』研究の成果と水準を着電嚢｡

繭漢書 :『繭漢鯛 誤 補 遺 』

栄の呉仁傑｡

『四庫全書鍵 田』:｢輿縁は完備し､考叢は詳細明断である｣.

三 園志 ;『三 園 大 事 年 表 』

酒の薦斯問｡『歴代史嚢』の著者｡

-∴∴ ･丁_･ノ､:I.I:･:一言 L.

酒の洪電蓄｡

蘭書 ;『哲雷酎 注 』

酒の呉丑鑑 ◎劉承幹｡異説を列ぬ､遺漏を補い､誤りを正す｡

宋雷 ;『補宋書 刑法志』

酒の赫怒行｡

繭密書 ;『暫詣宝殿嚢』

酒の繭斯問.

.･ . .∴1∵∴ ㌧~･ ∴1

滴の商斯問｡

陳讃 …『陳諸窓際義』

酒の商斯岡｡

親書 ;『親書宗室傾注』

酒の躍振玉｡

. ･､ ‥.∴ ~.､､~一一･_

酒の商新関｡

~ ･､ .∴ ∴ ∴ .上

清のす謙｡

､ ･ :- ‥ ∴二‥:I

酒の眺振宗｡*興膳宏◎朋富合腐三 『満書経籍志詳敦』

繭史 …『繭史馳記』

酒の尊意銘｡『越擁壁摘記』の著者｡

-● 一､--
滴の李慈銘｡

南北朝史 ;『南北史年表』

酒の機素齢｡

曹蘭書 ;『奮腐雷疑義』
酒の嚢遺｡

済蘭書 …『済磨讃養鯉謬』

栗の呉績.
一 一,I∫. ∴ ~ .∴ :: ､ ･ノ ∴ ..一､ ､､‥ ~･: ･･●

碁三は疎かった｣｡

新奮唐書 ;『腐粛鱗年表』

': ､㍉∴ .' ､-∴ 1;~':'‥､∴;'､･/:∴-~:-､:I:-;:.='.'t: 'こ.I.､･:･tI:-.

.∴~: . ㌔ :. /'L㌧
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栄の陶岳｡

『鋼棒全書鍵田』韓史類 :｢いささかか説に近いけれども､叙事は首尾一貫してつぶさ

に備わり､おおむねその賓を得ている｣｡

宋史 :『宋史聾文意補 』

酒の傑燦｡後出の 『八史経籍志』にも収める｡

遼 史 ;『遼 史拾遺 』

酒の腐顎｡『宋詩紀撃』の著者｡

金史 ;『金 史詳校 』

酒の施囲祁｡誤り牽脱落など開千線健を校正｡『元遠沈畳語巣篭注』の著者｡

兎史 :『元史本叢 』

酒の注輝観｡叢誤 ◎叢遺 ◎叢名に分かつ｡後出の ｢姓名｣に 『史姓韻編』｡

宋遼 金元 史 ;『宋遼金兎 綱史朔 開致 』

酒の蔑大師｡後 出 の ｢叢 考 ｣ に 『二十二史考輿』0

明史 ;『明 史 致 叢 涛 逸 』

酒の 丑 頒 蔚 ｡ 現 存 す る 書 物 の 中 で 最 も 畢 く 『明史』を全面的に 考訂｡

叢 考 : 『健 二 史 駒 記 』

酒 の 遷 翼 ｡ ｢ほ か に 清 の 至 境 盛 『サ 一転 史 商 穫 』｡

史 表 ; 『歴 縄 史 表 』

酒 の 商 斯 済 ｡ 晃 の 喬 斯 太 と と も に 黄 家 蔵 に 師 事 .- 『明史』

∴ . ･ .::_:+ .･::..I;.･. 3

閑 名 ｡

地 理 ; 『歴 縄 地 理 志 桑 編 』

酒 の 躍 汝 桶 ｡

二十 ･ ∴ ∴ ･:､:.':-:- ･

田 本 の 閑 名 (轄 )｡ 文 政 先 年 畏 畢 坂 学 問 所 刊 本 ｡

娃 名 … 『二 骨 義 堂 鬼 名 索 馴 』

叢刻 ; 『史 学 叢 書 』

開名｡

_こ: ､. ∴､∴∴:∴∴ ∴ 一･㌦ ･･､ :‥

適紀之魔 通史を収めるo

各席魔道魔 翫代史を収めるo

++++ 塑帝碍事績の銅線 〔慮属注〕を向暑の死後を三編集』た讃 〔賓鋒〕

〕 ･∴｣

『資治適鑑』

栄の司馬兜｡正史のぼか､322種の畜物を利用｡

∴∴∴二;i-.::.

間奏 ;『歯史紀隼』

酒の林春滞｡
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繭漢 :『繭漢紀』

漢の萄悦｡膏の褒宏に 『後漢紀』あり｡

三園 ;『貌春秋』

蘭の孫盛｡

密 ;『哲陽秋』

哲の廃翼｡

南北朝 ;『欝春 秋 』

梁の呉均｡志怪廊説 『糖密謂記』の著者｡

∴ ∴:.I:≡?I:I.I....A.･一･

唐の温大雅｡李淵 (唐の高槻)が太原で撃桑 し竃か ら正式名こ皇帝を網するまでの 357

錯関の寧賓を記す｡

､ - ∴ _L･::

栗の夢株｡

宋 ;『建炎 観 衆 繋 隼 要 録 』

∵･,･ ::∴ ∴:･一 ･･ .∫_'･ / .,∴~ ~ ､̀.'･:.､1.∴:::'･:':: ~､ :

_ .̀~'::-｣

明の談遷｡明朝歴紫電の欝録を基礎とするが､金歯約番こ依擦したわけではない｡

酒 ;『豪華録』

.■ ､̀- ∴ :_･‥∴ ∴ ∴二･ . .･.

･･ ∴.･ ‥

二 一一･･一∴ ･

･ ∴ こ ∴ :∴

∴ ●二･.:~･:･l:

酒 ;『米酒歴朝欝録』

:''' :三 - ､.∴ ,･:- . 工 ､. I: ･‥.∴･∴ .::t･･､･∴∴

･･ '､･･∴.__

酒の馬磯｡

仁 .･:.;.1'･ ､..･∴ こ~さ∴ _･十 .. .､､ -:I:I.∴ ､＼･丁∴-:~｣~ :! ･ ∴

適鑑 ;『適鑑紀事本末』

栗の裏梅｡
-.~A:.∴ ､･~､三∴ ･-:二 '●: :･∴･-. :.::I.∴ …､､ :∴=_:1:.I.･. _ './ t~､'､:

であるJo

宋 …『三朝濁甑盟愈編』

徐夢革｡三朝は北栄の徽宗◎欽宗と画架の商宗｡馨 と金の交渉碁こ関する記録｡

遼金元 ;『遼党紀撃本末』

酒の李菊菜｡『金史紀撃本来』(李萄覚撰)と閣じi､輿章制度に閑する等題は 無 い ｡

∴∴ -∵言･工圭 了 ∴‥_

酒の計六奇｡北署は商暦帝から崇禎帝､商峯は繭明政権｡

酒 :『欧洲乗粛交渉記』

英国の賓高爾｡ぼかに政書類交渉之腐 『各閣僚的』｡
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叢 刻 ;『紀 事 本末桑刻』

第 紺 歯 鬼 瀬 (魔は無も)｡目は特産の書物による拓創*咽 塵 全 書 縫 目 ｡ に は 無 も3

逸 周 書 ;『逸 聞 書 』

『尚書』 編纂時に逸漏した周雷の意｡多 くは戦国以後の附 加 ｡

国 語 ;『国語 』

春秋時代の国別の歴史書｡西周中期から戦済初期まで｡

戦 困策 ;『戦 国策 』

もとは戦囲時代の各国の史常あるいは箪士が収集記録 したものと言われる｡ 劉 陶 の 整

粗､

工言､宰 十 丁工圭 :-

『四庫全書鍵田』 では子部鰯説家類｡褒弼 (『中国苗代神話』の著者): ｢史 観 の 礎 興 習

あるのみならず､神話の淵府でもある ｣｡

筋書紀隼 :『筋書 紀 隼 』

『四庫全書綬 冒』で は 編 年 額 O 今 本 と 歯 本 あ り 0

汲家書 ;『汲家書 紗 』

欝の束筋｡『密書』本俸 に 整 理 考 叢 に 関 す る 記 事 あ り｡

穆東署憾 ;『穆 東 予 簡 』

､･∴ ':-:.二､､ ㌦ :･､:那 . ∴ ∴ - ~~､ .こ ~･･㍉ ∴..･･_ 山

際本 :『陛本 』

∴ 一:二一､･一:./I/ ::.二･.∴ ∴ ･･㍉ ::予 / ･･･ .

蟹乎春秋 :『蜜 牽 春 秋 』

r:_∴ ∴ 一一三:.:.' '･,･-∴ :'.:I..I_.∴t'■~1,･･ 二...,:: ･-:-.,∴ 一･

ある｣｡

超絶雷 ;『越 絶 書 』

漢の義旗｡

.1'･.~ -I. . ∴ -:- '■...::'L-:‥. Z: .一･∴ .･ ､ ･::･:/ :':∴_･ ‥ ●I

る｣｡

呉越 春 秋 ;『呉 越 春秋 』

漠の過度｡

:･･:--: ::I .■L-~.■~:: . ∴ ･､､･:~_-..~･ ∴,.-/ .-:.:･_ ∴ ､･ .

楚漢 春 秋 ;『楚 漠 春秋 』

工･.i.陸∴ - /: I:･. .∴ ･ ､一･､/･･∴

薙 ;『三 墳 』

三墳 ◎五輿 ⑳jも索 ◎九慮｡歯讃の名習諸説あ り ｡

:-:;ミ ●● :､..._'･十 {._.-.･了 .::.I ､ -..,:...:･･ ･････.､∴ ‥∴ ::I.､二-:_･

蒐 秦 ;『帝 窓 際 紀 』

膏の豊甫譜｡

漠 ;『索 敵 漠 記 』

劉珍｡蒐武帝から塵 帝 ま で ｡ 『史 記』『漢書』ととも患三三史と飼される｡

三 園 :『鱒 後 漢 書 』

3()



栄の粛常.後漢ではなく三園喝に関する書｡『季漢書』も同じ｡

蘭 ;『支 障 蘭 書 』

密の玄随｡｢○○密書｣は複数あり｡『九家畜密書輯本』｡

∴ ~ ･ : ,: ･. I.A.._:'∴.1:,_:i:

唐 の 許 嵩 ｡ 『 四 庫 全 書 綬目』:｢輿は僧困 (勝手に皇帝 と飼 した因)だが､『三園志』が

す で に 正 史 各 こ 列 せ ら れ て い る の で ､ これを別史類に分類した｣｡

._: :-I I 言 ∴ 享 , I:. i: ｣

酒 の 藍 鼎 元 ｡ * 『 魔 洲 公 案 』 ( 東 洋 文 庫 )

五 代 ; 『 櫓 蘭 書 』

酒 の 陳 鰻 ｡ 後 唐 と 病 癖 を 正 統 ( 唐 の 後 腹 ) と す る 紀 博 健の書｡

宋 : 『 東 都 事 略 』

重 僻 ｡ 北 宋 九 朝 に 関 す る 雷 ｡

『鋼 棒 全 書 総 打』;｢元 入 は宋 史 を 編 纂 す る際 ､ こ の 書 を参照しなかったと思われる｣.

遼 ;『契 相 済 志 』

栄 の 葉 陸 産 ｡ 元 代 償 健 の 『遼 史 』 に 比 べ て お よ そ 酉 年 畢く成立｡

金 …『衆 金 閣 志 』

栄 の 字 寛 恕 昭 ｡ 輿 章 制 度 に 関 す る記 載 は 『金 史 』の不足を補う轟こ足る｡

兎 ;『兎 朝 緒 志 』

開名｡ * 『をンゴル秘史』(東洋文庫 )

明 …『宙 医書 後 袋 』

渠岱｡天啓までの 『宙匪蔵書』と崇被の 『石医書後集』｡

酒 ;『酒 史列 博 』

閑名｡叙事は詳細明確｡

::･'･-':, ∴∴ :::′工

:I.:I:::了 . -: ::∴ ∴∴ ･~ ∴･.:;∴1-･ :.･:､ 十

･.1･∴･~~~;･‥//

明の李費 (李車畜)｡繊細から元滅藍ま等の入物およそ800名を収録｡

_-. ､ :∴ ･: :.I:: l.･･ ニー㍉‥一

-~∴∴∴ 事件時顛末記登頂紀事本 末寒 露芸風 れ る轟芸は碓駁な雷を般める○

療記遭腐 様 僚な撃件 爵芸開ず る酢豚 的 な記録 を収めるo

●･こ‥. ′∴ .･∴ ､∴ ､〔..､.､∵ ･∴ ~､ .

漠 …『漠塑徳樽』

侯壕｡『後漢畜』本欄｡

･､;一二. ∴､､ニ

慮翻｡『密書』碁こ鱒無』｡

･.一 ･/I..∴ i

宋開名｡

唐 ;『薦観秦記』

嚢庭裕｡もっぱら窒宗朝の撃を記す｡
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漢唐 :『漢唐秘史』

明の架構｡劉三番らが洪武年間に進講した漢唐の事績を分類編集｡

栄 :『北狩 風 間録 』

曹勘｡

『四庫全書糖揖』:｢記事はおおむね事賓に近 く､『北狩冒記』請書の虚妄を明らかにす

る｣｡

逮 :『焚観録』

王鼎｡
『四庫全書緒掃』:｢遺宗の充棟皇后斎氏が寓鱒の撃登によって禍に遭う事を記す｣｡

金 :『大 金 弔伐録』

開名｡

『四庫全書綬冒』:｢金の太祖 ◎太宗が軍隊を動かして栄を破った撃を記す｣｡

義 :『蒙 酋 史料校 注 綱穫 』

酒の重囲経｡

明太観 :『洪 武聖教記 』

栄藤｡

『四庫全書緒冒』:｢ほぼ 『顔貌激安』の健例に倣う｣｡

意帝 ;『建 文遠 国之際 周東 』

酒の劉建蛍｡

成 規 ;『平 定 交 商館 』

･:I.:･･+

::二 :●∴ ;∴ ∵ =.:: :'∴ ｣

閑 名 ｡

窒 宗 ; 『 三 朝 聖 論 鋒 』

L,,,.; :_ :I::

『 鋼 棒 全 署 鍵 田 』 : ｢ 永 楽 ◎ 洪 幣 ◎ 童 徳 三 朝 における皇帝療考の詔旨および秦封の語を

載 せ る ｣ ｡

英 宗 ; 『 北 征 事 績 』

.:I-･=/,三･

∴::･:∴ _∴ ∴工

李賓｡『囲腐食番線冒』では 『出傍線』あるいは 『健北録』｡

英 宗 :『複節 線 』

楊葛｡

意宗 ;『畢 東森 』

超輔｡

孝宗 ;『畢 蟹録 』

宝鱗｡弘治 且3年 (且500)､漕安の賊の婦米魯を討伐した時の記録｡

武宗 ;『畢濠 記 』

鏡徳渋｡重陽明が宋窟濠の観を平定した際の秘事を記す｡

陛宗 :『遼紀』

田汝威｡『西湖瀞蟹志』の著者.

『囲庫食書籍揖』:｢まった く考訂患こ資するに足 りない｣.

穆宗 ;『既成紀肇』

言;く_､
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禅 宗 :『平播全書』

李化龍｡

畜宗 :『東林 本末』

呉鷹箕｡*謝困槙 『晩明史籍考』(商暦-三藩の胤)

毅宗 :『烈愚都議』

文責｡崇禎朝の史車を記す｡

禰 宜 :『揚洲甘 摘記』

王秀楚｡*東洋文庫

唐 重 :『倣指南録 』

泊腐生｡隆武 2年内戚 (且646)の韓州城攻防戦の事を記す｡

永 明宝 :『雷撃庖則』

陳爵慧｡

明紀 ;『明季稗史嚢編』

酒禰 :『萄碧』

影遵酒｡『四庫全書緒指』では博記類｡*薦洋文樽

酒中葉前期 ;『欽定畢定義麿紀略』

酒中葉後期 ;『菜畜利贋褒泉城始末』

河忠的撃｡

･I:::･二了 =.言 ‥:工∴､∴､･.1

美園の杯饗知 (讃)◎酒の察爾康 (鰭)0｢褒｣は村本｡

酒緒 :『清閑困史料 考 』

二一…∴ ∴

∴ I- ::'i･-.∴ :.露.I..-㍉

ニ:'Lこ∵､

二･十.,,:).

欝 ;『膏朝発車 』

開名｡

南北朝 ;『宋拾遺録 』

梁の謝蹄｡

磨 ;『明豊薄縁 』

鄭廃藩｡明恩は玄宗｡

･･:･-:,.･::∴:i･.. '･:I.:‥●十･十 .裏. -.･･､‥て:/:.I-I.∴ .I..::.:1.:･丁∴5-･こもこ.

嵐㈹ ;『洛 陽糖紳 奮 闘記 』

栄の濃密撃｡『綱鱒食書籍田』では子部73も説家類｡

宋 ;『諌水記 開』

司馬光C

『四庫全書緒畠』予部13､説家類 :｢宋代の薗事を韓然 と記す｣｡

遼 冨『薫北森』

栄の王易.

金 :『締潜志』

兎の劉補｡金代の歴史を研究する忠で盛要な著作.『四庫全 書 緒 田』では予部小説家類｡

兎 ;『蒙単願録』
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栄の孟供｡重囲経に 『蒙擬備録等叢』｡

明 :『算 摘j登別 集 』

玉陛虚｡明史編纂の際に天測 こ役立つ｡

酒 :『噺軍籍録 』

十 _ 1_I:.'..､一･;:I:ミ:∴十 一:･::･,:-･＼そ..:‥∵､..'-て∴:I-.-工工十

歴柁 :『繊 煙 董殊更 』

元の楊維槙｡

∴宣 二･1.:_rj

『太平 東 園文書 』

第 庖 哉 記 類 (魔は無も)｡田は時代に従って観別)

中山 ;『鮮 虞 嘩山困事 嚢 変域 囲説 』

酒の重先議｡

歯萄 ;『国 宝本 紀 』

漢の揚雄.

呉 ;『輿藤城 固説 』

酒の覆審商｡

威漠 ;『鶴威 鷹梱 大 臣年表 』

清の繭斯岡｡

前週 ;『亭描蔑演題記 』

･∴∴

繭燕 :『蒐 亨 落雷 』

･:.':･･

繭涼 ;『張請 涼記 』

強請｡

後趨 …『罫 中記 』

膏の陸凝｡

後 燕 ;『高 閣燕志 』

後魂の高閣｡

後涼 ;『涼州記 』

段亀龍｡

北涼 :『北涼 薗智東 』

酒の謬萎孫｡

繭燕 :『張詮 繭薫書 』

･:;:jL.:ミ′:?.

北薫 ;『北蒸 留簡素 』

酒の謬萎孫｡

前奏 ;『車頻 秦 書 』

車頻｡

後秦 ;『眺職都後秦記』
眺和都｡
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西泰 :『西春 百官表』

酒の練怒｡

繭涼 :『商涼百官嚢』

清の謬茎孫｡

西涼 :『西河記』

膏の喰蹄｡

夏 :『夏百官嚢 』

酒の謬茎孫｡十六因は ｢二超､三秦､四燕､五涼､成漢､夏｣｡

五胡穂 :『十六困春秋』

後親の躍渦｡

『四庫全書緒冒』:｢奮本は魂の襟鴻撰 と題するが､賓は明の嘉興の屠喬孫 ｡項科の鶴

本である｡｡--しかしその文はすべて古書を綴 り合わせたもので､杜撰ではない｡十

六園の事を考える者はもとよりこの編を緒匪 (集大成)となすべきである｣｡

高 員 :『高昌麹氏年表』

酒の羅振玉｡

後梁 :『後梁春秋』

明の眺土葬｡

李密 :『東関録』

唐の太行山人｡

繭詔 :『繭詔野史』

明の楊憤｡

樹海 :『潮海国志長編』

近大の金観取｡

萄 :『錦里香曹博』

乗の句延慶｡

『四庫全書緒目』:｢重民 ｡孟氏が軍に擦った時の事を記す｡--その慣例は編隼に近

い ｣｡

呉越 :『呉越備史』

栄の葡桐 ｡林商｡

『四庫全書総目』:｢鏡謬以下､各代の事績を記す｣｡

楚 :『三楚新録』

栄の周羽御｡楚の地に擦って王と科した者 (馬殿 ｡周行逢 ･高季興)の記録｡

繭漠 :『商漢書』
酒の梁延椙 ｡

弧沙 :『威沙常民年表』

酒の躍振玉｡

繭唐 :『繭唐 書 』

乗の馬令と経済の二種｡

五代絶縁 ;『千国春秋』

清の呉任臣｡欧陽鰭の 『五代史』に付する形で､千国について 『密書』 に倣 い哉記 を

作る｡

歯嚢 :『西夏紀 事本 末 』

酒の強鑑.

西遼 :『西遼紀年表』
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酒の注遠孫｡

暫 :『鶴舞録』

栄の楊轟粥｡『四庫全書』に 『償浄樽』はあるが､この書には言及せず｡｢浄｣は金に

よって建てられた挽儲政樺である鶴野の皇帝の劉薄｡

元季漕霧 :『呉 王 墓士誠 哉 記 』

近大の支障威｡

隔 重源 玉樹 :『商都 宛 韓紀 略 』

清の顧寄｡

唐 重 :『東 商 紀事 』

清の郡延采｡

魯 宜 :『田本窓師紀』

酒の黄宗義｡『行朝録』(分類は季明絶)の一部｡

緩 ま :『永暦欝録』

酒の王英之｡十六年にわたった永暦数樽の政治 ◎軍事の史賓を概括｡

季 明紀 :『明季三朝野 史 』

｢季明｣は商明のこと､*別史類 『季漢書』

安 繭 ;『大越 史記 全 書 』

安繭の呉士連 (等)｡ヴェトナムの編隼健の正史｡

第 兆 謂 禽 秦 議 類 (魔は二｡胃は時ず竃による区別

詔令 之腐 恩 帝 の詔 を収 め るo

- 詔令 之腐

唐 ;『唐 大 詔 奇 襲 』

栄の宋敏求｡この書に収める 且確60線件の詔書は､唐代の政治 ｡経済 ⑳文化などあら

ゆる方面において第一級の史料｡

明 :『豊 明 謂 令 』

開名｡

酒 :『株数諭旨』

地方官の摺秦+薙正帝が株数をもって数寄した諭旨｡

二 秦 議 之腐

漢 :『漠 票 誼 政 事疏致補 』

酒の夏斬｡

膏 :『山公啓事』

山清 (懲杯庖賢の-)｡

唐 :『陸窒公奏議』

陸費｡

宋 …『葡文正公政府秦議』

重曹滝｡治鷹 合通事 ◎薦撃 ◎碓秦の囲類｡

明 :『徐民庖言』
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徐光啓｡『農政全書』の著者｡利嘱賓 (マテオ ｡リッチ)日葦 『幾何原本』の筆録者｡

酒 :『南海先生囲上書記』
康有馬.

歴骨竃;『歴代名 臣奏議』

第 九 鱒 記 類 (魔は十一｡目は魔によって立て方が異なる)

聖賢之履 周公 ◎孔子 ◎孔子の弟子 ◎孟子などの博を収める○

別博 之腐 個人の樽記を収めるo

絶縁之腐 複数鬼の鱒記を収めるo

郷賢之魔 -飽労の入物の禽博を収める○

家系之腐 一家族の人物の禽樽を収める○

師友之腐 交遊関係のある入物碍禽樽を収める○

碓′博之腐 各寝 癖テゴび-碁三基づ竃風物の博を収めるo

一 厩戟鱒摩損記を収める○

記言記事之腐 注 因すべき豪富単行勤番芸ついで記 録 す る書 を 収 め る○

年譜之腐 年譜を収める○

- ･､:.1∴巨 ..工 .･‥･::･･..'･･-/:自業:I.､∴ ･-･-:.:･･一一::工 ､.: :I

先聖 ;『艶子編隼』

栄の胡仔｡『蔚演漁隠叢話』の著者｡

『四庫全書鍵田』:｢年譜と言わず､編隼と言うのは､聖人を尊ぶからである｣｡

弟子 ;『着払予 弟子 因縁 』

漢の鄭玄｡

聖商 :『褒家確認』

栄の免停｡

『四庫全書給田』:｢孔樽､字は陛文､要望 (孔子)の綱サ患者宅の孫である｣｡

東家は､孔子の西隣に住んだ人が､孔子が聖人であることを知らず､｢東家の慮 (孔子

の名)｣と呼んだという故事にちなむ｡孔子に関する雑事 ◎奮蹄を記す｡

聖商には､孔子の子孫春こよる孔子関連の著作が分類される｡ほかに金の孔元箔の 『孔

既視魔贋記』､酒の乱尚任 (戯曲 『桃花扇』の作者)の 『出山異数紀』など｡

孟子 ;『孟子盤卒隼 周考』

酒の閣若壕｡

碇能 :『孔廟碇妃未議 』

酒の閣若礎｡従紀は､後樫の儒者を孔子廟に併せ祭ること｡

褒崇 :『聖賢当意 』

明の呂元善｡

『四庫全書鍵田』:｢山東に赴任していた時､手に入れた孔氏諸家の譜贋が詳細であっ

たので､その宗族の樫系を編纂した｣｡

褒崇は､讃美崇拝の意｡ここでの対象は孔子の子孫｡

二 別博之魔 (目は時代による区分)
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漢 :『鄭玄別博 』

□開名｡鄭玄の樽｡

三園 :『漢丞相諸葛思武侠博』
栄の張拭｡諸葛亮の樽｡

哲 :『懐畜録』

元の謝鷹芳｡顧栄の博 ｡

南北朝 :『撃傷陶階層内博』

栄の責嵩｡陶弘景の樽｡ *子部道家類 『県議』

唐 :『顔魯公行状』

唐の因亮.顔輿卿の博｡

宋 :『酒 興先 生遺 事 』

酒の王国経｡周邦彦の樽｡

元 :『雲林遺事』

明の顧元慶｡税額の博｡

明 :『鄭成功博』
酒の黄宗童｡鄭成功の博｡

酒 :『曾文正公事略』

酒の王安産｡僚困蒲の博.

絶 縁 之腐 (目は時代による区分)

漠 :『英雄記』

王嚢｡

『四庫全書総冒』:｢宿志は八巻 と著録し､注に残閑と言うから､その本は長らく失わ

れている｣｡

膏 :『膏諸公署』
博時｡

唐 :『凌煙閣功臣囲像』

清の劉源｡

宋 :『宋道民録』

明の程敏政｡

元 :『元朝名臣事略』

蘇天爵｡

『四庫全書緒冒』:｢おおむね諸家の文集に載せる墓碑 ◎墓誌 ◎行状 ◎家博に依擦 して

いる｣｡

明 :『囲朝列卿紀』

雷蔭｡

『四庫全書総冒』:｢羅列された明代の職官姓名は--嘉靖四十五年で終わっている｣｡

酒 :『困覇者戯類徴』

李垣｡

近陛 :『近陛入物志』

酒の金梁｡

歴代叢録 :『列朝后妃博稿』

張采田｡
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四 郷 賢之 腐 (巨は地域による区分)

曹直隷 :『大酒畿輔先哲樽 』

近人の徐世員｡名臣 ｡名帯 ｡師儀 ｡文学 ｡高士 ｡賢能 ｡忠義 ｡孝友｡

江蘇 :『南呉曹話録』

酒の李延畳｡もっぱら松江 ｡上海郷賢遣事を記すので､それにちなんで繭呉と題する｡

安徽 :『院撃編』

酒の徐定文｡院は安徴のこと｡

河南 :『汝繭先賢博』

哲の周輩｡

駅西 :『三輪決録』

漢の趨蚊｡ 『孟子』の注者｡三輔は京兆 ｡鴻欄 ｡扶風｡

新注 :『脅稽先賢博 』

呉の謝承｡別史類に 『後漢書』あり｡

湖北 :『楚困先賢樽』

膏の東方｡四種の輯供本を封照した静焚の校注本 (1986年)あり｡

湖南 :『零陵先賢樽』

膏の司馬彪｡『頼漢書』の著者｡

繭湖 :『歴朝博記九種』

酒の陳運溶｡

四川 :『益都者曹博』

膏の陳讃｡『三国志』の著者｡

福建 :『関川名士博』

唐の黄環｡

贋東 :『百越先賢志』

明の欧大任｡

『四庫全書綬冒』:｢多く史博に依接し､-･･･慣例は謹厳で､地方志の冗漫さに勝る｣｡

贋西 :『桂陽先賢博』

呉の張勝｡酒の陳運溶輯 『歴朝博記九種』に収める｡

雷雨 :『演繭碑侍集』

近人の方樹海｡

五 家乗之腐 (目は時代による区分)

唐 :『庶子樫録』

皮目体｡

宋 :『家陸曹間』

陸瀞｡

元 :『蒙古樫系譜』

ロ開名｡

明 :『慮江郡何氏家記』

何崇祖｡

酒 :『賛磨劉氏家譜』

劉菜鈎 (等)0
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近大 :『上海朱民族語』

朱澄像｡

六 師友之腐

『船山師友記』

清の薙正鈎｡船山 (重夫之)に関係する157人の樽｡

忠 雄博 之腐 (目は内容による区分)

景仰 :『群輔録』

膏の陶潜｡

忠義 :『辛亥殉難記』

酒の金梁｡

孝感 :『孝子博』
漢の劉向｡

烈士 :『烈士侍』

口開名｡

濁行 :『高士鱒 』

膏の皇商議｡『帝王世紀』の著者｡

『銅棒全書緒目』:｢宋代にすでに二種類のテクス トがあり､改窺されて本来の姿では

ない｣｡

文士 :『唐才子博』
元の宰文房｡

『四庫全書織田』:｢計有功の 『唐詩紀寧』に比べると､叙述にやや筋道が備わってい

る｣｡

薬禍 :『元祐薫籍碑 考』

明の海瑞｡曹法霧の名籍を刻して天下に頒布した石碑0

結社 :『複社姓氏録』

明の呉曽臥 *小野和子 『明季窯社考』

畢慧 :『幼童博 』

梁の劉勘｡

瀞侠 :『細腕博』
唐開名｡

『四庫全書聴冒』子部朴説家類 :｢明大が 『太平贋記』の文章を勤襲したものである｣｡

列女 :『列数博』

漢の劉向｡*東洋文庫

恩俸 :『高力士鰭』
唐の郭淀.

神助 :『神助伝』

膏の葛浜｡『抱朴子』の著者｡*平凡社ライブラリ-

女触 :『南島魂夫人博』

唐の顔輿卿 (あるいは開名)｡

俸給 :『燕都名伶樽』

弦江裁｡遣光 ｡威豊以後の燕都 (北京)の名優の侍｡
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侶妓 :『板橋雑記』

清の余憤｡『四庫全書線目』では子部小説家類｡*東洋文庫

逆或 :『安禄山車蹟』

唐の眺汝能｡

薙 :『泰西入物志』

酒の顧鳴鳳｡名王 ｡名臣 ｡名腐 ｡雑家｡アレキサンダー大王など｡

jt 由序 之腐 (目は時代による区分)

唐 :『文武南朝戯替記』

李徳裕｡文武は､唐の文宗と武宗｡

宋 :『蘇黄門龍用略志』

蘇轍｡

元 :『郭天錫手書冒記』

郭界｡

明 :『味水野田記』

李目撃｡

酒初 :『三魚堂 冒記』

持''･;工･.:

酒 中 葉 前 期 ;『鹿洲公案』

藍鼎元｡*東洋文庫

酒 中葉後期 :『浮登六記』

沈複｡*岩波文 庫

清孝 :『忠義李秀威 幽遠 手稿 』

李秀成｡*リンドレ- 『太平天国- 李秀威の幕下にありて』(東洋文庫)

遺 風 :『襲撃編』

酒の羅振玉｡

丸 記言記事之腐 (欝は時代による区分｡別館 〔個人〕と絶縁 〔複数人〕あり)

唐以前別線 :『軒 韓 爵 帝 博 』

□閑名｡

唐別線 :『魂鄭公諌録』

王翻｡魂鄭公は貌徴｡

宋別録 :『奨城 先生遺 言』

蘇籍｡

『四庫全書絶目』子部籍家類 :｢蘇轍の孫で､･-･寸 隙歳の時､顔昌で蘇轍に伺候して

いた｣｡

宋絶縁 :『未来晦庵先登名臣言行録 』

朱嘉｡

『四庫全書鍵田』:｢朱子の編纂の本意は､見開を贋めるためではなく､世の風教に資

することを目的とする｣｡

明別線 :『梅嘘別録』

李目撃 ｡鄭攻｡梅嘘は周履靖 (李目撃の外従父)の我｡

明緒録 :『明名臣言行録』
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清の徐開任｡

酒別録 :『顔習粛先生言行録』

鍾錬｡顔習欝は顔元｡

清絶縁 :『囲朝名臣言行録』

王柄饗 (十六番)と董毒 (三十番)｡

十 年譜之腐 (目は時代による区分)

漢 :『太史公繋年考略』

太史公は司馬遷｡

三国 ;『貌陳恩王年譜』

陳恩王は曹楯｡

六朝 :『陶靖節先生年譜』

陶靖節は陶潜 (陶淵明)｡

唐 :『李太良年譜』

李太白は李白｡

北宋 :『東披先生年譜』

東被は蘇拭｡

南宋 :『朱子年譜』

朱子は朱嘉｡

金 :『元遠山先生年譜』

元遠山は元好問｡

元 :『虞文靖公年譜』

虞文靖公は虞集｡

明 :『陽明先生年譜』

陽明は王守仁 (王陽明)0

明季清初 :『顧亭林先生年譜』

顧亭林は顧炎武｡

酒中葉前期 :『鄭板橋年表』

鄭板橋も孝鄭饗｡

清中葉後期 :『戴東原先生年譜』

戴東原は戴震｡

酒季 :『曾文正公年譜』

曾文正公は曾国藩｡

近入 :『梁啓超年譜長編』

*岩波書店

叢刻 :『唐宋詞入年譜千種』

近人の夏承責｡

十一 姓名年商之腐 (目は内容による区分)

姓 :『元和姓第』

膚の林賓.申唐以前の姓氏 ･族望に関する詳細な記載｡『四庫全書線冒』では子部類書

類｡

諦 :『歴代諦名考』
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清の劉錫信｡

別戟 :『自戟録』

栄の徐光滞｡

憲法 :『囲朝誼法考』

酒の王土蔵｡

年歯 :『歴代人物隼里碑博総表』

近人の蓑亮夫｡

第甘 時 令 類 (履 砂田ともに無い)

『四民周令』

漢の経寒｡*東洋文塵

第甘- 地 理 類 (厨は十四｡目は魔によってやや異なるが､基本的に地域による区分)

緒志 之腐 中国金堂 に関す る書を収めるo

輿 囲之腐 地 園 を収 め る○

歯飽志 之腐 元 以前 の地 方志 を収めるo

今池義 之腐 明以後 の地 方志を収めるo

碓旭志 之魔 府 願 意 が採 る事項別のスタイル宙ここだわら

ない書 を収 める○

遵 防之腐 通暁 防備 るこ開する書のうち､地理的要素患こ童

眼 を置 いたものを収める○

*軍 事制度に主眼を置 く書は政書類軍政

之腐 碁こ分類する○

外紀 之腐 外囲 に関する書を収める○

水道水利遭腐 おも碁こ地理的細心をこ基づも泡竃河川の情況を

述べた書を収めるo

*水 利 技術 各こ義眼を置 電蓄は政書類準正

之魔 患こ愈顛す るo

考歯蓬腐 十千 二二 十 ∴.予言 二j工二 一∵+辛 +予■÷

収め るo

名勝之腐 景勝地 暴言つい竃述べ た書 を収 め るo

寓殿学校詞墓奇観名園之腐 建築物 患こ開ず る風間 を記 』た書 を収 め る○

瀞記紀程路程緒記之腐 旅者音記 を収 め る○

丑諺習俗之腐 あ る地 労 をこお け る濁 時 の こ とわ ざ牽 風俗 を

記 した書 を収 め るo

*言 語 学 的 な興 味 をこ基 づ i雷 はjjヽ撃額 訓

話之腐 る三分類 す る○

一 緒志之魔 仲 困全土を封象にするので､目は時代による区分)
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周秦 :『商受地記』

漢 :『鷹勧地理風俗記』

億劫｡『風俗道義』の著者 (子部雑家類雑説之腐)0

膏 :『膏太康三年地記』

開名｡太康三年は282年｡

南北朝 :『十三州志』

後魂の関願｡

唐 :『元細部嚇囲志』

李吉南｡

『四庫全書線目』:｢階唐の (経籍 ｡牽文)志に著録する車で--今に博わるものとし

ては､この書が最も古い ｣｡

宋 :『太平嚢字記』

繁史｡

『四庫全書総目』:｢後の地方志は必ず入物や牽文といった項目を列ぬるが､その慣例

はすべて響史に始まる｣｡

元 :『大元太一統志』

幾本｡ 『遠海叢書』本に詳細な考叢あり｡

明 :『大明一統志』

『四庫全書韓日』:｢その義例はひとえに元志 (『大元一統志』) に倣っており､それゆ

え書名も沿用している｣｡

酒 :『天下郡国利病書』

顧炎武｡

『四棒金書紀目』:編纂の髄例 というものが無いので､未完の稿本だと思われる｣.

目の ｢地域による区分｣は､ここに収められる 『大酒一統志』に依擾する｡

民国 :『中華属国省騎地名三愛』

李柄衛 (等)0

輿樹之魔

緒困 :『大明地組』

明開名｡*漢字情報研究センターのホ-ムぺ-ジにて公開｡

各省 :『蛮習輿 園』

酒の夏戯輪｡

掌紋 :『出塞 輪姦 山川記』

酒の温容臨｡

目録 :『国立北軍図書館単文輿囲目録』

宙旭志之腐 *『四庫全書姥目』では都督郡解之腐｡

劉捧毅 『漢唐方志輯侠 』(北京歯書館出版社､1997)｡

曹療隷 :『襲珊園経』

江蘇 :『呉地記』

唐の陸贋微｡原書は唐代に散供｡『四庫全書綬冒』では苗蹟之屠｡現在､江蘇地方文献

叢書の-として出版されている｡

安徽 :『新安志』
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栄の羅願｡

『四庫全書綬目』:｢その物産の部門は､羅願の専門の撃にはかならない｣｡

山西 :『罪刑記』

山東 :『野乗』

元の予飲 ｡

『四庫全書穂目』:｢元代の地方志の中で最も古法を保持している｣｡

河南 :『洛陽記』

膏の陸機｡

駅西 :『長安志』

栄の宋敏求｡

『四庫全書綬冒』蓄積 :｢記述は精轍で幅廉 く､菖都の通事はこれによってきちんと博

えられた｣｡

首粛 :『沙相図経』

唐開名｡

新注 :『威浮臨安志』

宋の潜説友｡

『四庫全書姥冒』:｢行き届いた記述がなされ､考緒に資す｣｡

幻二西 :『務章古今記』

劉栄の雷次宗｡

湖北 :『荊州記』

劉栄の盛弘之｡但し同名興書が多数ある｡

湖南 :『長沙国産』

唐開名｡

繭湖 :『荊湖囲経』

綱川 ;『聾陽囲志』

膏の常壕｡

『四庫全書線目』哉記類 :｢叙述は開関から永和三年 (347)まで｣｡

福建 :『三山志』

栄の梁蒐家｡

『四庫全書綬冒』:｢(五代)千国の記事は､史籍で漏れ落ちたものが多い｣｡

贋嚢 :『蘭越志』

口の沈懐遠｡

雪 面 :『紀酋演説原集』

元の強迫宗｡演は雲繭のこと｡

叢録 :『墨蛾漫録』

宋開名｡

四 今池志之腐 *『中国地方志聯禽目録』仲 草書鼠 且985年)

『明代方志考』(四川大学出版社､200且年)0

曹直隷 :『畿輔適志』『蒐緒噸天府志』『安次解志』

曹奉天 :『盛衰適志』『錦州府志』『錦解義』

書林 :『書林通志』

黒龍江 :『黒龍江外記』
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江蘇 :『江南道志』『蘇州府志』『呉願意』

安徽 :『垂修安徽適志』『唐修慮州府志』『合肥願意』

山西 :『山西通志』『大岡府志』『大同願意』

山東 :『山東適意』『済南府志』『平原願志』

河南 :『河南適志』『開封府志』『中牟嚇志』

駅西 :『駅西道志』『西安府志』『藍田願志』

骨粛 :『骨粛新通志』『敦燈解義』

新注 :『漸江連志』『杭州府志』『鏡聴解志 』

江南 :『江西適意』『九江府志』『徳安願意』

湖北 :『湖北道志』『荊州府志』『江陵嚇志』

湖南 :『湖南適意』『長沙府志』『長沙願志』

四川:『綱川適意』『垂慶府志』『巴願志』
福建 :『垂第福建適志』 『蛮習府志』『蔓漕願意』

廉廉 :『廃棄適意』『贋州府志』『新禽願意』

贋西 :『贋商連志』『梧州府志』『藤願志』

雪面 :『雪面適意』『雪面府志』『雷雨斬志』

費用 :『黄州適意』『遵義府志』『桐梓願意』

蒙酋 :『蒙富源牧記』

青海 :『青海誌』

歯痛 :『西藤鏑考』

翻意 :『槍密志』

叢刻 :『郷丑志叢編』

樹 :『有志略例』

酒の車撃誠｡*内藤湖南『支那史学史』

五 経勉志之腐

奮歯隷 :『欽定得ず奮開考』

『囲棒金番線胃』都留那覇:｢衆参尊の『胃官奮闘』原本甚こ基づき､繁を翻り関を補う｣｡

乗三省 ;『欽定滴洲源流 考』

1･:-:I,...･:- _.:I.:I:･,､ ∴:/ :三･:I;'∴･} :I:.-:._∴ ∴ ･- 工.:し.I::..ユ十･,･･二･1.' ~･-/.:∴ :-:

もうわ珍る満潮の勉を指した呼称｡

盛京 ;『御製盛威厳 』

酒の南京弘暦 (演)e顎爾泰 (等注)｡盛京は句酒が燕京 (北京)に遷都する繭の都｡

現在の遼寧省洛陽帝｡

黒龍江 :『龍沙紀略 』

酒の方式済｡黒龍江をこ流されていた父の方澄曙を訪ねた際の兇間者こよって歯紙を考察

:､--h吉

富稀 :『寧酋塔紀略』

酒の呉撮臣｡

江蘇 :『中呉紀聞』

栄の襲明之｡

『四庫全書総目』雑記:｢呉中の故老の嘉言｡菟行､およびその風土◎人文を採録する｣｡
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安徽 :『院省志略』

酒の朱書錦｡

山西 :『啓開』

唐の柳宗元｡

山東 :『山左筆談』

明の黄浮輝 ｡

『四庫全書聴 冒』雑記 :｢引用が無秩序で､しっか りした構成に開ける｡･｡-･ひょっと

したら供託かも知れない｣｡

河南 :『東京夢筆録』

末の孟元老｡

『四庫全書綬目』雑記 :｢汚京の繁栄を追憶する｣｡ *東洋文庫

駅西 :『薙録』

栄の程大呂｡｢職官｣ ｢軍制｣等の項もあり｡『四庫全書総目』では蓄積之腐｡

骨粛 :『敦燈碓紗』

酒の常鈎｡

新注 ;『夢梁録』

栗の呉自牧｡

『四庫全書綬目』雑記 :｢『東京夢華録』の鷹例に全面的に依揺する｣｡ *東洋文庫
江 南 :『江南輿地園説』

明の超乗忠｡

湖北 :『渚 営 奮 事 』

唐の余知歯｡

『四庫全書緒掃』雅史類:r上は驚熊から下は唐代まで､記事はすべて荊楚の事である｣｡

湖 南 ;『岳 陽風 丑 記 』

栄の泊致明｡

『四庫全書給田』雑記 :｢宋人の厳丑に関する書の率では､よくできたものである｣｡

紺 銅昏…『茅 亭 客 話 』

栗の 黄 体 複｡

『鋼 棒 全 書 綬 因 』予部鰯説家類 :｢その鬼関を雑然 と記録し､--すべて萄碍逸 事 で あ

る｣｡

磁 建 …『問 顔 紀 』

了::A:.二･:-:･: A. ::~'TL:-:･十.;~∴;:二･:こ:守:(工:_I .+:I-･豆,I:::: 工､: ･･_･∴二:I:､::I.∴--

∴ ､

廉 廉 ;『嶺 表 縁 興 』

唐の劉陶｡

『囲藤堂書紀指』雑記 :｢劉陶の原本はすでに凝ら宅失われている｣｡

腐 肉 ;『赤 雅 』

明の藤露｡

『囲棒金書経招』外記:｢覆成太の 『桂海虞衡志』患こ劣るものではない｣｡

雲繭 冨『蟹書』

唐の契蹄｡

『鋼棒全書総冒』戟記類 :｢宋代では三の書を非常に重んじたが､明子琶陽降､簡わらな

くなった｣｡

費 用 ;『齢 志 』
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明の王士性｡齢は費州のこと｡

『四庫全書穂目』遊記:｢瀞記の中の-篇を､本屋が抜き出して､別にこの名をつけた｣｡

雪景 :『演齢紀遊』

酒の陳鼎｡

『四庫全書館員』遊記 :｢叙述には趣があるが､時に都語が出てくるのを免れない｣｡

新盤 :『喰密国王記』

明の馬文升｡

青海 :『青海考略』
酒の饗柴｡

西康 :『西康建省記』

酒の樽撃峰｡西康は 且928年､四川省の西､青海省の南に設置されていた省｡1955年

且0月に顧止｡

西痛 :『瀞歴西戚紀』

英国の李提摩太 (テイモシー ｡リチャー ド)0

蒙酋 :『家畜五十一旗致』
酒の暫召商｡

六 洩防之腐

『北連騰封』

栄の程大呂 ｡

『四庫全書 姥目』適防 :｢史侍の曹文を拾い集めたもので､考訂はしていない｣.

庖 外紀之腐

田本 :『田本困志』

酒の爵適意｡

琉球 :『単組【昔博宿縁 』

酒の徐夜光｡*原料爵雄評注 『中山鱒宿縁』

朝鮮 :『窒和 事僚 高麗 園経 』

栄の徐親｡28㌢胃に分かつ｡

安繭 :『安 繭志寮』

ヴェトナム｡兎の紫朗｡『四庫全書線招』では哉記類｡

緬噸 :『緬萄囲説』

ビルマ｡酒の呉巽韻｡

適確 ;『遅寝近事末議』

シャム｡酒の王錫蔭｡

尼泊爾不将:『廓爾噂不摺禽考』

ネパール｡ブ-タン｡清の饗柴｡廓爾喝はグルカ (Gu洩ha)で､地名あるいは部族名｡

この部族がネパ-ル全土を支配すると､王国の正式名科となる｡

印度 :『五印度諭』

インド｡酒の徐擬宙｡『瀧環志峯』(外紀之腐 ｡線志)の著者｡

輿巌 :『輿巌風土記』

カンボジア｡元の周達観｡

南海 :『南洋事宜論』
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酒の藍鼎元｡

西域 :『亜刺胞沿革考』

酒の李光延｡

柏米爾 :『鴨米爾固説』

パ ミール｡清の許景澄｡

俄羅斯 :『俄羅斯形勢考』

ロシア｡清の何秋涼｡遮防之魔に『北徴発編』(威豊帝に『朔方備乗』という名を賜る)0

欧洲 :『英吉利か記』

清の親源｡『海国囲志』の著者｡

阿非利加 :『黒蟹風土記』

アフリカ｡英国の立温斯敦 (リヴインダストン)｡

美洲 :『酋巴雑記』

アメリカ｡清の欝乾初｡苗巴はキューバ｡

襖大利亜洲 :『演大利亜可自強説』

オーストラリア｡酒の静編成｡『出使英法義比四囲日記』の著者.

紀志 :『大層西域記』

唐の鐸玄笑奉敷 (謬)｡唐の鐸癖機 (撰).*東洋文庫｡西域行記データベース (漢字

情報研究センタ-)0

叢刻 :『荒外奇書』

酒の馬俊良｡

jも 水道水利之腐 (鄭軌 長江､潅水を別扱い)

緒志 :『水経注』

後魂の鄭道元｡

『四庫全書絶目』河渠 :｢明以東､絶えて善本無し｣.

『水経注』の校勘に最も大きな役割を果たしたのは､楊守敬と熊脅虚｡

河水 :『欽定河源記峯』

乾隆四十七年の敷撰｡侍衛の弼爾達に命じて黄河の源を探索させる｡

注水 :『長江囲説 』

酒の馬徴麟 (等)0

湛水 :『複涯政道囲説』

酒の丁轟｡

奮直隷 :『歯隷河渠志』

酒の陳儀｡

『四庫全書鍵田』河渠 :｢水利の諸事に鴇わり､あらゆる水性や地形をきちんと所えて

いた｣｡

江蘇 :『江蘇水利図説』

清の李慶雷｡

安徽 :『宛陵二審評』

明の滴之髄｡

山西 :『山西省各解渠道義』

開名｡

山東 :『山東運河備覚』

清の降嫁｡
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河南 :『意済歌輯説』

酒の王儒行｡

駅西 :『開中水道記』

酒の孫鳩翼｡

骨粛 :『甘粛諸水編』

酒の暫召南｡

新注 :『南新水利詳考』

開名｡

江南 :『江西水道考』

開名｡

繭湖 :『洞庭湖志』

酒の黄樫基 (原本)｡清の沈廷瑛 (絶筆)｡酒の愛大観 (補輯)｡酒の陶瀞 (督修)｡酒

の商年淳 (再訂)0

四川:『萄水致』
酒の陳豊能｡

福建 :『開江諸水編』

清の欝召南｡

繭贋 :『尊江諸水編』

酒の暫召南｡

緬演 :『雪 面 水 道 考』

酒の李誠｡緬演はビルマと雪面｡

西経 ;『西域水道記 』

酒の徐松｡『豊科記考』(政書類科撃学校之腐)の著者｡

満蒙 ;『蒙宙水遺略』

酒の襲園珍｡

兼敏 :『俄羅斯水道記 』

酒の陶枕滴｡ -外紀之魔 ¢俄躍斯

外観 :『田本河渠志 』

清の博霊能｡

海道 :『海道経 』

明開名｡

『四庫全書鍵 田』河 渠 ;｢海 運 遺 里 の 数 を記 す｡棚 ｡滴 師で海 事 を習 った者が記録した

のであろう｣｡

山脈 ;『統骨詔 勅 考 』

酒の戴祖啓｡

九 考酋遭腐

緒志 ;『歴代帝丑宅京記 』

酒の顧炎武｡

『四庫全書賠冒』都督郡騎 :｢記録され竃いるのはすべて歴代建都の制度である｣｡

曹 癒隷 :『京褒考歯録 』

酒の顧炎武｡

『四庫全書穂冒』碓記 :｢その文はいずれも顧炎武が著した 『冒細線』と『昌平山水 記 』

に見える｣｡

50



東三省 :『東三省輿地図説』
清の曹延禿｡

江蘇 :『六朝事迩編類』

栄の張敦頓｡六朝史および南京地方史の豊富な史料を載せる｡『四庫全書総冒』では碓

記｡

山西 :『山西各騎名勝酋蹟青物調査表』

近人の重埼昌 (等)0

山東 :『河朔訪古記』

元の遭賢｡

『四庫全書綴目』遊記 :｢金石の遺文について非常に詳しく言及しており､いずれも考

叢の補助とするに足る｣｡

河南 :『元河南志』
元の開名 (拷)｡酒の徐松 (輯)｡

駅西 :『閲単勝蹟園志』

清の撃玩｡

『四庫全書絶冒』酋蹟 :｢那覇を経とし､地理 ｡名山 ｡大川◎酋蹄の四つの子目を韓と

する｣｡

新注 :『繭宋宙蹟致』

酒の朱影｡

通 徹 :『商用園経』

唐開名｡『敦燈石室遺書』に収める｡

サ 名勝 之腐 (田に ｢未詳｣あり)

総意 :『遊名 山記 』

明の都移｡

奮感隷 ;『盤 山志 』

酒の蒋滞 (等奉敢)0

『四庫全書鍵田』山川 :｢盤山は新郷城の北二十五里にある｣｡

江蘇 ;『茅 蹴志 』

元の劉大彬｡

∴'･∵~･･糟.､. ∴ ･:::I.､∴T:･･_･一工 .-く~∴:､∴･∴､∴∴:十 ･:.;/;'.1--:-:-:;I/: ･:.二 一

':･:･ ∴ .∴ :::室

元開名｡

山繭 ;『清涼 山志 』

明の鐸損澄L,

蹴嚢 三『泰 山紀勝 』

酒の乳爵竃｡

･::::,･-∴∴:二･ I/:一､､ :､,: T.:--:･･/::I-I..I ∫.I::･:.∴1∴.:･.∴∴ ‥p::'二 '∴∴､

する｣｡

河南 ;『説 嵩 』

酒の景田珍｡

『四庫全書鍵田』摘_首相 :｢曹文をとりまとめて作ったに過ぎない｣｡

:.I:･,･ -1･-'1..1.･::/■∴ :-､

金の王威-.
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『四庫全書姥目』道家類 :｢華山の神仙の故事を載せており･--地方志の政党的な髄例

ではない｣｡

骨粛 :『首陽山記』

清の蒋薫｡

新注 :『酉湖遊覚志』

明の田汝威｡

『四庫全書線目』山川:｢名勝にちなんで事蹟を附し､大小すべて漏れなくカバーする｣｡

江西 :『鷹山記』

宋の陳舜愈｡

『四庫全書絶冒』山川:｢北栄の地方志で世に樽わるものはほとんど無い｡この書の考

叢は精確である｣｡

湖北 :『遊赤壁記』

酒の郡長衡｡

湖南 :『繭練/離縁』

唐の李沖昭｡

『四庫全書総目』山川:｢唐代の名山洞府に関する書は--現在残っていないが､これ

のみ曹本 (高いテクスト)で流博している｣｡

四川:『国中名勝記』

明の曹撃俊｡

『四庫全書絶目』蛙E用 :｢喝の掌紋を談ずる者は､『全軍牽文志』とこの書を取材の源

とした｣｡

福建 :『武東山志』

酒の董天工｡

贋 東 :『羅浮志』

明の陳樋｡

虜西 :『桂勝』

明の菓鳴鳳｡

『四庫全書緒揖』山川:｢資料の調査収集は非常に詳細であり､また事項ごとに考叢を

附し､数多く訂正を加えている｣.

雷 雨 :『雲南山用志』

明の楊懐｡

費用 :『景陽山泉志』

明の慣蒙｡

新密 :『浮海記』

酒の洪亮書 ｡

満洲 :『封長由山記』

酒の方象撰 ｡

『四爆全書絶欝』雑史類 :｢廃幣十六年--長房山に派遣された時の事を記す｣.

未 詳 :『遊櫨山記』

清の羅有高｡

田本 :『遠目兼山記』

清の牽庶昌｡『酋逸叢書』の編者 (叢書部景防類)0

朝鮮 :『東観名勝記』

朝鮮の金敬淵｡
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西洋 :『白雷登避暑記』

酒の静寂成｡白雷登は英国のプライ トン｡ 卜乗敦の三字を雷てる場合もある｡翠庶昌

『卜乗数記』｡

千-一 宮 殿学校 詞墓 守観 名 園之腐 (目は建物の種類による区分)

営苑 ;『三輔黄園』

漢開名｡原書 (漢末から三国魂)と今本 (申唐以後)｡

陵寂 :『繭宋六陵追撃』

酒の商斯同｡

横合 :『由鹿書院志』

酒の毛穂埼｡四庫全書総冒』では酋蹄｡*朱蓄 『白魔書院教規』(子部儒家類家訓勧 学

郷約之腐)｡

図第 :『洛陽名園記』

栄の李格非 (李酒照の父)｡四庫全書鍵田』では蓄積｡全部で十九か所｡

詞墓 :『岳廟義時』
酒の漏培｡岳廟は岳飛の廟｡

発 音 :『洛陽伽藍記』

後魂の楊街之｡『四庫全書鍵田』では宙績｡*東洋文庫

遺 観 :『金陵玄観志』
明開名｡

名 園 :『勺囲図録考』

近大の洪業｡

薄 :『文澗闘志』
酒の孫樹鰻 ｡孫唆｡

十二 瀞 記 紀程 路程総 記 之腐 (目は時代による区分)

南北朝 :『西征 記 』

晋の戴群｡

唐 :『東商録』

宰撃L:.行

来 :『太萄記』

経済｡

『四庫全書総冒』鱒記類 :｢勉の入間の旅行記が--墳末な記載に終始するのとは比べ

ものにならない｣｡ *東洋文庫

金 :『遼東行部志』

王寂｡作者が提鮎遼東銘刑獄だった時､各地を巡察して得た見開を記す｡銅棒未収｡

兎 :『大理行記』

郭松隼｡

明 言『徐霞客遊記』

明の徐宏祖｡顧客はその鶴｡『徐霞客旅行銘繰考察樹集』(申園地樹出版社､199且年)

はその足跡を地園に示す｡

酒 :『聖祖五事江南黄緑』

開名.聖祖康照帝の第五次繭巡 (康照44年)の記録｡
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叢紗 :『瀞志頼編』

元の陶宗儀｡ 『南村輯桝録』の著者､『説覇 』の編者｡

樹録 :『西行項線』

徳国の福克｡

域外遊記 :『悌囲記』

膏の搾法森｡ *東洋文庫に 『法森樽』

『四庫全書総目』外記 :｢義樵年間に長安から天竺へ旅行し､三十線因を経て還る｣.

路程 :『贋東省各騨里数』

清閑名｡

十三 土讃習俗之腐 (目は土讃｡習俗)

丑諺 :『越諺』

清の覆車｡

習俗 :『荊楚歳時記』

梁の宗懐 ｡ 『四庫全書緒目』では雑記｡*東洋文庫

十四 目録叢刻之腐

揖録 :『中国地方志綜録』

近大の朱士嘉｡

叢刻 :『廊有意粛輿地叢紗』

清の重錫頑｡

第 甘 二 職 蘭 類 (魔は二｡鴇は時代による区別

官制 之腐 智東 の職 制を記 した雷を収めるo

官蔵 之腐 留意 の心得 を記 』た書を収める○

､二㌦…巨∴′･.i:t･

漢 ;『漢 常 曹儀 』

衛宏｡『四庫全書』では政畜類興産｡

後漢時代に表された漢代の官制や儀 式 に関する著鰐の姥禽したもの患こ『漢嘗六穫』が

あり､開名 『漢嘗』､重隆 『漢嘗解 話 』､ 衛宏 『漢曹儀』､磨勘 『漢常儀』､察質 『漢嘗

典職儀式選欄』､呉の丁字 『漢儀』 を 禽 む ｡諸本を校訂 し ｢職嘗索引｣を紺』等､且990

年に中華畜燭より出版｡

曹 :『曹公卿薦秩』

鱒時｡『密書』本俸に 『曹諸公 赦 讃 』 『公 卿 故事』の著作ありと記す｡

唐 ;『太唐 六興』

玄宗李隆盛 (撰)◎李林甫 (等 容 敷 注 )0

『綱健全番線冒』:｢三師 〇三 公 ◎三 省 ◎丸等 ◎瓦監 ◎十二衛について､その職司常駐

を列ぬ､その品殊を赦す｣｡

宋 :『麟 毒 政事 』

寝殿｡

『四庫 全 書総冒』:｢来観の 事を数多 く記し､輿車文物について､燦然として明らかで

ある｣｡
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元 :『秘書志』
王士鮎 ･商企翁｡

『四庫全書総冒』:｢至元年間以後の建置 ｡遷除 ｡典章 ｡故事について記載しないもの

はない｣｡

明 :『士官底簿』

閲名.士官-圭司 (元代以降､中国の西部および西南部に置かれた官で､各地の少数

民族の首長を起用し､賓態に即した統治を行わせた)0

『四庫全書絶冒』:｢明の正徳以前の諸士司の官爵世系承襲削除について詳しく載せる｣｡

清 :『大酒糖紳全書』
酒代の官員録｡

民国 :『税務魔一驚統計表』

適致 :『欽定歴代職官嚢 』

乾隆四十五年の敷撰｡

『四庫全書鍵田』:｢細田の区分はすべて現行の制度に準じ､長官 ◎次官 ◎属僚を列撃

する｣｡

二 宮儀 之腐

漢 :『揚雄十二相磯』
揚雄｡

宋 ;『州斬捉綱
.'J:弓':､
『四庫全書鍵田』:｢不正を防止する方途について､鋭い指摘がなされている｣｡

元 :『三尊忠告』
重義浩｡牧民忠告⑳風意思菖 ◎廟堂忠告｡

『囲輝全署緒招』:｢その言葉はすべて賓際に即し筋道が適っている｣｡

明 …『吸鑑』
揚翌｡
『四庫全書練絹』予部薙家類:｢経史百家の言のうち政治に関わるものを収集』竃一書

とずる｣｡

一∴ ■∴･･∴..

:I-..､･ ∴ ･･･tl三■二 ∴ .∴ .'･'､∴ ■喜.･'1.I.I.こ ､'.:'~~..:--∴;-I:二':≡.'′∴ ∴ 一一

叢刻 ;『橿海指南』

･､･∴ ‥‥･-∴∴.,:-:I/.::二､ ~･:.;∴∴･ -:､･-J∴ 言‥-I､∴ _､

･∴∴ ~...主 上

∴●●∴ 二~ 一一1.L･∴ ~1･∴-:･,.I:. ･:L∴十二 ･∴:.:

-. '､.･㍉=. :,･:.一● ..I. ･･: ･′.:≡.

′･ .∴ ∴ ･二一 _･∵ ･ -_､ ･

歴閑適制選腐. 毒曙歴碍通史を収める○

㍉∴+∴+∴ 制度碍断鰻史を収める ○

∴ ､l∴､十十 朝廷の儀式暴言関する雷 を 収 め る o

∵.㍉+∵ 薦碍通史を収める○
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邦計之腐 経済制度 ◎行政に関する書を収める○

軍政之腐 軍事制度 ○行政に関する書を収める○

*兵法や軍事技術に関する書は予部兵家類に収めるo

法令之腐 司法制度 ◎行政に関する書を収める○

*法思想に関する書は子部法家類に収める○

考工之腐 技術制度 ○行政に関する書を収める○

科単車捺上底 教育制度 ◎行政に関する書を収める○

交渉之腐 外交制度 ◎行政に関する書を収める○

掌故雑記之腐 制度 ○行政に関する墳事を記した書を収める○

確論之腐 制度に関する雑多な議論を展開した書を収めるo

- 歴ず電通制之腐

『適輿』

唐の杜佑｡食貸 ｡選撃｡職官｡産｡繁8兵刑｡州都｡適防｡

二 各代 曹制 之腐 (目は時代による区分)

三代 :『三代 正朔適考』

酒の撰述｡

周 秦 :『庖 囲敦 』

酒の董説 (董若繭､『商 瀞 補 』 の 著 者 ). 謬文遠に 『庖困考訂補』(L海霧籍出版社､且987
年｡魯序は 且984年)あ り ｡

漠 :『西漢 禽要 』

栄の徐天鱗｡

『四庫全書総揖』:｢『唐愈要 』 の 慣 例 に 倣 い ､『漢書』に載せる制度輿車を取 り吏げる｣｡

三 園 ;『三 国脅要 』

酒の楊磨｡且99且隼忠海歯籍出版 社 版 は鏡儀雷の稿本を整理したもの｡

唐義絶 :『唐昏要』

栗の王滞｡
『囲塵金番線冒』:｢腐骨篭に饗遷 ◎増減した制度に関して詳細を極める｣o

宋 :『建炎観衆朝野碓記』

李心鱒｡
『四庫全書緒巨』:｢髄例は脅要と同じであり､『建炎以来繋年要録』と相互補完的な関

係にある｣｡

兎 :『大元聖教困朝輿章』

開名｡元代法制史料として最も慣値が高い｡

明 ;『大明脅興』

禽輿は基本的な法律を総合したもの｡

酒 :『欽定戸部則例』

則例は絶食法典を補訂した法律で､各官庁が関係分をまとめる｡

民国 :『現行中拳法窺大全』

外囲 :『新評冒本法窺 』
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清の劉崇傑 (等)｡

叢録 :『漢唐事等 』

元の朱樽｡漢 (『漢書』『後漢書』)と唐 (『新暦書』)の食貸 ｡職宮 ｡薦饗 ｡兵刑につい

て考察｡

『四塵未収書目提要』:｢賓是の撃であり､蕪蔓の軒は無い｣.

三 高今興産 之腐 (目は時代による区分)

漢 ;『漠薦器制度』
叔孫通｡

曹 :『決疑要注』
撃虞｡*叢書部一入所箸書類 『撃太常遺書』参照｡

梁 :『繋社大義』

武帝粛宿｡

唐 :『大唐開元穫』
粛嵩 (響)0

『四庫全書総目』:｢済欝の 『唐書』薦志はいずれもこの書に材料を求めているが､現

存するのはわずかに骨の三四である｣｡

宋 :『太常困革薦』
蘇陽簡 (守)0

遼 ;『遼帝后束縛文鋒』
清の躍振玉｡

金 :『大金集穫 』

菓埠 (等)｡

『四庫全書緒冒』:｢『金史』の諸志をチェックしてみると､その源はすべてこれに著し

ており､しかも志の文章は引用の任労に疎漏がある｣0

明 ;『明営史』

劉若愚｡

『囲棒金書紀揖』:｢常時の営殿 ◎榛嚢 中服食 ◎宴 楽 お よ び 寓 閲 の諸雑事を叙述する｣｡

酒 ;『寧魯盛典 』

乱流祈 (響)0

『綱摩全書聴目』:｢廃幣二十三年､聖観 仁 皇 帝 は-･･･療利 こ孔廟を絶った｣｡

既済:『中華民困適穫草案』

通制 :『歴代陵審備考』
酒の乗孔陽｡

囲 通 産 之腐

『表産道考』
酒の徐乾撃｡

『四庫全書鍵田』軽部産額儀醍附録 :｢喪産を扱う酋今の書物の中で､これが最も完備

している｣｡

五 経薦 之腐 (目は時代による区分)

漢 :『鄭氏殖産』
鄭玄｡
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三国 :『問僧俗』

魂の董勘｡

膏 :『葬穫』

賀楯｡

南北朝 :『覆論』

劉栄の何承天｡

唐 :『婚碓儀注』
段成式｡『酉陽雑観』の著者 (東洋文庫)｡

宋 :『文公家薦 』

朱嘉｡『四庫全書絶目』では軽部絶類雑機番｡撃が国典に関わるもの-政書類､私家の

儀注-雑感書｡

元 :『義門鄭民家儀』

鄭泳｡

『四庫全書線目』軽部 薦類雑穫書:｢司馬氏の 『書儀』e朱子の 『家産』に基づき､そ

れらを損益する｣｡

明 :『畏成因穫翼』

呂坤｡『四庫全書縫目』では軽部絶類雑機雷｡冠薦翼 ･婚産翼 ◎喪薦翼 ｡祭薦翼｡

酒 :『殿覆徴文』

王国経｡｢愚人以冒盛名之所由乗｣など甲骨文による考叢｡

叢刻 :『葬 書 』

酒の開名｡葬書 ｡岡棒線 ◎萄山葬書 ｡喪葬韓説 ｡慣終稼要O

六 邦計 之腐 (目は内容による区分)

賦税 :『観簿』

繍税 :『竪海関志』

清閑名｡

俸鯛 ;『度支部軍鯛司秦 案 嚢編 』

蒐緒三十四年官撰.

歳計 ;『蒐緒会計轟』

酒の李希望｡

礎量 ;『中西度量榛衡嚢』

清閑名｡

愈廃 ;『太東倉庫記』

元の超陛延 (等)0

漕遅 ;『大元海運 記』

元の天暦中の官撰｡

鰻法 ;『囲朝紗 幣因縁』

酒の躍振玉｡

墜法 ;『綱川旗法志』

酒の躍文彬 (響)｡

荒政 ;『救荒活 民雷』

栗の董僧｡

『開棒金書紀胃』:r宋志の関を補うに足り､｡--高書の中で賓欄に樽するもの等ある｣｡
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梶 野 :『杭州治火議』

清の毛奇齢｡

馳 養 :『字 意 全 書 』

酒の影元瑞｡

碓 議 :『富国策』

英国の法恩徳 (演)8滴の江鳳藻 (罪)0

庖 軍 政 之 腐 (目は内容による区分)

兵 制 :『欽 定 八 旗 適 意 』

嘉慶中の官撰｡

簡 閲 :『乾 淳 御 教 記 』

栄の周密｡

馬政 :『大元馬政記』

元の超階建 (等).

江 防 :『江防緒論』

酒の妾嘉英｡

海 防 :『願倭記』

明の卜大岡｡
『四庫全書姥招』予部兵家類 :｢福建で投入となっていた時に､倭議を防ぐ筆を研究し

て著した書である｣O

過 酸 :『建珊女療考』

明の天都山臣｡

零 敗 :『兵部公憤』

酒の叢書鵠｡

･ I::,:.∫_:7_:,∵二･Jr･二隼∴-/:.‥.‥∴丁･･j

律 撃 ;『腐樺疏議 』

唐の長孫無意 (響)｡『永徴律疏』(寮は李林繭等 『開兎律疏』)｡律撃は法文解縛｡

･:/ -･:十 三/I:I:i

酒の祝慶藤｡秀明案は判決令｡

判 膳 …『龍 筋 魔髄 判 』

唐の張驚｡判蘭は判決文集｡

t :'･. ･,･.I: : '.:: :･~:~･ ∴ ∴一一･一､＼ ､･･･∴:∫.､･:∴.～. . :I､‥､∫

､･､‥･.･/･､､:-∴~_-:.～

畢 獄 冨『明済 弼 教 練 』

酒の重視源｡平獄は裁判行政｡

..:A, ::･∴-.∴∴ ∴･::･･L-､二

乗の宋意｡検験は検死.
t･.● ~､一 .: ･.∴∴ ∴ ::I:I.…･I.L ･..:∴∴､∴..･∴･ ,･.･ ､:

~. ∴. _.･･･__∴∴...∴

'.::'-･∴ J':㍉...I:二
乗の李誠｡密造は営繕｡
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『四庫全書絶目』:｢その書の言うところは費事 (技術)に止まるが､能 く経博を考蓋

し､衆説を参照している｣｡

河工 :『河防通議』

元の沙蒐什｡河工は黄河の治水｡

『四庫全書総目』地理類河渠 :｢黄河治水の法を呉健的に諭ず｣｡

水政 :『呉中水利書』

栄の撃鍔｡水政は一般の治水｡

『四庫全書緒目』地理類河渠 :｢濁りか舟に乗って蘇州 ｡常州 ｡湖州の間を往来した｣｡

海聴 :『海塘録』

酒の否均廉.海槍は防波堤 ｡航海術｡

『四庫全書絶目』地理類河渠 :｢考訂祈叢はよく行き届いている｣｡

器用 :『欽定賢珍版複式』

酒の金簡｡器用は製作｡活字印刷の工程を示した書｡ *金子和正 『中国活字版印刷法

-武英殿賢珍版複式-』

『四庫全書総目』:｢園は 16､説は且9で､いずれも賓地の試験を経たものである｣｡

軍兜 :『陸軍 兵工 廠 説 明書』

軍火は兵器製造｡

執政 ;『京漠祷路窺章桑蟹』

執政は繊遣｡

辛 科撃学校 之腐 (目は時代による区分｡科撃の掌紋 ◎撃政についても田を立てる)

*寓輪帯産『科撃史』(東洋文庫)

唐 ;『腐放言』
::/;I:::I:I._
『四庫全書総冒』 乎 部 小 説 家 類 :｢腐一首竃の東撃の制度について特に詳しく､正史の志

が言及しない もが 多 も3｣｡

宋兎 ;『紹 興せjも年 間 隼 13も録 』

『四庫全書鍵田』樽記 類 :｢栗の王佐の緒の進士題名縁である｡--この蹄は栄子の名

を五甲の第九十に載せる｣｡

明 :『科場鰭 質 』

陸深｡

『四庫全書聴冒』:｢洪武から義満までの科撃の賓施方法を記し､その間の撃適者こつい

て詳しく列撃する｣｡

酒 :『酒秘述 開』

法式善｡郷試 ◎薗誠などの試験官や出題内容､首席合格者などを年次別に掲載｡郷禽

考官類 ◎撃政類 ｡岡考官類｡『績』 『再鱒』あり｡

適制 :『登科記考』

酒の徐松｡『文献通考』に載せる ｢唐登科記｣ を基礎に諸資料を第韓｡

掌故 :『挽 慮哉筆』

法式善｡『酒秘述間』とともに ｢科名散賓二書｣と呼ばれる｡

撃政 :『廟撃興薦』

元開名｡官庁が頒布した儒学に関する公文書｡

『四庫全書総冒』:｢『元史』と相互に参照するに足る｣｡
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十 一 交 渉 之腐 (目は時代による区分｡但 し明酒のみ｡)

明 :『福建蒋舶提琴司志』

明の高岐｡

酒 :『各閣僚的』

清閑名｡

分界 :『中俄交界記』

酒の王錫種｡

外囲 :『華夷評語』

明の火源潔｡中国語 と蒙古語の封評｡同名巽書が複数あり｡

十 二 掌 故 雑 記 之腐 (目は時代による区分)

漢 :『濁断』

察鎧｡

『四庫全書総揖』子部韓家類 :｢いささか混乱もあるが､もとよりその本旨を損なうも

のではなく､考叢家の淵薮を究めている｣｡

三 園 :『帝王要略』

呉の環済｡『三国志』 に樽無し｡

蘭 :『大 司馬 寮属 名 』

既済｡『曹書』文苑 博｡

宋 :『石林 燕語 』

葉夢得｡

『開擁壁書籍目』予 部薙家類 :｢奮闘を第述し､いずれも常時の掌故に関わ りがある｡

官制 ⑳科絹 (科挙 ) について､ とりわけ詳細をこ記述 し竃おり､いささか史樽の関を補

うに足る｡宋敏求の 『春明退朝録』､徐度の 『却締編』と表裏の関係にある｣｡

兎 ;『玉堂素 話 』

重輝｡

『鋼棒全書聴冒』子部薙家類 :｢常時の制語について特に詳しく記載 しており､一朝の

制度を窺うに足る｣｡

明 :『今 言 』

鄭暁｡洪武から嘉靖までの政治 ｡制度 ◎軍事 や財政などに関する記録｡『鋼棒全 書 練 絹 』

では薙史類｡

酒 :『邸 滑 紀 聞 』

陳腐蔭｡文苑士林 ｡橿海官場 血輿章制度 ｡社薗情況に関する記述｡

十三 確論之腐

『豊朝霞陛文編』
清の賀長齢.経世諭を事項別に編纂した書｡後に別人の手になる 『磨編』『新編』など

あり｡

十四 叢刻之腐

『敏巣賓庖穫』
清の許乃糾｡
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第十紺 苫 田 類 (属は八｡目は属によって異なる)

公庫箸録之腐 公共機関の蔵書目録を収めるo

家蔵知見之腐 個人の蔵書招録を収める○

園地箸録之腐 地方ごとの著述目録を収める○

書景之腐 景刻 ◎景印によって善本の版式を掲載した書を収める○

勧学之腐 表書指南書を収める○

掌故墳記之腐 目録撃に関する雑事を記した書を収める○

桑紗之腐 著述ないし出版掃録を収める○

- 公･庫箸録之腐 (巨は時代による区分)

漢 :『別録』

劉向｡

宋 :『崇文緒揖』

重責臣 (等容敷)0

『四庫全書線目』:｢原本は各健の下に論説を備えていた｣｡

兎 :『元西湖 書 院東整書 揖』

胡師安 (等)0

明 :『文淵 園書 目 』

楊士奇 (響)｡ 『予字文』による排列｡

酒 :『欽定四庫全書給田』

乾隆四十お年の敢撰.

近代 ;『諸転京園書館善本書 因』

二 家蔵知魔道腐 (目は 時 代 に よ る 区分)

南北朝 ;『庖録序 田 』

梁の翫孝緒｡

宋 ;『昭穂先生鮮 粛 表 書 志 』

∴r_,_::p､ ∴･:::::,; :∴ :∴ :-:I,-̀- ~∴. ~:,I-::.‥･三 ' ､; 二 : t ∴ ･‥ ･● ･.

ぼかに陳振孫 『歯欝雷 録 解 題 』 が 著名｡

明 :『溶生壁蔵書 輯』

祁承煤｡｢庚申整讃略例｣碁こおもう竃愈類は ｢園｣｢益右 著録は ｢ 適 ｣ ｢ 亙 ｣ の 粛鍬 晋臨

んだと表明｡叢書の定義が明確｡

:l∴､一･二【~-∵∵二､;:∴

爵虞樺.

:-1工 '･.::I:/. ､ .:･∴ ニー∴いこ:･-A /て､.了●∴- -､ 一二･予 J

酒 中葉前期 ;『振蹄壁書 招』

注意｡以後､注汝硬-注霧-淫遠孫と引き擬がれる｡

ト:A∴圭::_∴ .-~‥:∴ ::I.-..:.'･l上 1

::i-,主･,:.･ /:一丁: ZJ.:.･.,. Ill:ミ∴:L王∴‥･,I . ∴さ.∫.I-･･く:.･･‥i::I:-:,工 ..､- 1･ :･､ ~L.:,I:-:. ､

引き艇がれる｡

酒季 :『即事知魔樽本書冒』
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莫友芝｡『戚園訂補即事知見侍本書目』(中華書局､1993年)

近人 :『頑固軍書題記』

博増潤｡且943年毎行排印､1989年俸寅年による整理鮎校東編｡

外囲 :『静義堂文庫観書記』
博増潤｡

叢刻 :『江刻書目三種』

江標｡

三 園飽 箸録 之腐 (目は地域による区分)

曹直隷 :『八旗重文編畠』

恩華｡

江蘇 :『常熟聾文意』

丁祖蔭｡

安徽 :『安徴通志聾文考』

安徴道志館｡

静粛 :『開右経籍考』

酒の耶潜｡

新注 :『杭州聾文意 』

酒の呉慶壊｡すなわち 『光緒杭州府志』審第百六至第百十五｡

江南 ;『鋼 棒 著 録 江 西 先 哲 遺 書 紗 目 』

務章叢 書 編 刻 局 ｡ 『浄 章 叢 書』 に収める｡

湖北 :『鍾祥 蓉文考 』

李樺｡鍾禅は湖北の嚇名｡

繭湖 ;『楚賓 目録』

酒の劉大鰐.

福 建 :『福建聾文意 』

陳宿.

外 囲 :『田本請書志 』

楊守敬｡

:･:_ ∴ ∴;1_∴二..

『中国版刻園録』

北京囲書館｡

_ '::-:.,I:〕.､∴/

『苫田笛問』

清の張之洞｡囲部分類を三即した讃畜指南の番｡叢書蔀を濁立させる｡覆希僚 『畜揖笛

問補正』｡

六 尊敬墳記 遭腐 (胃は内容による区分)

考鶴 ;『偽書追考 』

強心激｡緒論+経 ◎史 ｡予 ⑳集 B遺戒｡悌戒の輿慣例｡

版 式 ;『簡蘭 槍署 致 』
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清の王国経｡簡膳の形健を考叢｡鈴木虎雄評で 『牽文』に掲載｡

徴訪 :『徴刻唐宋秘本書目』

酒の黄虞稜 ｡周在渡｡未見の本のリスト｡

禁駿 :『禁書緒 目』

乾陸中の官撰｡

蔵書的 ;『治 生壁蔵書的 』

明の祁承燐｡讃書訓 ｡賢書訓 (砂袋)と蔵書訓略 (自著)0

博記 :『頗 書紀事詣』

清の葉昌職｡

確論 :『経籍脅迫』

明の胡鷹鱗｡目録撃概論に類する著述｡

磯記 :『書 林 情 話 』

葉穂輝｡ほかに酒の李文藻 『琉璃廠書騨記』などを収める｡

窓 車紗 之腐 (目は内容による区分)

一敗著書 ;『豪産鏡 民聾文意峯 』

酒の箆鮒曙｡一族の著述指録｡

一入著書 :『戴先登所著書敦 』

胡模安｡戴先生は戴磨｡

開秀 :『酒 問秀聾文略』

冒.;:..･=-I:'ミ

嘗刻 :『五代繭宋藍本考』

酒の重囲経｡

家刻 ;『明毛 氏汲歯間親書 輯録 』

陶潮｡

坊刻 ;『中国近代 歯籍 出版葛行 史料 叢刊 』

各地 ;『南新 歯膏覗本 考』

酒の重囲縛｡

叢書 :『中細叢書綜縁 』

閑名｡

引用番 田 :『歯讃 料綱種 』

酒の沈家本｡歯雷の中に引用された蝕の書名を列撃｡

代 田録 叢刻之腐

『中国歴代書 打線録 』

梁子滴｡

筋 骨 義 金 看 類 (魔は幸一｡田は属によって異なる)

* 『四庫全書線冒』では冒縁類第二に置かれる

第線考叢 之腐 姥活 的著録 を収 め る○

園地 箸録 之腐 所在地 ご との著録 を収 め るo
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費考文字之嵐 金石文の文字を字髄の繭から整理考察 した書を収め

る○

義例之腐 とくに石刻の慣例に関する書を収める○

*史評類に同じi義例之腐あり

鏡鑑泉幣雑器之腐 鏡鑑 砂嚢幣 (貨幣)_◎雑器に紺する書を収める○

義之腐 玉に関する書を収める○

萄之腐 陶器に関する書を収めるo

甲骨之腐 甲骨文字に関する書を収める○

静 観簡 膳 之腐 静観 ◎簡蘭碁こ関する書を収める○

一 第 録 考 叢 之 腐 (目は時代による区分)

六 朝 :『鼎録』

梁の虞嘉｡

『囲棒金番線目』乎部譜縁類 :｢長らく流鱒しているうちに､しばしば改寵され､その

輿鶴はすでに所じ難い｣｡

唐 ;『三代 鼎器録』

呉協｡『鼎録』の 『紺塵 全書緒因』に ｢呉の字は虞に近 く､協の字は嘉に近いので､鱒

霧の誤 りか｣というo

宋 :『隷鐸』

洪遺｡
『四庫全書鍵田』 欝 縁 類 金 石 :｢この書は隷書を考察するために作られたので､各篇は

すべてその文字 (隷 書 ) に よって書菊されている｣｡

元 ;『歯刻叢紗』

陶宗儀｡

『四庫全書絶胃』:｢金石家の遺漏を補うばか りでなく､歴史を讃み技塾を談するとい

う鮎でも禅益する所がある｣｡

明 ;『金種 琳 観 』

都穆｡

『囲擁壁番線冒』:｢酋碑においていずれ も原文を録し､剥落 して不完全なものにつも盲

管は､洪遇の 『発揮』によって補う｣｡

酒初 :『金 石 文 字 記 』

顧炎武｡

『鋼棒全書緒指』:｢賓際に見た漢以東の碑刻を集め､時代によって排列し､各健の下

に既を記す｣｡

酒 中葉 前期 ;『繭酒歯鑑』

『鋼棒全署鍵田』予部譜縁類:｢内府所蔵の歯も)鼎 ｡参 ｡尊 ｡車の魔について､器に従

って樹を播き､囲碁こちなんで解説を付す｣｡

酒 中葉後 期 :『金石革編』
玉東O金石撃の集大成というべき讃｡

清孝 :『歯籍拾遺』
孫論議｡原名は『商周金識拾遺』｡『鐘鼎葬器款識』『機雷磨鍾鼎款識』『鞠清閑金石鋒』

轟こ載せる各器の原文の校言す｡
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近大 :『囲朝金文著録表』

清の王国経｡関連する著作として 『宋代金文著録嚢 』 『宋代之金石学』がある｡

園地箸録之腐 (目は地域による区分)

総記 :『安手訪碑録』

酒の孫星宿 ｡邪潜｡

曹直隷 :『京畿金石考』

清の孫星宿｡

東三省 :『清洲金石志』

近大の躍宿願｡

江蘇 :『江蘇金石志』

開名｡

安徽 :『安徴金石略』

酒の超紹観｡

山西 :『山右石刻叢編』

酒の胡将之｡

山東 :『山左金石志』

酒の撃玩 ｡阪元｡

河南 :『芭洛 家 墓 遺 文 』

酒の羅振玉｡

駅西 :『開 中金石文字存逸考』

清の毛鳳枝｡

骨粛新褒 :『沙州文録』

清の蒋斧｡

新注 :『南新金石志』

酒の阪元｡

江 南 :『江西金石目』

酒の謬萎孫｡

湖北 :『鍾禅金石考 』

近大の李榛 ｡

湖南 ;『湘城訪酋録』

酒の陳運溶｡

四川:『萄碑記』

栄の王象之｡

福建 :『間 中金石志 』

酒の漏登府｡

贋嚢 :『尊東金看略』

酒の翁方綱｡

贋繭 :『卑西金看略』

酒の謝啓尾.

雲繭 ;『演 繭金石録』

酒の院福｡

家 畜 :『細林金石録』
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清の李文田｡

外囲 :『海東金石苑』

酒の劉富海｡ほかに陳其擁詳録 『填及 (エジプト)碑鐸 』 などを収める｡

三 尊鐸 之 腐 (目は内容による区分)

金 :『毛公鼎銘考搾』

清の王国推｡

石 :『看鼓文音符 』

明の楊憤｡楊懐は唐人の拓本を寮に入れて702字を得たと飼するが､すべて鶴託｡

綱 車考文 字之魔

『漢隷 字源 』

栗の婁機｡階書で鬼出しを立てて隷書を排列｡『鋼棒全書鍵田』では軽部小学類｡*拓

本文字デ-夕べ-ス (漢字情報研究センタ-)

義 義例 之魔

『金石例 』

兎の滴昂霜｡搾文の模範を示すことが指約で､金石を考訂するものではない｡『鋼棒壁

書線描』では集部詩文評類｡頗雷多数｡

茶 碗鑑魔 幣雑器之腐 (田は内容による区分)

鏡鑑 ;『歯鏡 囲録 』

酒の躍振玉｡

泉 幣 :『泉志 』

栄の洪違｡

『四庫全書嫁冒』予部譜縁類 :｢文字の記すべきもの､形象の措 iべきものは､すべて

載せる｣｡

刃観 ;『歯奪刀朝霧 』

梁の陶弘寮｡『輿詰』(予部道家類)の著者｡

『四庫全書練冒』予部譜縁類 :｢夏の静まから梁の武帝まで､帝王の刀剣にまつわる四

十の逸話を載せる｣｡

符牌 ;『歴代符牌 園録 』

酒の薙振玉｡

度 量衡 …『博陛 歯柁図録』

遺風の躍霧願｡*重囲椎に ｢記現存歴代尺度｣がある (『観望集杯』赦)

箔模 ;『歯器物範 囲録 』

酒の羅振宝｡箔樺は鋳型｡

地券 ;『地券徴存 』

酒の羅振宝｡地券は丑飽契約｡

.. 二･′/:二㌦

『霧玉 樹譜 』

栄の龍大淵 (等番数)｡
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『四庫全書韓日』子部譜縁類 :｢後人が宋代の官本に俄託したものに相違ない｣｡

)も 萄 之腐 (目は内容による区分)

執 :『新注鱒録』

酒の満堂府｡甑は墓穴を囲む煉瓦｡

瓦 曹 :『唐 風 橡 秦 漢 瓦雷文字 』

酒の躍振玉｡

明器 ;『酋 明器 囲録 』

酒の羅振玉.明器は副葬品｡

封泥 ;『封泥敦略 』

酒の呉式夢由陳弁頑｡封泥は文書を封印した泥 に印影のあるもの｡

緒 ;『繊雷蔵陶』

酒の劉顎｡繊雲はその親.ほかに甲骨之魔に 『織雷蔵 亀 』 ｡ ま た 集 部13､説類章図73､説之

厳に 『老残遊記』(東洋文庫)｡

鬼 甲骨遭魔

『駿虚書契考鐸』

酒の躍振玉｡

::I:･-辛;:::ij,f享∴:./:.:iL･t-･ミ

『層 建 漠簡鐸 文』

通人の努殊｡顔 『武威漢代撃簡』は欝家類

骨 一 拍録 叢刻 遊廓 (目は内容による匝労)

撃 縁 :『金 石撃 録 』

酒の李遇孫｡

因縁 ;『金 石苫 田』

通人の黄立献｡

叢刻 ;『留一度 金看叢書 』

近入の陳乃乾｡

三‡∵ ･,∴ 二丈二三韓 ::::I_･ミ ::Ll.亡.二.:lil1.､さ

『左 図説 詞 』

明の凌通知｡

『鋼棒全書鍵田』:｢『左博』『図譜』の字句を採って分類編集する｡･-｡｡採録したのは

もうずれも健かに一二語である｣｡

第 甘 鷹 巣 評 寒 (魔は三｡目は魔によって異なる)

義例 之腐 史書 の慣例や書法各三つ も為竃論 じた署 を収 め る○

議 論 之腐 歴史事賓轟三野する艶評を収め るo

考 訂 之腐 歴史革質碁こ関する考叢を収める○
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-一 義例之腐

『史適』

唐の劉知蔑｡

『四庫全書総冒』:｢内篇は史家の慣例を論じ､--外篇は史籍の源流を述べる｣｡

*西脇常記評注 『史適内篇』『史適外篇』

樹 :『讃史観謬』

滑の牛運震｡史書の文章に封する批評｡

二 議 論 之腐

『議連鑑 論 』

酒の重夫之｡正史の諭繁に比べると､西洋の史学における歴史解将に近づ く｡

三 考 訂 之腐 (年表 中元架を目として附す)

『考宿 縁 』

酒の撰述｡*内藤湖南 『支那史学史』｢清朝の史学◎酋史の研究｣

年表 ;『二幸 史朔 問責 』

陳垣｡

兎親 ;『歴代 紀元韻 琵』

酒の章撃誠｡『文史適義』 の 著 者 (義 例 之 腐 )｡ *内藤湖南｢軍学誠の史学｣
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j'''- 部

節- 諸子食刻類 諸学派の書の食刻本および総合的研究書を収める○

第二 儒家類 孔子畢孟子の教えに基づ く書を収める○

第三 兵家類 兵学に関する書を収める○

*軍事制度に関する書は史都政書類軍政之魔に収める○

第囲 法家類 法律刑罰重視の思想に基づく書を収める○

*司法制度に関する書は史都政書類法令之厳暑こ収める○

第五 農家類 農林水産業に関する書を収める○

第六 誉 哲学書を収める○

第庖 天文算法類 天文学牽数学に関する書を収めるo

芋上 術数類 露も適で雷凶を推測する術を述べた書を版める○

∵∴ 聾鯖瀬 書姦 ⑳晴好 ◎遊戯など碁こ関する書を収める○

第骨 霊圭 静狩習の類を立竃る碁こぼ規模が73もさも為学 派 の書､および各撃派の蓋

張 を折衷 』た書 を収 め るo

第骨- 書一十 各署 の記載 を一定 の基準 をこ従 って労類編集 した書 を収 め るo

* # = fjヽ説家類 史料 と 』竃 の宿 意性 に乏 しい逸 話 を記録 』た書 勺 お よび選 言 轟芸濃

るブ JS夕bS,ヨンを収 め る○

嵩 ∵ ∴ 吾 宣守 悌教 な ど外来 碍宗教 碁こ開す る書 を収 め るo

節 - 諸 費 禽 親 類 (属は-雛 ｡指は内容による紛 )

食刻 :『二甘二審 』

禽考 ;『諸子審 議 』

酒の愈堪｡

打線 :『予 略 』

栄の高殿孫｡諸家が見た各種の諸子の畜 38種を集め等､書名巻数を記し､論断を加え

る.依接した版本が苗ももの等､後の諸本の誤りを訂正するのに役立つ｡

第 二 儒 家 類 (魔は独 自は魔によっ等異なる)

議論経済 之腐 政 治雄 薗論 碍書 を収 め る○

ド:㍉主十王 哲学思想諭 (宋撃 ⑳道学 ) の書 を収 め る○

*理 は普遍 的 な道理 勺鰹 は鬼 済 轟芸お をずる寝 殿現れ○

考訂之腐 儒家 の立場 碁芸よる諸事 の賓叢 を行 った蓋 を収 め るo

一 議論経済 之腐 (唇は時代による区分.孔子家語のみ別扱い)

孔子家語 :『孔子 家語 』
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魂の王粛 (注)｡孔子とその弟子の言行録｡『漢書』重文志に著録するが､現在のテク

ス トは王感の学徒が鄭玄の学説に封抗するために増補再編集 したものとされる｡

蒐泰 :『萄 子 』

『四庫全書緒揖』:｢周の萄況は--萄卿ともいう｡漢人が孫卿というのは､窒帝の轟

が謝であるのを避けたことによる｣｡

漢 :『堕繊論』
檀寛｡ *東洋文庫

『四庫全書緒目』:｢論じているのはすべて金貨 (経済)の事だが､内容は先王につい

て述べ六経を引き合いに出しているので､諸史はいずれもこれを儒家に列ぬる｣｡

三 園 :『輿 論 』

魂の曹亙｡『階書』経籍志 ｢儒｣に 『輿論』五番と著録｡

哲 ;『博 子 』

博玄｡

隔 ;『文 中子 中説 』

重適｡

唐 ;『顔貌政 変 』

呉親｡太宗 (学際既)と撃臣との問答を記録｡『四庫全書鍵田』では史部雅史類｡

宋 ;『大学 街 義 』

輿徳秀｡君主の徳を養うことを彊的として 『大軍』の精神を説 く｡

兎 ;『治陛 亀鑑 』

■∴ ∴

- :･.一∴ '

慮溶｡輿鰭秀の疎漏を補う｡

酒 ;『関東絡 訪 録 』

黄蒙童｡*褒洋文庫

~ ､∴こ ∴ ･~･･一 二. ､.'･∴ ､ ･̀..･.

宋 ;『栄季 語類 』

∴~_:､_･:一･∴∴:､.≡:∴ ' ･･､:;ti.I.一二.:.･･･三.∴ :I:･: :.: ~こ . ､ ■ .:: L.:.:- _ ､∴ 二

兎 冨『窺慶銘 江 藤書 院講 義』

'こ:h::I.:

明 冨『博 習縁 』

五守仁｡*岩波文庫｡島田頗次 『朱子学 と陽明学』(岩波新書)0

酒禰 :『明儒学 案 』

.†㍉工■ニ ∴ ~'･‥･∴∴.､･:I･:･{:ti .: ′､:I..:I.:;.- /'-.,ご･ ､::I.:･:-.I-I.:=:.i主.::,_･･ ･~~-

る｡『綱塵全書絶揖』晋は史部俸記類｡

酒中葉前期 ;『河酒精轟』

江永｡

∴ ∴工､∴∴ :,.I.'L.:I::;I.7.二:L二
戴虚｡*安田二郎 (飽)『戴震集』(中開文明選8)

酒季 ;『聖撃源流』
謝蘭生｡繭贋緒轡の院元が激質し､『贋東通志』編第番三宿聴｡

遺風 ;『商雷撃案』
爵嗣文｡黄宗義の家撃⑳師承⑳党正◎同調◎及野望◎私淑｡啓開の博｡
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顔李撃 :『顔李撃 』

近人の徐世呂｡清初の顔元と李域｡朱子学の静座修養を批判し､賓伐を重視｡

三 考訂之腐 (目は時代による区分)

三国 ;『王子正論』
魂の王瀞｡鄭玄の産の解秤に封抗｡

膏 :『酋今注』
躍豹｡

『囲棒金書経目』碓家類 :｢長らく侍えられているので､とりあえず一家の撃として備

えておく｣｡

隔 : 『讃 書 記 』

互助｡経史の誤りを指摘｡

唐 :『匡謬正俗』
顔師苗｡『漢書』の注者｡世間一般で使われる文字の音義の誤りを経史に基づいて正す｡

『四庫全書総目』では軽部水撃類｡

宋 :『夢演筆談』
沈括｡『四庫全書絶目』では肇家類｡*東洋文輝

元 :『敬粛古今紅』

李治.各種書籍における疑問鮎を考叢｡『四棒金書経目』では緒家類｡｢紅｣は浜 (逮

べる ◎練り贋げる)の恵O

明 :『畜言』

鄭暁｡

『四庫全書鍵田』碓家類 :｢務めて高論を吐くが道理から外れている｣｡

酒禰 :『田知嫁』
顧炎武｡清朝考遼寧の基礎｡『四庫全書 線 冒』では頼家類｡

酒 中葉前期 ;『撃書拾補 』

鹿又弔｡精密な校勘を行う｡

酒 中葉後期 :『骨鷲粛養新線』

親犬斬｡経史の訓話などの考叢に重きを置いた学術札記｡

清孝 :『薦塾讃書記』

陳遭｡漢学に造詣が深く､また宋儀も尊敬し､鄭玄の撃と朱子の撃をともに重視｡

近風 :『囲教諭衡 』

費柄鱗｡*岩波文庫 『事柄麟集』

囲 家訓勧学郷的 之腐 (冒は内容による区分)

帝範樹東寓皇子 :『帝範』

唐の太宗李陛民｡皇帝としてあるべき姿を説 く｡皇太子に賜る｡

臣執 :『臣執 』

唐の則夫武后.臣下としてあるべき姿を説 く｡日本の 『既存叢書』に収める｡

家訓 ;『顔民家訓』
北密の顔之推｡*東洋文庫

『四庫全書聴目』雑家類 :｢唐志や宋志はいずれも儒家に列ぬるが--一家の言を専ら

にしたものではない｣｡
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女誠 :『女誠』

漢の班昭 (曹大家)｡女誠は女性に封する戒め｡

少儀 :『童蒙訓』

栄の呂本率｡少儀は子供に封する戒め｡

『四庫全書総目』:｢この書は家塾の教科書である｣｡

勧学 :『程氏家塾表書分年目程』

元の程端鰻｡初学者に封する指南｡

『四庫全書総目』:｢栄子の方法に基づいてそれを推 し贋める｣｡

郷的 :『郷約 〇郷儀』

乗の呂大鈎｡統西省の藍田｡朱嘉に 『増損呂氏郷的 』 あり｡郷約は共同健における約

束事｡

俗訓:『存入編』

酒の顔元｡封象は字を知らない者や僧侶 ｡遺士0

碓訓 :『先哲嘉言録 』

開名｡

目録 :『薦範』
未開名｡

叢 刻 ;『五 種 遠視 』

酒の陳弘諜｡

第 三 兵 家 類 (魔は無い｡目は時脚 こよる区別

先泰 :『孫子』

*岩波文庫

漠 ;『爵看公三略 』

爵石公｡後人の鶴託｡

三国 :『武侠 愚 書 』

覇の諸葛亮｡

曹 ;『戦略』

司馬彪｡『頗漢書』の著者｡

唐 :『唐太宗李衛公開封 』

開名｡用兵に関する李靖 (衛囲景武公)と太宗との問答｡後入が編纂｡

宋 :『武経紀 要 』

曹公売 (等容敷)｡

明 :『紀致 新書 』

威東光｡倭議に封する軍事教練の際に著す｡

酒 :『讃 史兵 略 』

胡静翼｡太平天国の平定に功績｡

民 困 :『曹胡 治 兵 語録 』

察鍔.曹胡は曹困藩 と胡林翼｡

打線 :『歴代 兵書 目録 』

陸達節 ｡

叢刻 :『武経庖書』

□開名｡
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樹録 :『水雷秘要』

英国の史理孟｡西洋近代の軍事技術に関する謬書を収める｡

第 鋼 法 家 類 (廟は無頼 目は時代による区分)

先秦 :『韓非子』

ほかに 『管子』 『商君書』など｡

漢 :『終 軍書 』

終軍｡『漢書』本俸｡

三園:『劉民政諭 』

魂の劉顔｡『三闘志』本俸｡

宋 :『葉陰猛撃』

栗の桂商糞｡判決例｡先行書に 『疑獄集』『折獄亀鑑』｡ *岩波文庫
酒 ;『折獄感言』

陳士轟｡

因縁 :『中国歴4-電法家著述 考』

近入の孫観基｡

第 麗 農 家 顛 (儀は亀 田は願によって異なる)

緒説之腐 農事全般 をこ開 ず る書 を収 め る ○

農柔道腐 穀物 ◎義認 各こ繍 す る書 を収 め る ○

疏巣花木蓮腐 食用 碍洗薬果 物 ､観 賞 用 の 花 館 樹 木 をこ 関 す る 書 を 収 め る o

* 『掴塵全 書 緒 打』 晋 をま 譜 縁 類 患芸 風 る もの が 多 齢 ○

畜敬承産道腐 敬宙 と水産 お よび動物 一 般 審芸 関 す る 雷 を 収 め る o

* 『鋼棒全 書 鍵 田』 雷 は 譜 縁 類 を三 鬼 る もの が 多 齢 ○

- 総説遭魔 (指は時代による区分)

蒐泰 :『静農畜』

漠 :『氾瀞 選書』

音隠勝之｡『暫民要衝』が多 く引用｡

南北朝 :『常況要繍 』

後魂の責恩歳｡現存する中国最苗の総倉的農畜｡

宋 ;『農畜』

陳賓｡息巻は農事一般､中巻は養牛､暦巻は養葦｡

元 :『農畜 』

重槙｡

『鋼棒全番組 指』:｢引用は該博勺文章は優雅､絡責も精練で､形式と賓質が兼ね備わ

っている｣｡

明 :『天工 開 物 』

宋磨塁｡産業百科全署｡ *東洋文庫
清 :『欽定授時適考』
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乾隆二年の敢撰｡中国の農畜の集大成｡

因縁 :『中国農 学 書 録 』

王統堀｡

脚 線 :『農 務 骨転学 問答 』

英国の仲仕敦｡西洋近代の農業技術に関する謬書を収める｡

農 桑 之 腐 (目は時代 による区分)

唐 『采 縄 経 』

陸亀蒙｡撃の製作法 に詳 しい｡

宋 『叢 書 』

泰観｡『渡海集』の著者｡著名な詞入｡

王統瑚 『中因農撃番線』:｢作者が記述しているのは雇用の人の方法であり､呉の養葦

家とは異なる鮎があるようだ｣｡

兎 『農 桑 輯 要 』

元の司農司 (官撰)｡

『四庫全書鍵田』:｢元晋はこの霧を経国の要務 (国家の重要政策)とした｣｡

明 『老 園 長 言 』

巣鴨盛｡文章は簡潔だが､中身は賓欄的｡

酒 『捕 蛙 考 』

::/i:･~ミ

『鋳擁壁書籍揖』史都政畜類邦計 :｢薄っぺらも}書物だが､なかなか賓欄約である｣｡

樹 縁 『意 衆 愚 叢 書 』

意問の滑畦亀.西洋近代の養葦技術に関する謬雷を収める｡

疏 梁 花 茶 道魔 (団は封象る三よる匪鎗) *佐藤武敏 『中細の花譜』(東洋文庫)

鰹 …『擁 樹 雷 』

膚の郭秦乾｡部費舵の名は柳宗元 ｢郭東舵鱒｣甚こ基 づ く 附 脅 ｡

歳 緒 ;『野 菜 博 録 』

明の飽由｡

l∴ 三二 :二,･ ./･. ∴ ●･.:I.:､∴ .･/ ､､･･:.･ - .∵ >･･二.I:･.､∴ ､ ,二､.

.､∴:･二･･1.:./I:I:､､

欝 ;『簡 譜 』

栄の鐸賛轡｡品種 ⑳栽培法 令調理法などを記す.『鋼棒全書絶胃』では譜縁類｡

薗 :『薗 譜 』

こ-∫:●∴･ . .:-.~ ∴ ･･∴ ･.､ハ･ 一､:~~ .:.:I:''r:.ll.二 '1､･･_I::::ほ..~:.

芋 ;『芋経』

′･･:~1:∵一､ I-..:･_: 丁､･∴ ~･′.∴ _･･∴ ~一､｣

箇藷 ;『箇語録』

:~･･:∴.: ～.∴.- ~ ′∴了 Il_∫

橘 …『摘録』

栄の輝彦磨｡樹 ◎檎 ⑳燈｡『因擁壁書籍打』晋 は 譜 縁 類 .

高校 ;『義枝譜』

栄の察嚢｡32寝｡栽培技術と栄賓の加工貯蔵法 ｡ 『四 庫 全 書 線 目 』 で は 譜 縁 類 ｡
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裏 :『打裏譜』
元の柳質｡73種の秦について記す｡『説部』所収本なので摘録｡

花館 :『花鏡』

酒の陳没子｡栽培法について濁白の秘訣｡

海業 :『海業譜』
栄の陳恩｡

『四庫全書総冒』譜縁類 :｢上巻は海業の散賓を記し､単下二審は唐栄の諸家の題詠を

記す｣｡

萄車 :『揚州萄襲譜』

栄の王観｡

『四庫全書緒目』譜縁類 :｢揚州の萄車は宋初から天下に名高い｣｡

牡丹 :『洛陽牡将記』

栄の欧陽鱒｡花品叙 ◎花鐸名 ｡風俗記に分かつ｡『四庫全書緒冒』では譜縁類｡

梅 :『海相梅譜』
栄の覆成大｡私園の 且2品種｡『四庫全書賠冒』では譜縁類｡

菊 :『菊譜』

栄の覆成大｡私園の36品種 (賓際は35)｡『鋼棒全書紀目』では譜縁類｡

魯花 :『魯花袋 』

明の曹噂｡『四庫全書絶冒』には明の楊端の 『磯花譜』あり｡

五重 ;『玉桑折叢 』

栄の周感大｡『四庫全書総冒』譜縁類に 『唐昌宝桑折叢』あり｡腐昌は長安の遺観0

桃 冨『水蜜桃譜 』

酒の褐華｡栽培 ◎換接 ◎除轟に分かつ｡水蜜桃は忠海の特産で､明子宅から有名｡

構李 :『檎季語 』

酒の王達辰｡橋李の李は浮相等のものが最も有名｡

鳳触花 ;『鳳勧譜 』

酒の趨撃敏｡

蘭 ;『金棒蘭譜 』

栄の遁時顔｡品種によっで異なる蘭威法について詳述0『四庫全書緒担』では譜縁類｡

飼 ;『桐 譜』

栄の締着｡戟源 ◎頚髄から詩賦まで 且0項指に分け､桐の蘭で方について毎分の経厳を

記述｡

筋 ;『筋譜』

膏の戴凱之｡囲字句を用いて倍の種類と産地を記述｡『四庫全書緒冒』では譜縁類.

荷 ;『蔑荷譜』

酒の揚超賓｡33品種｡出椀｡帝蒲◎位置 ◎培養 ｡奮忌 ◎戒税｡

周季 ;『周草花譜』
酒の評花館童｡擁濯 ｡培垂 ◎養胎◎惨事など九項目に分かつ｡周李は葛藤の一種｡

開 畜敬水産 之腐 (得は封象による区分)

聴 ;『禽獣決録』

南野の下形｡『繭密書』本俸｡

巌 :『蜂衛Ilも記』
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清の都菟行｡蜂の生活や養蜂に関する15確｡

魚 :『異魚囲祭』
明の楊憤｡

『四庫全書穂田』譜縁類 :｢魚囲三谷､賢八十六首､巽魚八十七穫｣｡

鳥 :『禽経』

膏の張華 (注)0

『四庫全書韓日』譜縁類 :｢商宋末に贋作されたと思われるが､すでに数百年も樽わっ

ているので--とりあえず参考に備える｣｡

獣 :『獣経』

明の黄省脅｡

畜 :『馬記』

明の都子章｡

『四庫全書鍵田』譜縁類 :｢各署に記された馬に関する事項を拾い集めて上下二篇に分

かつ｣｡

義 士 産 之腐 (目は地域による区分)

緒 ;『中国物産考略』

酒の襲柴｡

江蘇 :『呉撃譜』

酒の呉林｡撃はキノコ｡食用を3種類に分け､毒キノコにも及ぶ｡

首藤 :『涼珊異物志』

□閑名｡

新注 ;『臨海異物志』

□沈望｡

湖南 ;『湖南粛物志』

酒の責本腰｡

綱川 ;『益部箱物 欝記』

栗の宋補｡『唐畜』の著者 (蘇陽鱒との禽撰)｡

『鋼棒全番線 胃』 史部地理瀬:｢東陽の沈立が著した剰繭の粛物28種を基礎に､その

遺漏を補っ た もの晋､草木の腐後息､薬の腐9､鳥獣の腐8､轟魚の願7､合計65種｣｡

福建 ;『問中海 鰐 疏』

明の屠本 唆 ｡ 海緒は豊富な海産物の意｡

『囲塵全 書 綬 招』史部地理類 :｢知識を増やす息で有益である｣｡

廉廉 ;『繭粛 軍 本状』

密の暫 含 ｡ 『密書』本俸｡

『開俸 全 書賠招』史部地理類 :｢草木巣筋の4類に分け､全部で 80種､赦運は典雅で

ある｣｡

贋 西 :『桂海虞衡志』

宋の蒋成大｡虞衛は山林用浮を掌る富子篭の雷名｡

『四庫全書線目』史部地理類 ｢各篇ともに叙述は簡潔典雅で､お園自慢に堕すること

もない｣｡

雪 面 :『演海磨衡志』

酒の檀準｡

異域 :『扶繭異物志』
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呉の南東｡

姻録 :『求碗指南』
英国の安徳孫｡西洋近代の覇業技術に関する謬書を収める｡

第 六 欝 家 類 (魔は無も､誹 は黒田源次の 『中国哲学書目』と関西鴎人の岡鵬 による)

内経 :『黄帝内経京間』

唐の王妹 (注)｡戦国時代の撃挙上の成就｡*薮内済 『中国の科学』

金匪 :『金匪要寮藩論』

漠の張機 (逮)｡後漢以前の豊富な臨床経験｡

傷寒 :『注解傷寒諭』

漢の張機 (逮)｡漢代以前の急性哉熟とその診療に関する豊富な経験｡

痘疫 :『温病健祈』

酒の呉磯｡温病は急性車熱の総柄｡風温 ◎冬温 ｡審温など｡

中藤 :『中藤経』

漢の華臆｡おもに内科の病状について述べ､治療法を紹介｡

難産 :『難経集 注 』

明の五九恩｡難経は後漢以前に成立｡問答形式0

経脈 …『脈経』

密の王威職｡現存する最も畢もも脈撃の辱著｡

霧灸 ;『霧灸 甲 盈経』

蘭の皇済遮｡比較的畢期の霧灸撃の専著｡

巣臆病源 :『幾 民話病 源候 緒 論』

隅の巣元方｡現存猿歯の病因と病状を論じた噂著｡

本革 ;『本 革 網 田』

明の李時珍｡明骨竃以前の薬物学の成果を全面かつ系統的碁三総括｡

粛車 冨『潔 爵老 鬼珍 味 嚢 』

金の嚢元素｡投薬の方法を緒 論 ｡

粛苫 ;『願 意 千金 蜜 粛 』

唐の孫恩逸｡療縄 跳 繭 の 留 学 忠 の 成 果 を系統的碁三線播｡

養生 …『養生 膚 語 』

明の陳橿確｡

『四庫全書鍵 田 』 : ｢ 寡 欲 爆 砕 お よ び 起 居 詞 轟 の 諸法を養生の要とする｣｡

内経明堂 ;『中西 骨 格 締 蕊 』

清の劉廷槙｡明壁 は Å 健 模 型 暑 こ 記 す 霧 灸 の ボ イ ン 恥｡

薙病 ;『脚義治法紀要 』

栄の童汲｡

い…:::+A._‥:'T･ ∴∴ _こ:工 ､ ･ ･-:･一 ~: ･ ,:I:･:･,.;:::'′.=表.: ~■･::了､ ∴ -.･､.:,

雫､その鍾愛を得たと繭する｣｡

幼科 ;『13ヽ鬼襲叢 輿訣 』

.̀言::･＼:_?::･･_I:,_;ご:;:.I.:::i=il:＼;L:-:L工,･二･.･::-1t･.::･･､･

痘科 ;『痘疹博dEib録 』

明の来意明｡感染初期から治癒に至るまで､段階を迫って診療法を論じる.

麻疹 :『麻疹閣註』
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酒の張廉｡

教 科 :『産 常 襲 慶 集 』

宋開名｡出産について論じた書｡

外 科 :『外 科 精 義 』

元の舞徳之O腫れ物の診察に関して最も詳細｡

眼科 :『錬海精微』
唐の孫恩遇｡銀海は目のこと.

喉科 :『咽喉脈叢通論』
□開名｡喉科の書の中で比較的適切な書｡

確論 :『済 民遺 書 』

南野の褐澄｡褐澄の名に託して宋代に著された撃書｡『四庫全書線冒』は､｢暦本では

あるが贋することはできない｣ と評倍｡

確論 :『撃説 』

栄の張采｡

『四庫 全書緒目』:｢三代にわたる撃者で淵源があり､道聴塗説の輩 とはまった i異な

る｣｡

掌 散 墳 記 :『歴 代 名 撃蒙 求』

乗 の周 守 忠 ｡

因縁 ;『開 塵 全 書 緒 掛 提 要 ◎欝家類 及麿 編 』

頗 編 に 確且7種 ｡ 上海科学技術出版社､且992年｡

叢 刻 ;『欝 統 正 脈 全 書 』

明 の 重 博 望 ｡確3種 2且3番｡上記の 『鋼棒全書稗田提要 ⑳欝家類及綬編』によれば､｢随

刻 障 編 ､校 勘 鞄疏｣｡

脚 線 :『西 襲 来 威 』

菜 園 の 乗投 句海将蘭｡西洋近代の留学に関する謬書を収める｡

第 庖 乗 寛 算 法 類 (魔は三｡指は願によって異なる)

∵ ∵ ∴∴ 天文学 ⑳暦 翰 轟言開ず る雷 を 収 め る ○

*推 歩 は満 天 碍歩 み を 推 す 意

∵ ∴ ∵∵ 数学雷 を収 め るo

一 線 歩 道腐 (畠は時縄各こよる区分.周騨欝経 ◎星経は別扱い)

欄牌 算 経 ;『欄解 欝経 』

漢の趨爽 (注)｡ 北周の窺鷲 (東述)｡唐の李浮風 (等拳敢注聯)｡円周率3｡孟実説 ｡

三tJ::～-,I:.:(:･･t:.
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哉せられた愚考も､今では失われて完全ではなもも｣0

演 芸『三続騰 街 』

酒の鏡太斬｡劉歌の三統術 (『漢畜』律暦志)の解曙｡*車内酒『中緒の 科 学 』

三 組 ;『衝天 諭 』

呉の桃信｡『三闘志』に俸無し｡
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膏 :『年歴』

皇甫譜｡

南北朝 :『漏刻経』

□開名｡

隔 :『天文天象賦』

学績｡『階書』に樽無し｡

唐 :『庖曜暦日』

開名｡敦榎本｡

五代 :『後唐天成元年残暦』

複層開名｡敦燈出土｡

宋 :『新儀象法要』

蘇頒｡

『四庫全書総冒』:｢この書は薄儀 (天健観測機器)を改めて製作するために作る｣｡

元 :『革 象新 書 』

超友飲｡

『鋼棒全書鐙冒』:｢観測についても誤 りが多も)が､熟慮を重ねて､前人が明らかにし

ていない鮎を明らかにした｣｡

明 ;『乾 坤慣 義 』

西洋の利嘱嚢.

『掴塵全書緒冒』:｢その鬼解は賓潮によって確かめられ､英の方法は磨欄カに富む｣｡

酒初 ;『暁庵 新 法 』

王錫聞｡

『四庫全書綬冒』:｢空が晴れている時は､必ず屋根の登って寝そべ り､愚考を観察し

'丁∴ ･･･三.lJl.づ:∴･;･:･､て∴亘.._

酒 中葉 前期 三『御 製 律磨 淵 源 』

『暦象考成』(鷹番)『律践正義』(音律)『数理構蕗』(数学)の三部｡

酒 中葉 後 期 :『愚朝儀 器 園式 』

乾陸中の敷撰｡

酒季 ;『輿 鞄 経 緯 度 里 義 』

丁取忠｡

遺 風 :『登 窮 死 覇 考 』

酒の重囲終｡愈梅の閣名書の啓竃を受け､｢歯大一周四分之紀打法 (個人が一周を閤つ

をこ分けて田を記す法)｣を考察｡

∴ :I..･.二 二㌦ -A

薬園の侯失敬｡西洋近代の天文学に関する詔書を収める｡

∴ :ミ一言 二∴ ,∴ ∴ こ~:.工;r.I･::.:-:､ .:.∴小'･;: 言 ･f-:/:､･喜1:.lL::-:.;-:.:,'∴ li

鬼 章 算 術 ;『鬼 章 算 術 』

貌碍劉徽 (汰)｡官吏に必要な数学を網羅｡ *車内酒 『中国の科学』

孫 予 算 経 冨『孫 予 算 経 』

唐の李浮魔 (等番数注鐸).高水準の数学専著でなく､典型的な普及讃物｡

漢 …『数 鯖 記 遺 』

漢の徐盛 (撰)◎北周の観鷺 (注)0『四庫全書緒欝』は唐代の鶴託 とする｡

三園 …『海 鳥算 経 』
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魂の劉徴｡ピタゴラスの定理を鷹用して測量上の問題を解く｡

南北朝 :『五曹算経』

唐の李浮風 (等奉敷注搾)｡菅は官署の部局 (田 ･兵 ｡集 ｡倉 ｡金)0

唐 :『街商算経 』

王孝通 (撰併注)｡唐代最大の数学家｡

宋 :『教書九章』

秦九詔｡不定解析 ｡高次数値方程式など｡

元 :『測樹海鏡細革』

李治｡方程式の解法｡*ニーダム 『中国の科学と文明』数学

明 :『幾何原本』

西洋の利塔肇 (描謬)8徐光啓 (筆受)｡且一夕リッド幾何学前半｡

酒 初 :『御製数理楕轟』

康照五十二年の敷撰｡梅教戒 ｡明安園などが編んだ 『律暦淵源』の一部｡

酒 中葉前期 :『割 園密率捷法 』

明安囲｡酒代における無限級数の研究｡

酒 中葉後期 :『象数山原』

項名達｡三角函数 〇第級数の展開式の問題を論述｡

酒季 :『則 歯音粛欝撃 』

李善蘭｡西洋数学の本来の姿を中国に紹介｡皿一夕リッド幾何学後半の蘭讃｡

近Å :『治欝学田記』

酒の呉議萱｡

外囲算書 :『封教義 』

糞緒の赫士 (Ⅲ謬)◎酒の架蔵環 (筆述)｡西洋近代の数学に関する詔書を収める｡

三 田線叢刻之腐 (田は内容による区分)

撃録 ;『暗鬼博』

酒の阪元｡歴代の天文学者 ⑳数学者の博記｡

指録 ;『算撃書 因提要』

近Åのす福保｡

叢刻 :『暦算全書 』

酒の梅文鼎｡酒代暦学 ⑳数学者の代表的存在｡梅教成はその孫｡

第 兆 翰 数 額 (魔は亀 命爵梱書之魔を除き､指は無も3)

数学之腐 数 の組 み禽 わせ 各芸濃 抄陶然 現象 を風車 現 象 の象徴 と』竃

解秤する書 を収 め る○

* 『易』碍模倣○

欄宅欄墓遭魔 家相 ◎墓相碁這関する書 を収 め る○

∴■★+ 天文現象を鬼事現象の象徴とし竃解滞 す る雷 を般 め るo

露紅蓮腐 濁抱卵露も適時書を収める○

* 『易』の経文爵こ必ずしも忠賓ではなも泡o

薗讃欄普選腐 薗雷 〔生年周招時の干支 ()も字)による控訴､讃〕､職 者 〔入欄齢 為
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陰陽五行之腐 『易』に基づ く陰陽と､『書』洪範に基づ く五行 〔木欠士金

水〕とによる長いの書を収める○

- 数学之腐

『太玄経』

漢の揚雄｡

『四庫全書総冒』:｢『易』に擬 して作る｣｡

二 相宅梱墓之腐

『黄帝宅経』

『四庫全書縁日』:｢この書は鶴託と思われる｡--術数の単では､それでも最も苗に

近い｣｡

三 露髄 之腐

『太唐 開 元 露 経 』

唐の躍 曇 悉 達 (等 奉 敢撰)｡

『鋼棒 全 書 総 目』:｢第一審の天毒から第-百十番の堅固まで､いずれも露天の形象で

ある｣｡

隼 /:三一.こ..,liL:.

『塵撰 経 』

『四庫全書総目』:｢曹本は演の東方朔の撰 と題する｡--すべて方術の丑の飽託の言

葉であり--おおむね 『易』の笠と表裏する｣｡

義 歯爵機 雷 之腐 (田は命畜 砂機雷)

歯苔 :『義 照 産 興産 』

□開名｡

『四庫全書給 田』:｢隼 儀 ◎国儀 ◎六害 中三奇 ◎三曳 ｡囲象の類を諭ずるあたりは､ と

りわけ明らか にす る鮎 が 多 い｣｡

梱 雷 :『周波 洞 単記 』

呉の張仲遠 (樽本)0

『四庫全書鍵田』:｢諭ずるところの相法は､後の俗本に比べるとわり各こ精密明断であ

る｣｡

六 陰 陽五行 之腐

『丙 甘 亀鑑 』

栄の柴望｡

『四庫全書鍵田』｢この署の大旨は､丙午 ◎甘未を国家が災厄壷こ兇舞われる隼であると

みなす鮎である｣｡

忠 雄技術之腐

『物類欄感志』
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乗の蘇拭｡身健から禽魚 ｡籍 著 ま で 十二門に分かち､治療 と禁忌について述べる｡『囲

塵全書鍵田』では碓家類｡

樹 鋒 (反術数の書);『所 感編 』

元の謝鷹芳｡呉甚こおける鬼神信仰 と禁忌に関する分析 と論駁｡『四庫全書姥彊』では儲

家類｡

第 兆 車 鯖 瀬 (魔は九｡田は腐により異なる)

∵十 十十 .語義 魯芸関す る書 を収 め る○ 後 に搾 品 を附 す○

音響遭腐 音響 審こ紺 す る雷 を収 め る○

*覆 審三綿 わ る饗 は軽 部 薦 顛 饗 之 魔 句戯 曲碍音楽 は袋部詞

曲類 詞譜 詞韻 之腐 ○

㌻√∴∴∵ 蒙刻 爵言開 す る書 を収 め る○

欝竪器物 之腐 凄 味観 賞用 碍器物 を三関 す る書 を収 め る○

* 『鋼棒 全 書 緒 拍』 晋 は譜 縁類 者芸風 る も鞄が 多 も通o

製造食 品遭腐 食 品 ⑳晴好 晶 を三関 ず る書 を収 め る○

* 『鋼棒 全 書 緒 田』 常 は語 録 寒 暑芸風 る ものが 多 齢○

碓接種戯 遭腐 遊 戯 審三関 ず る雷 を収 め る○

各種韻事 之魔 文 風塵 株全 般 患三関 ず る書 を収 め る○

格 致遭腐 西 洋近 代 碍 厩然 科 学 に開 ず る謬 書 を収 め る○

* 『江 南 製造 燭 詔 書 嚢 刻 』 (叢書 部 碓 叢類 ) な ど臆収め

られ る.

叢 刻 之腐

:∴ ,:I/ ･∴ ご､言 .I.∴ r･::::I:･･ ∴1 ･_-::-: ,:-I.:.A:- ::. ∵十 :.-･丁

一･ ,:~一･ :-:-.:～.5

歯髄｡『三国志』劉勧鱒の襲松之注碁三番文 ｡筆書 ⑳隷書 ｡草書の各停あり｡

繭 舞 三『歯遺 品館 』

謝繭｡

『鋼棒全書龍田』:｢そこで言われる六法 (窺韻 ⑳生動など)は､姦家が手本と碑名やも

ので､現在に至るまで千載不易である｣｡

梁 ;『書 品』

煉肩吾｡

『綱藤堂書籍揖』:｢漢から欝 ⑳梁までの輿革 (階憲 と草書)者の名手 且28丸を載せ､

九品に分かつ｣｡

練 ;『擁 遺 品』

･1･j･_.‥

『綱庫全署鍵田』:｢謝繭の評層の高下が多 竃その賓を失っているの習､ただ時代のみ

､二言･_､∴工...･か･･一.11､∴三∴:̀ ､こ./L･･

磨 ;『歴 柁 名 題 記 』

張彦遠｡

『囲腐食書経冒』:｢鬼関するところを述べ､非常に幅廉 く行き届も)でおり､--引用

も豊富である｣｡ *東洋文庫
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五代:『藷章先生諭責山水賦』
後梁の荊浩｡『四庫全書韓日』 は贋作説o

宋 : 『固責 鬼 問詰』

郭若虚｡『歴代名題記』の腐編｡

『四庫全書緒目』:｢製作の理を論じても､また深く姦旨を健得している｣｡

元 :『樹絶賛鑑』

夏文彦｡上古から元代までの 且500人練りを取り上げる0

『四庫全書綬冒』:｢考察は綿密であり､配慮も行き届いている｣｡

明 :『滑河書責肪 』

張丑｡

『四庫全書練冒』:｢明代の鑑賞家は考叢に遺漏が目立つが､この書に限っては誤りを

訂正するところが多い ｣｡

酒初 ;『芥子 園義博 』

重機 ･王著 ｡王巣｡嘩問責を学ぶ人で 『芥子園義博』を知らない者はいない｡

清中葉前期 ;『小 山責 譜 』

好一桂｡花井を播 く法を論ず｡

酒 中葉後 期 :『摘j静属姦諭 』

方薫｡各種の責派および表法に関する濁白健を持った周到な議論0

滴季 :『虚賓名表縁 』

鹿兎漕o個人収蔵家として全国一の豊富さを誇る｡

民国 :『嶺 繭責微寒 』

江兆鯖｡贋東における唐以後の義家 400繰入を収録｡

描線 :『書表書録解題 』

近大の余紹栄｡後漢から近代までの書題 に関す る書籍 850線種を著録｡

叢刻 .e『重民畜苑 ◎姦宛』

明の王樫東｡

搾 品

書 芸『重石軍書記』

膏の王義之｡

責 :『蜜史儀 緒』

膏の顧髄之｡

斎楽遭腐 (指は雷撃の種類 ｡饗器による随分｡舞踊を附す)

緒 @@『楽府額縁』

唐の段安節｡ここでの饗府は､盾中葉以後の音響 ◎歌舞 ◎碓戯などを包括する｡

『四庫全署姥揖』:｢(『唐讃』は)被が音律に構通し､ぬら作曲できると述べている｡

それゆえこの書は非常碁こ綿密に饗府の法を述べている｣｡

寛饗 ;『塑祐済 饗 囲 記 』

馨の翫逸 (等 番 数 )｡ 上 巻 に は樺呂 ◎黍柁 〇四量 ｡棒衛の法を載せ､率下巻鷲は鍾欝 ⑳

曹鼓◎三枚鼎 ⑳鷲 刃 の 制 度 を考定する｡『鋼棒全書緒揖』では軽部饗類｡

薫饗 :『教坊記』

唐の擾食欲｡*東 洋 文 庫

『開塵全書鍵 田』 類書 類 :｢開元準の叡韓な事柄を多く記す｣｡

楽府 ;『敬老葉記 』
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唐の沈亜之｡同時代の女性歌手棄民に関する記述｡

琴 :『琴史』

乗の朱長文｡前五巷は琴の理に通じる 且46人 (附9人)の事績｡第六巻は H の祝鮎

から琴を諭ず｡

『四庫全書総目』:｢収録は詳細で幅廉 く､文章は典雅で豊かである｣｡

窟 :『窟譜』

明の朱哉樽｡ *戴念褐 『架蔵晴一一明代的科学和重箱巨星』(人民出版社､且986年)

箇 :『萄勘笛律園注』

清の徐養原｡ *王子初 『確執笛律研究』(人民音楽出版社､且995年)

唄譜 :『栄潮境譜』

酒の呉滴源｡唄は土笛｡

婿築 :『帝築格』

唐の段威式｡『酉陽籍飽 』 の著者 (東洋文療)｡段安節の父｡

掲戟 :『掲鼓録 』

唐の商車｡

『四庫全書緒目』:｢最初に掲鼓の源流や形状を述べ､｡･-･渇鼓諸寓曲名を附鋒する｣｡

琵 琶 :『琵琶録 』

唐の段安節｡

鍔 -:●一∴･∵ン:･号圭:･':I-I.

明の架蔵橋｡

三 第 刻 之腐

｢/:;:･･…圭:T::.A:

元の吾慶福｡

『四庫全書線目』:｢この書は専ら寒刻印章のために搾られた｣｡

銅 賞 嬰器物 之腐 (田は封象による区分｡製搾者の鱒記を附す)

筆 :『筆経 』

蘭の重義之｡

墨 ;『選譜』

栄の李孝糞｡

『四庫全書線招』譜縁 類 :｢今 の入閣が賓欄に供するには適さないが､酋法歯式を鱒承

する役割を果たせる｣｡

耗 ;『甘筋欝葛譜』

明の胡正言｡*且93趨年 番こ魯迅 と鄭振鍔が翻刻

硯 ;『硯葛』

栄の高額孫｡

『銅棒全書鍵田』譜縁類 :｢多 毛の書物の記載を傍叢 として引用しているので讃み癒え

がある｣｡

∴ .､､ご:-L:.十 芋 ｢

栗の蘇易簡.

『四庫全書緒田』譜縁類 :｢それぞれ患三つももて本末と放資を述べ､最後に詞賦詩文を附

す｣｡

陶蛮 :『陶説 』
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清の朱燐｡明治の代表的な官窯宝器およびその製造法を赦述｡

義 :『玉譜類編』

清の徐讃基｡

宿 ;『雲林 看譜 』

栄の杜絶｡且且6種｡ * 『中田勇次郎著作集』第8番

『四庫全書緒胃』譜縁類 :｢それぞれにつき芝製産の勉､採取の法を撃げ､その形状亀雷撃

を詳述する｣｡

金 :『富徳 鼎 秦 譜 』

明の昂震 (等容敷)｡

『囲藤堂書経胃』譜縁類 :｢窒徳窯は明ず竃においてすでに飼物が多いが､この書は非常

に精密に祈別分析している｣｡

採 飾 :『採飾録』

明の爵成｡中国現存唯一の苗代の漆工車の尊著.*重世襲『髭飾録解説』(文物出版社､

且983年)

鰭刻 :『筋先鋒』

酒の金元鉦｡

衣服 ;『錦槻記』

唐の陸亀蒙｡

刺 ;『名剣記』

明の李承勘｡

枕扇 ;『羽扇譜』

酒の張燕員｡

兇 言『薫花 園 』

乗の黄臓思｡薫凡は､燕宙の時に遊戯に用いる凡の一種｡

『四庫全書綬冒』譜縁類 :｢後入が飼託したものだろう｣｡

遊具 :『遊興雅編 』

明の屠隆｡『考察鯨事』の著者 (『中田勇次郎著作集』第8番)｡

酒興 :『観記注 』

栄の鄭解｡*枚金騰 (守)『中国苗代酒興』(忠海文官臨出版社､旦995年)

装 演 :『襲演志』

酒の周素因｡装演は表装｡

錦 ;『萄錦譜』

兎の費著｡

捕 :『錬緒叢刊』

近大の宋啓鈴｡

香 :『番乗』

酒の周嘉哲｡

『四庫全書緒冒』譜録類｡｢二十線隼のカを姦 くじ,--あら珍る記述を網羅し竃も為る｣｡

船 ;『湖船縁』

酒の腐顎.

檀 :『冷雲粛妹燈詣』

清の樺山｡『昭代叢畜』および樺山の詩文集 『霜紅亀集』巻サ鋼に収める｡

叢録 :『富商器録』

明の陸深｡
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『鏑庫全書給田』譜縁類 :｢番人の奇器の名をあれこれ記録し､それぞれ出典を標記し

ている｣O

博記 ;『中国聾術家徴略』

酒の李放｡

蕊 製造食 品之腐 (畠は封象による区分)

緒 :『障園愈撃 』

酒の東棟｡ *岩波文庫

飯 :『飯 衛 や 二 禽 説 』

酒の張英｡宿 ◎炊 ◎肴 ◎疏 ◎鱒 ◎蔚 ◎襲 ◎薯 ｡時 ◎器 ｡飽 ㊤椙に分かつ｡

墜 :『熱 波 園 』

元の降格｡『四庫全書聴指』では史都政畜類｡

糖 …『糖 霜 譜 』

栄の王灼｡糖霜は由砂糖｡

『四庫全書鍵田』語録類 :｢宋代の糖霜の産地としては--遂革が一番であり､王杓は

遂革に生まれたのでb三の譜を搾った｣｡

酒 ;『酒 譜 』

栗の饗革｡ *単相喬 『中園の酒雷』(東洋文庫)

『因棒金畜鍵田』譜縁類 :｢酒の散撃についであれこれ述べる｣｡

茶 ;『茶 経 』

唐の陸羽｡ *布田漸減 ◎中尉喬 『中国の茶書』(東洋文庫)

『四庫全書緒紹』譜縁類 :｢茶を諭ずる入閣で陸羽より精しも3番はいない｡その文章も

また素朴優雅で歯風である｣｡

煙 ;『煙筒雑著』
酒の顧騒｡『酒素線』の著者 (薦洋文庫)｡煙はタバコ｡

I:, :u:::::..:,:･.5､.守 ∴･∴ ミ ､:.I_::,{::I.､･:_:1.i:ilにこ.::.:･t∴ ;

* 『中国鰭統遊戯大全』(農村讃物出版社､且990年｡息3類 且6確種の遊戯)

堵 ;『噴給』

日間名｡

造庭 :『囲冶』

明の計成.造園理論に関する車著｡

観花 ;『瓶史』

明の嚢宏遺O *佐藤武敏 『中国の花譜』(褒洋文庫)

投 壷 ;『投壷 済格 』

栗の司馬党｡『産記』に投壷磁あり｡

蹴鞠 ;『蹴鞠 囲譜 』

□注裏襟｡ * 『中国苗代足韓史料選集』(華愛出版社､且98冒隼)

睡魔 ;『鬼経 』

元開名O* 『中国歯柁健蘭文物囲録』(中華畜履､2000年)をこ｢睡魔園｣あり

煙兜 :『東戯略』

酒の遷撃敏｡意元老 『褒京夢撃録』姦三記載あ抄｡

;I::'L:.･･:･:.:.;言上

口調露子｡磨およびそれ蹴前の棒医 (レスリング)について総括｡
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碁 :『忘憂清栄集』

栄の李逸民｡現存する最古の棋譜｡

打席 :『打馬囲経』

未の李清照｡宋元繭代に盛んに行われたゲ-ムの一種｡女性の室内遊戯に適す｡李酒

照は著名な詞入｡

樗蒲 :『五木経』

唐の李朝｡漢魂南北朝時代は樗蒲が非常に流行｡

蟹 六 :『譜 撃 』

栄の洪適｡『容粛随筆』『夷堅志』の著者｡『事林贋記』に ｢打撃六囲｣あり｡

官儀戯 :『髄予選格』

唐の房千里｡騎尉から侍中に至る出世を競うサイコロゲーム｡升官囲｡

紺牌 :『詩碑譜』

明の五段梅｡引き雷てた詩碑に基づいて詩を作 り､優劣を競うo

拳 :『滑降譜』

明の裏福徴｡拒戦｡

痩詞 :『廃詞 』

酒の黄周塁｡塵詞は謎かけ｡はかに 『燈謎』『曝書』など｡

墨戯 ;『美風接辞梅花廻文 圃』

酒の沈土壌｡30首の梅花詩の文字を梅花状にあしらった園｡

腐封 :『健聯 叢話 』

酒の梁尊顔.『観謂轟』の著者｡封旬遊び｡

酒令 :『鰻政 』

明の嚢宏遺｡酒食の巣鷹的場面として 『紅磯夢』第40固 ｡第 63囲｡

叢録 :『粛 氏義種 』

清の粛絢｡

庖 各種韻事 遭腐 (指は内容による区分)

塞録 ;『雲煙 過 限録 』

栗の周密｡

『四庫全書緒哲』発家類雑品 :｢賓際に見た雷責雷器暑こついて記し､おおまかに優劣を

つけているが､それほど考叢はしていない｣｡

碓欝 ;『長物 志 』

明の文責亨.室慮 ◎花木から番薯までの十二類に分かつ.『四庫全書鍵田』では碓家類

碓品｡*東洋文庫

韓的 :『輿率蘭的 』

酒の蒐飼｡｢人 ｡期 ◎勉 ◎輿 (飲食)o事 ⑳鰻｣に関する歯の規約｡

jも 格致之腐 (胃は分野による区分)

原理緒 論 :『格致啓蒙』

英観の司都産｡

勉 学 :『地球緒論』

商圏の喝富士｡

物理学 ;『光学 』
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英国の田大里.

化学 :『化学初階』

美園の嘉約輸｡

磨欄緒論 :『工 程 致 富 諭 』

英国の嘱慣生｡

器械 :『汽機新制』

英国の由爾格｡

冶金 :『冶金録』

美園の阿軍属｡

電 気 :『無線電報』

菜園の蒐爾｡

叢縁 :『西聾知新』

英国の鱒蘭雅｡*玉揚宗『博蘭雅輿近代中国的科学啓蒙』(科学出版社､2000年)

九 叢刻之 腐

『美 術 叢 書 』

近入の部賓｡

第 甘 薙 家 事 (魔は軌 指は魔によって異なる)

菅 ●㍉二 束 守 -Gサ - とな った 諸 子 宙家 碍書 ､雑駁 常 客豊あ るが思想約倍

健 碍 あ る雷 を収 め る○

*立 説 -碓 説 之 魔

五 ∵ ∵ 二 二 儒 家 だ 患郎 芸隣 接 しな も為教訓書 を収め るo

*儒 家 類 家 訓 勧 学 郷的之腐

蒋 説 遭 腐 雑 駁 晋 は あ るが 知 魔 各三富んだ雷 を収 め るo

*記 事 -薙 撃 遭 腐

碓 第 蓬 腐 一 定 の排 列 基 準 魯芸徒 事三豊な 宅b各署 の記蔵 を挽 き離 した

- 雑 学 之 腐 (目は時代による随分)

蒐 秦 ;『墨 子 』

*東洋文樽｡ほかに名家の 『公孫龍予』､薙家の 『員氏春秋』など｡

繭 漢 :『涯繭鴻烈解』

劉安｡『呂氏春秋』の後を准もうで､先番諸子の学説を集大成.

後 漠 :『諭衡』

重充｡

『四庫全書綬目』:｢その言葉には過激なところが多く､｢剰孟｣ ｢問孔｣の二簾は--

聖賢と張り合っている｣｡ *東洋文庫

三 園 ;『尤物志』

魂の劉郡｡『豊賛 』(類書類)の編者｡且2の観鮎 (九徴 ｡健別 ｡流業 ◎樹理 ｡材能 ｡亭ij

害 や按諭 ｡英揺 りも観 ｡庖鯵 ｡致難 ◎鐸撃)による人物批評｡

膏 :『時務諭』
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楊偉｡『蘭書』に鱒無し｡

南北朝 :『金将予 』

元帝粛鰐｡酋今の事績を包括し､執成の意を含む｡金樽子は粛梓が即位する繭の親｡

唐五代 ;『顧 問書 』

唐の羅随｡

『四庫全書鍵田』:｢上巻 五 箇 はすべて老子の言葉で締めくくり､下巻五篇はすべて着払

子の言葉で締めくくる｣｡

宋 :『習撃 記言 』

葉適｡

『囲藤堂番 線 畠 』 : ｢経 史 諸子 百家を輯縁し､それぞれに論述を加える｡--議論は新

奇さを好む｣｡

兎 : 『三教 畢 心 諭 』

劉誠｡三教は儀 ｡悌 ◎遺｡

明 : 『菜厳 粛 』

洪磨明｡*岩波文庫

酒 ; 『潜 雷 』

唐 甑｡『論衡』の健に倣う｡上篇は学術､下篇は政治を諭ず｡

遺 風 ; 『臆 書 』

章 柄鱗｡苗代の各穫学説の考察､規賓問題および社禽改造霜寒の探求.

脚 線 ; 『佐治鶴言』

□閑名撰 ◎英国の樽蘭堆 (沼謬)｡西洋近原電の政治轟こ関する謬雷を収める｡

辛 :;-.∴工.i:.,十 ･.:;:三∴1.･J･.こ∴y ∴ ･､′

南北 朝 ;『望戒 象 讃 』

後魂の常寮｡『親 書 』本欄 ｡

腐 :『犬 蔵 治病 車 』

言.･.-;I.:.･:i

宋 :『饗 善線 』

李昌齢｡

『四庫全書鍵田』:｢罪福 因果を語る｡記載内容は 栗 の 撃 が 多 も3ものの､ ま ま 漠 観 衆 時

事に及ぶ｣｡

元 :『三教源流 捜 静 米 食 』

開名｡

明 ;『服食崇倹諭』
黄元脅｡

酒 :『執成撮蜜』
複望｡

発説之腐 (目は時代による区分)

漠 ;『風俗道 義』

鷹劫｡

『四庫全書綬揖』:｢事に因って諭を立て､文節はさわやかでキレがよ竃､物事を幅廉

く知るのに役立つ｣｡

唐五代 :『封 民間鬼記 』
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封演｡

『四庫全書緒冒』:｢唐風の小説は､非合理的になりがちだが､この書は話に横線があ

る｣｡

北 宋 :『魔 境 先 登 志林 』

蘇 鱗 ｡

『四庫 全 書 総揖』:｢蘇鱗が気ままに記したもので､ちゃんとした著作でな く､雷名も

無 い｡ 後 入 が 輯録 したものである｣｡

商 宋 ;『容 粛 随 筆 』

洪 遇 ｡

『四庫 全 書 綬 冒』:｢経史諸子百家から撃 巨星算まで､ これぞと思ったことを気まま轟こ

}- 恥じたものである｣.

金 ;『遺 勅 題 鍍 』

元好閑｡『遠山先登文集』巻四十に収める｡

兎 ;『綴 鯛 縁 』

陶宗儀｡

『四庫全書鍵 田』13ヽ説家事 :｢樫俗戯諺の語審問里都磯の零を混入しており､いささか

著傍の健に聴 く｣.

二､､･--'L- .:;;:

張罷｡先着の典籍から諸史 ⑳百家碁こ至るま等､通説に適合しない議論を展開｡酒代をこ

ぼ 『金敷署員』に入れられる｡

酒禰 ;『池 北 偶 談 』

宝悪感｡談散 (酒代の制度)◎談戯 (明中葉陽徳の尤物)e談蓉 (詩 文 評 論 ) ◎談巽 (輿

聞怪異)に分かつo

済 中葉 前期 ;『障 園随筆 』

東棟｡諸経 る諸史 ◎金石 ⑳束縛勉志から詣覚著述 ◎歯姓 名 ◎碓 記 ◎ 術 数 まで｡

酒 嘩糞後 期 ;『履 園 叢話 』

鰻泳｡奮闘 ｡開歯 ⑳葛藤 ◎水撃から陵墓 ◎園林 ⑳笑柄 ◎夢幻 ◎輝 記 まで｡

清 孝 ;『春夜 望 随筆 』

愈 堪 ｡ 学 術 考 叢 ､ 詩 文 の 雑録､民情の記載､時政の議論など｡

遺 風 ; 『叢 楚 粛 随 筆 』

工 ∴ .:,;:I.一･一 :∴ミr,.ll:･: '､~~;二㌦ ‥∴∴1t-･1.-●･｡･ I/.､丁‥､ 十･//I.･J.:;三上~:∴:I:i:i∴ 斗 ＼～ .

､ .:::-.:.:_･･∴ . , ;I..,I.了 二一 ミ ･/･ ･:.

第 言 … 『撃 富 治 要 』

唐 の 貌 徴 (等 参 観 )｡ 中 国 で は 失 わ れ ､ 四 部 叢 刊本は田本版宙こ基づ (0

第 撃 ; 『義 明 撃 類 紗 』

酒 の 桃 之 園 ｡

凝 議 : 『歯 今 風 謡 』

明 の 檎 憤 ｡ 『開 塵 全 書 綬 田 』 で は 郷 説家類｡ 別 碁三 『歯今諺』 があり､とも轟こ 『畜話諺』

に 収 め る ｡

諺 冨 『歯 認 諾 』

酒 の 能 文 滴 ｡ 引 用 書 は 860 種｡党秦から明 代 ま で の謡諺3300線首を輯録｡
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第十一 類 書 類 (魔は二｡目は嚢考之腐のみ)

嚢 考 之腐 カテゴリ-別に分類排列した書

一 重 考 之腐 (目は時代による区分)

三 国 :『皇賢』

魂の劉郡 (等奉敷)｡類書の元祖｡

六朝 :『修文殿御賢』

北欝の顔之推 (等番数)｡ 『顔氏家訓』の著者｡

唐 五代 :『聾文類賢』

唐の敵陽詞｡

『鋼棒全書緒畠』:｢カテゴリ- 順に並び､事柄が前にあり､文章が後に列なり､--

類書の単で慣例が最も優れている｣｡

宋 :『太 平 御 覧』

李賭 (等奉敷).一千番｡初名は 『太平編類』.太宗が毎目三番ずつ関讃し､一年で蔑

み終えたので､この名を賜った (宋敏求 『春明退朝録』)0

:-:∵ 弓㍉ 三上 i:圭､､上 音 ･:-I:,蕊 三上1

王朋 番 ｡唐の予立教 『類林』に基づいて作られる｡『類林』は長らく失われ､『四庫全

書鍵田』にも著縁されていない｡

兎 :『酋奪事 文額 栄 』

祝棒｡

『鋼棒全書線描』:｢各類は軍書の要語で始まり､次いで苗今の事賓､次いで露今の文

集が磨 く｣｡

明 :『五発条粗』

謝肇剥｡東 砂飽 ◎Å ⑳物 色事の 5部に分かつ｡*東洋文庫

酒 …『酋奇観讃 集成 』

腐照準の敷撰｡一番巻｡暦象 ㊥粛輿 ◎明倫 申博物 ◎理学 ｡経済の6部｡

二 滴 錦 之腐 *『永楽大典』は 『洪武鑑韻』の順序により典籍を排列

『願文韻府』

酒廃幣五十年御意｡原本は栗の 『韻府翠玉』｡

第 甘 二 胡淘説 家 類 (属は三｡因は時代による匝創

*寧稼雨 『中国文言13ヽ説綬昌提要』(欝魯畜社､且996年)

*魯迅 『中国pか説史略』(東洋文庫)@『歯か説鈎沈』

雑記寒説之 魔 特 番こ収 録 範 囲 を限定 せ ず 患こ､贋 宅磯事 逸 話 を記 録 した書 を

収 め る○

異聞之腐 怪異 題 を収 め る○

蕎藁葺嶺 滑稽欝を収める○

- 雑記斉説之腐

先秦 :『育史子』
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漠 :『西京雑記』

劉歌｡

『四庫全書絶冒』｢朴説家の言が多いけれども輯録は豊富であり､--枚南の詩は用事

(故事を引用すること)が謹厳であるが､それでも多 くこの書の言葉を採 り上げてい

る｣｡

膏 :『襲啓語林』

襲啓｡

劉宋 :『陛説新語』

劉義慶o志入/か説の代表作｡

梁 :『敷芸73も説』

敷芸｡

磨 :『酉陽雑観』

段成式｡*東洋文庫

五代 :『開元天 資遺 事 』

後周の重仁裕｡宮中の墳問縛車を記す｡開元 ｡天賓は､唐の玄宗の隼親｡

北宋 :『墨客揮 犀 』

影桑｡

『四庫全書鍵田』:｢宋代の遺関殊事および詩話文評について引用が豊富である｣｡

繭宋 …『祭 事 確 論 』

周密｡

『四庫全書 綬 冒 』 :｢墳事発言が九割を責めるので､退けて小説家に列ぬる｣｡韓 家 類 に

『暫東野 語 』 あ り ｡

兎 :『研 北 雄 志 』

陸友｡

『四 塵 全 署 練 冒 』 籍家類 ;｢すべて殊文墳事である｡陸友はいささか賞蟹に精し宅､ま

た 蒙 藷 に 巧 みであったので､書姦歯器に関する記事が多くを責める｣｡

明 :『陶庵夢魔』

褒岱｡*岩波文庫

酒 :『柳繭随筆』

重鷹萱｡讃書 と風聞の私記｡

:I::-:ラ;;U･.<-::I:_::.

漠 :『演武帝 内博 』

班固O

『囲健全書経目』:｢班圏と題するが､撮接は不明である｡--おそらく魂晋の閏の文

士がこしらえたものであろう｣｡
三 園 ;『山陽宛 友博 』

魂の蒋済｡

曹 ;『授静記 』

辛賓｡志怪煉説の代表搾｡*東洋文庫

前奏 :『玉子 隼拾遺 記 』

重義｡
『四庫全書緒欝』:｢その内容は荒唐無稽で､史侍 と叢禽するとすべて一致しない｣｣.

劉宋 :『幽明録』
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劉義慶｡ *東洋文庫

梁 :『周氏冥連記』

陶弘寮｡周氏と神要の感遵記録｡ *吉川忠夫 『中国苗代人の夢と死』

北 野 :『還 菟 記 』

顔之推｡『顔氏家訓』の著者｡春秋から宋 ◎欝までの各種の菟死相報の記事で､大部衛

が奮籍に見える｡

階 :『歯鏡記』

重度｡牽鏡の重版にまつわる王度と宜劫の物語0

腐 ;『遠地窟』

張驚｡冒本で流博｡*東洋文庫

五代 :『録異記 』

繭喝の杜光庭｡

北宋 :『太 平 贋 記 』

李砺 (等番数)｡五百番｡現在では失われた唐 ◎五代までの郷説を多 i収める｡

繭宋 :『夷堅 志 』

洪遇｡栗太の志怪Pか説の率で規模の大きなもの｡夷撃は､歯の物識 りの名 (『邦子』港

間篇)0

金 ;『歯 車 堅 志 』

元好問｡『夷堅志』ほど規模は大き(ないが､内容豊富｡

兎 ;『東欄 湖 海 新 開東堅顔志』

閑名｡

十 ･.･;.--∵.鳥 二'･:L:,I

漏夢龍｡歴代の筆記廓説およびその他著倖碁こ見える男女の懸愛故事｡

酒 :『堺 筋 志 異』

蒲松齢｡作者の見開 ◎繭先の題材 8民間樽説 ◎搾者の虚構を含む｡

三 幸斗 ∴ご.

魂 ;『業種 』

都琴浮｡後代の笑話畢文言73も説食髄に深い影響を奪える｡

腐 ;『啓顔 録 』

侯爵｡『菜種』の後を聴 ぐ盛要な著侍｡

宋 ;『軒 渠録 』

呂本中｡北栄から繭宋初期までの請託の故事を記す｡その多 Gは名臣の検閲｡

兎 ;『滑掌 録 』

開名｡呂本単の 『軒渠録』の模倣｡

明 ;『笑 府 』

漏夢龍. *岩波文庫

酒 :『漠 杯 錯簡 』

好機細｡白蘭生 (磨)⑳開明君 (檀)◎鰭先登 (紙)◎饗東予 (眼)の話O

民 囲 :『歴 柁 笑 話 集 』

王利器｡

第 幸 三 鐸 家 類 (属は無も)｡目は 『大蔵経｡の分類を亭臓 )
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経 :『金剛般若波羅蜜経』

眺秦の搾鳩摩羅什 (謬)｡経は牌の説法｡

律 :『サ粛律 』

眺秦の鐸弗若多躍 ⑳曙鳩摩躍錐 (岡謬)｡律は隣接の戒律｡

論 ;『大智度諭』

眺秦の鐸鳩摩躍錐 (罪)｡論は悌法の諭揮｡

諸宗 ;『六観増産 』

~･･∴一一∴:･･ ∴ ･I.~/､こ ::.(.･∴ :.- ∴ て∴:'1.::

′∴∴ ~∵:I:∴∴

:-,-:r'::･∴.:.:.::: ∴∴ '._ ∴一･･一. ･::∴-_ 中;･::::_;-:∴､//:=･:/.∴

碓箸 ;『弘明饗 』

梁の鐸僧佑｡

『囲樽全書緒因』 :｢緯線したのは後漢から梁までの悌法を明らかにする文章である｣｡

事桑 ;『法苑疎林 』

唐の鐸遺樫｡

∴ ･.∴ .‥';二 : =･∴ ･･:I.,∴ :i::･::- =_,:::::･:,::.∴二.････:.丁･ト∴一了､ :..:I.::~IL:･,.

念を生じさせる｣｡

∴･享･- .､ I.:.守.∴㍉

梁の躍僧佑｡後漢から梁までに潮謬された綬 ◎律 ⑳論の悌輿の目録｡

-:,.: t.∴ :::∴

悌教教輿の全集｡『高麗大蔵経』 『大正新修大蔵経』 など｡

外教 ;『東亜賓義 』

明の西洋の制覇饗.率因鬼と西洋風の問答形式O『四庫全書 総 悶 』 で は 籍家類｡*東洋
文樺

~_ ･∴ .㍗ :∴ :.･工 ∴ ･･.､:/･,･′･:I.･,∴､ノ･ ･･･‥言 ∴

･-_:I:-･'･Ll. 二..･ 1-1･∴.t::.･∴ こL'二･.‥∴･=､､ー1./.:∴

道教は 『遺戒』の分類を利用)

除籍経 ;『爵帝陰符経』

『鋼棒全署鍵田』:｢後の時代患こ現れた書物だが､深 (遺理に適っ竃おり､それゆえ撃

-:･こi':二ぎ言 :::I_:,I.;了で㌦､I,:.･･:･-::t 主1..pr･,::I-I∴ I:,:-:1-:.TJ∴

老子 ;『老子遺徳経』

*岩波文庫

関野予 :『関野予』

『四庫全書綬目』:｢鶴託ではあるが､その主旨を考 察 してみると､『天障子』畢 『無能

子』よりはるかに優れているので顧することはでき な い ｣｡

∴ ●-~･;:;I:､二

*岩波文庫

:L .I:'∴:::一･-

*岩波文庫､東洋文摩

周易参 閣契 ;『参問契』

漢の貌倍陽｡『周易』の盈象を道家の館野修養の説 に借 欄 ｡

三済 ;『佳子遺論』

95



魂の任昭｡『三国志』本俸.

膏 :『抱朴子』

葛浜｡内篇は純粋に道家の言､外篇は時政の得失を論ず｡*東洋文庫

商暫 :『少子』

繭哲の強敵｡『繭暫書』本俸｡

磨 :『無能子』

開名｡｢詞旨膚浅｣ (『四庫全書穂目』)… ｢唐代哲学史上､重要な位置を占める｣ (王明

『無能子校注』)

繭唐 :『暫丘子』

商店の欝略｡

栄 :『荘列十諭』

栄の李元車｡

覗 :『至瀞予』

閑名｡

『四庫全書鰹冒』:｢大旨は清心寡欲を重んじる｣｡

遣経 ;『上清大洞輿経』

後世の道教の上清派は 『大洞輿経』を梅本経典とする.

静狩 :『太上塵賓五符序 』

五符とは､東 ｡商 ｡西 ｡北 ◎中央の五方の符禽｡

重囲 :『龍虎手鑑固』

語録 ;『梓浸帝看官転書』

梓洩帝君とは文昌帝君のことO梓洩文昌帝君が歴世轟化した事跡を叙述｡

戒律 :『赤松子中誠経』

爵帝と赤松子の問答｡人には一つの星があり､その人の言行の善悪によって禍福がこ

れに鷹じるという｡

威儀 :『商塞燈儀』

労法 :『太忠九安心印妙経』

衆術 :『破迷正道歌』

讃頗表秦 ;『玉 音 法 事 』

諭吉 ;『輿語』

梁の陶弘寮｡*吉川忠夫 ◎賓谷邦夫 『異議研究 (評注篇)』

雑著 :『畏観全書 』

唐の呂謡 (呂洞賓)0

記博別録 :『許輿若鮎樽』
*『遺戒』の 『周氏冥連記』を収める (且963年版の漢籍分類目録では､飽本を朴説家

類巽開之展に分類しており不統一)0 『東京大学東洋文化研究所漢籍分類揖録』では道

家類に統合｡

記博経線 :『庖輿樽』

元の李遣謙｡

福 地 :『洞天福地獄酒名山記』
前萄の杜光庭｡

『四庫全書線目』:｢すべて神仙の玄妙な言葉なので､山川のことを記してあっても､

地理類には分類しない｣｡
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目録 :『遺減軽目録』

*近著に 『遺戒提要』(中国社歯科学出版社､且99且年)

叢刻 :『遺戒』
樺家の 『大蔵経』に機雷｡
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賃 .嵩

第 一 ヤ ㍗ ㌻ 『楚 齢 』 〔楚 の 屈 原 ､ およびその㌍笥下や後入が屈原に倣って作った作品の総柄〕を

心 十 手 十

第 二 別 集 類 個 鬼 別 の 詩 文 集 を 敗 め るo

第 三 絶 集 類 時 柁 別 ⑳ 地 域 別 ⑳ 文 健 別 な ど一定 の編集 粛雛 多芸経 つ竃複 数 の鬼の詣蕊

を 集 め た 書 を 収 め る o

∵ ∴ 十 十 _∵ ∵ 詩 文 碁芸 関 す る 評 論 ◎ 随筆 を収 め る○

第 五 詞 曲 類 詞 と 曲 藍 も適う 二 つ の新興 ジ ヤ3/}紅の雁 品､ お よび をれ 轟三組ず る語 を般

め る ○

節 - ■楚 齢 紫 (属 は 無 も為O 欝 は 時代碁こよる区&)

正 文 ; 『楚 新 』

漠 …『楚 節 章 句 』

王逸｡栗 の 洪 輿 凝 着こ補 注 あ り｡

唐 :『楚新 音 』

閑名｡敦燈本｡

宋 :『楚新 集 註 』

宋轟｡

『因摩全書総冒』:｢(重逸と洪輿観の)蘭書 が 訓 話碁こ詳しももものの主旨を得等いなも竜三

とに鑑み､曹編を総括してこの本を定めた ｣.
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明 :『属宋 歯音 義』

陳第｡｢『毛詩歯音考』の著者｡蘭書には深い関連があるため､『四庫全書給田』ではと

:･､.:'1.㌦;班 .一∴∴ ∴∴:;-･∴ :

･' ∴ 二∴ ､'･･:｣

重夫之｡

既囲 ;『屈原威校 注』

蓑亮菜｡『楚節畜田五穫』も編第｡

二十一 ∴ ∴工 ∴ ～∴ ∴､∴∴∴∵㍉㌦ 言∵ ･､て∴ ∴ 工 ∴ 弓.～.∫

*明代の区分は吉川宰次郎 『克明語概説』轟こ従う｡

漢観 衆覇 道腐

■∵∴ +∵

北衆意腐

繭宋遭魔

金魔道腐

明禰 遊廓 渋 照隼 閣 〔-且竣25〕ま晋 爵芸盤 まれ た魔物 の詩文 集 を聡 め

る○

明 中葉之腐 盗聴 年 間か ら嘉 靖 五年 ま雷 〔旦壕26-旦526〕暴言盤 まれ たÅ

物 の詩文集 を収 め る○

明季遭腐 粛清六年 〔及527〕陽終 審這生 まれ た風物 の詩文集 を収 め る○

済禰遭魔 噸治 ⑳頗照隼 閣 露芸活躍 』た先物 碍語濃集 を版 め る○登 ま

れ爵豊明莱○

治療薬繭期遊廓 薙遮 ◎乾経年済爵芸活躍 』た風物 碍詩文集 を収 め るo盤 ま

れほ酒禰 (噸治兎年番ま鳳毎週趨隼)○

酒中葉後期遭腐 嘉慶 ⑳遺発露芸活躍 』た風物職詣濃集を収めるo生 まれ は

酒中葉前期 (殖産元年爵濃且冒23年)○

酒季遭魔 威豊 ⑳曹司治 ⑳蒐絡 ⑳窒統患芸活躍 』た風物碍語濃集を収め

る○生まれは酒中葉後期 (嘉慶元年は 且冒96療)o

∴∴+∴ 済季 (威豊元尊者ま且$5鳳隼) 審芸生まれた風物職詩文集を

了∴ I:･∴∴･

漠 ;『薬療邸文集』

.:::-r二

三困 ;『常子建文集』

魂の雷聴｡*中囲詩人選集3(岩波書店)

_こ･ 丁∴'--t∴ .二-..1

陶潜｡*『陶澗明全集』(岩波文療)

劉宋 ;『謝腐楽集』

∴●∵‥∴

繭欝 ;『謝登城集』
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謝跳｡

梁 :『梁昭明太子集』

昭明太子爵銃｡『文選』 の編者｡

陳 :『徐孝穆集』

徐陵｡『玉東新詠』の編者｡

後貌 :『温侍讃集』

温子昇｡

北欝 :『貌特進袋』

観取 ｡ 『親書』の撰者｡

北周 :『廃開府集』

煉信.

隔 :『年商章集』

牛弘｡

二 唐五代 之腐 *羽 音曹環樹 『唐詩概説』(岩波文庫)

商鼻 『唐集赦録』(中華書局､且980年)

初 唐 :『寒 山詩集』

鐸寒山｡*中国詩人選集5(岩波書店)

盛唐 :『枚 工部 集 』

枚繭｡ * 『枚詩』(岩波文庫)

中唐 :『由氏長慶集 』

由属易.

晩唐 :『李 義 山詩集 』

李商隠｡*申囲請人選集 且5 (岩波書店)

五代 ;『碧雲集 』

繭唐の李単｡

三 北宋 之腐 *吉川専次郎 『宋詩概説』､祝尚書 『宋大別集赦録』(中華畜園､且999年)

『蘇 文 思公 詩集 』

蘇拭｡* 『蘇東被詩選』(岩波文庫)

･'こ ぶ .二､㌦ /:_:,

『済 南文 集 』

経済｡*中問詰Å選集二条8(岩波酋店)

義 金兎盈腐 *蓄用事次郎 『克明詩概説』

金 …̀『兎遠山詩集』

元好問｡*中困詩風選集二集9(岩波書店)

∴ '-■∴~こ∴二∴

薩都刺｡

∴ I:-.:':.I/.:_∴:.

『青郷高季過先登詩集』
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高啓｡ *中国語入選集二集 10(岩波書店)

庖 明 中葉 之 属

『六 郷 屠 丑全 集 』

唐寅｡

Jも 明孝之腐

『嚢中郎全集』

嚢宏遺｡*中国語Å選集二集 且1(岩波 書 店)

九 滴初之腐 *張舜徴『清人文集別録 』､褒 行 雲 『清人詩集叙録』

『呉梅村編隼詩集 』

呉偉業.*中国語入選集二葉 且2(岩波書店)

甘 酒中葉前期之腐

『奨謝 親 房 集 』

::I-lil;::::

骨-- 酒 中 葉 後 期 乏 腐

『産 愈 文 集 』

襲 由珍｡ *中国語尤選集 二集 且4(岩波書店)

骨 二 滴 孝 之 魔

『僚 文 正 公 詩 集 』

-∴.･十二･ミ

サ 三 遺 風 之 腐

『観 望 餐 林 』

酒の重困経｡

第 三 線 条 寒 (魔は十二｡団は魔によって異なる)

文選之腐 本来なら詩文之魔を芸風ると這量だが､特別級も泡o

㍉∴二∴ 時縄を基準 と』竃編纂 』た線条を収める○

各地之腐 地域を基準 藍』竃編纂 』た線条を収めるo

十二言∴∴ 家族の緒麓を収める○

十王∴↓ 交遊開係轟芸ある武原碍緒袋を収める○

詣寛之腐 文髄を基準 と』竃編まれた線条を収めるo

楽府之腐 漢魂六朝時原電の歌曲および唐人の模擬搾品の緒

集を収める○

節賦断髄固寛之腐 齢威 ◎断髄 ◎固文の聴集を収める○
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題詠之腐 特産のテ-常爵三つもBで詠 つた詩 文 の 絶 集 を聡 め

る○
偽者相投贈之腐 磨翻された詩文の聡集 を収めるo

一 文遠道魔
･∴:,=二
梁の昭明太子爵銃｡*金将漢文大系(集英社 )

. I.::-.:'工言 .･.;号ミ:∵ ∴ :-,:I,..::t･.
患 歯漠貌 六 朝 :『酋文 苑 』

□開名｡

;/-:,/掩..::.I_ 二::∴､:･::,.A.I--I:'1-.∴.~(,∴ ?:-I-∴ ′;′ ･._:'･_UT:二言･-.､･･..･_'L -･{

./-I ~::十∴､､こ:

唐の元結｡

-I;､‥L.:r二 .･∴こ /:.∴ 豆･-:∴･･.:い･ /:∴ 一一 :∵ t､':∴ ･7'.'-{､二､､八

∴ I. ･ ∴ ､:--:_

酒の李詞元.

'. ･:∴ ∴~∴ _::二

∴::,∴ t∴ .･:･I::.ミ;∵∴::･ ト. '- . .1･,.

磨 宋 ;『唐 栄 典 家 文 語本 』

酒の汰播磨O

‥ ∴ '∴､∵㍉∴∴･

酒の重に俊O

●∴ 一一､'. ∴

遺風の陳述｡謝名は 『遼覚醒』｡

金 ;『中郷集 』

元野間｡

『囲腐食書籍招』:｢話者三よって史を存す｣｡

∴-:､ ∴ノ:-:･'::::_::

蘇天爵｡

『囲藤堂番線指』:｢韓鋒じた諸作品は元初から延祐隼済ま雷管あり､兎の文章が極め

て盛んだった時期に雷たる｣｡

宋 金 兎 :『宋 金 元請詠 』

清の呉蹄｡

明 :『列朝詩集』

清の鏡謙益｡明代の約 2,000人の代表作を選録｡

金 克 明 :『金 義 明先 太 家 濃 選 』

清の李祖陶 ｡

酒 :『戊 成 六 粛 予 遺 集 』

張元済｡戊成政撃 (且898)の際に逮捕鷹潤された爵嗣問など6人の選集｡*張兎酒は

著名な蔵書家で､商務印書館の重要入物の一入｡近年､畜簡⑳序駿｡冒記などが次考

に整理出版された｡
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歴代 :『歴代詣選』

明の暦学俊｡ *人文網に陶湘奮痛撃 禎 刊 本 あ り ｡

各地 之腐 (目は地域による区分)

曹 直隷 :『囲朝畿輔語博』

酒の陶棟｡

Jも旗 :『八旗文経』

酒の盛翌◎楊鍾童.

注蘇 ;『渡海英塞集』

酒の阪元｡

密 教 :『蛍池 二 妙 集 』

酒の劉陛桁｡

山西 :『河扮 諸 老 詩 集 』

元の房蔭｡

『四庫全書韓日』:｢麻革から曹之諸まで八人の詩を集め､人ごとに一巻とする｡いず

れも金の遣老である｣｡

山東 :『囲朝 山友 誼 紗 』

酒の意見暦.

河 南 ;『中州 名撃文豪』

明の劉昌｡河南に赴任していた時に蒐集｡

挽 肉 :『択西袋』

明の雷撃俊.『歴代詩選』に収める｡

新注 ;『困朝院都詩輯』

酒の呉振桟｡

江南 ;『都陽濫家集』

酒の史簡｡

繭湖 ;『楚魔術』

酒の摩元度｡

湖北 ;『湖北詣徴簡略』

酒の甘滑車｡

湖南 …『湘 中名撃遺集盃穫 』

酒 の 陳遅潜｡

::.I..': 一 ･I∴ ∴

酒 の 李 謂 元 ｡

福 建 ; 『閣 語 録 』

酒 の 鄭 悉 .

贋 褒 : 『嶺 繭 三 太 家 語 選 』

酒 の 重 聾 ｡

∴ ~･: . ∴ 三1.-LL:/ ∴ I.･･1..

滴 の 許 郷 欝 ｡

∴ ~ ∴i;:::_:;:.:t･工 ∴ ∴

酒 の 葵 友 芝 ｡ 『郡 辱 知 魔 鱒 本 番 掃 』 の 著 者 ｡

外囲 ;『乗歯 文 存 』
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朝鮮の金正喜｡

四 家集之腐

『賓氏聯殊集』
唐の饗常 ･賓卒 .

『四庫全書線揖』

する｣｡

襲撃 ｡賓摩 ｡賓翠｡

:｢一入につき一巻で､各巻にそれぞれ小序があり､その経歴を詳述

五 故奮之腐

『障囲女弟子詩選』

酒の貴校｡

六 詩 文 之腐

『五重新詠 』

陳の徐陵｡*岩波文庫

患 饗府道魔 (目は無い｡排列は時脚 贋)

『繋府詩集』

栄の郭茂構｡

八 軒威餅髄回文之腐 (目は内容による区分)

新巌 :『忠幸家厳紗』
清の張意 言 ｡ 『楚齢』の流れを汲む累の紀集｡

餅鷹番柁 : 『唐 餅慣 文紗 』

酒の 陳 均 . 囲 字または六字の封旬で構成された文 (開六文)の綬集.

断髄 :『掴六法海』
明の王志堅｡親密から元までの四六文を集める｡

固文 :『回文類賢』
栗の桑陸路｡上下どちらから讃んでも意味を成す詩の線条｡

九 柁贋詞歯嚢啓時又之腐 (指は内容による区分)

民儲 ;『明紀層暴挙』

酒の輩本腰｡書簡の密集｡

詞薗 :(該曹書無』)

皇帝の新令書を代作したものの緒集｡

義啓 :(該雷書無し)

皇帝への忠泰文の綬集｡

時又 :『問治安商科新注 開 塾 』

清閑名｡八股文の聴集｡

辛 題詠之腐

『百糞新詠』

清の顔希源｡
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十一 倍相投贈之腐

『西崖酬唱集』

栄の楊億｡

『四庫全書姥冒』:｢その詩は唐の李商随を手本とする｣｡

十二 課聾之腐

『撃海蛍集』

清の院元｡*撃海蛍は阪元が画展絶智の時に贋州に開設

第囲 詩 文 評 類 (廟は亙｡目は魔によって異なる)

各代之腐 ある時代の詩文を対象とした評論を収めるo

各地之腐 ある地域の詩文を封象とした評論を収める○

詩 話 文 話 之 腐 時代牽地域を限定しない評論を収める○

齢 賦 断 髄 時 又 之 腐 緒袋類の新威断髄固文之腐○柁腐詞歯嚢啓時又之腐者こ

封磨ずる○

- 各代之腐 (胃は時代による区分)

先泰 ;『春秋詩話 』

酒の努孝輿｡

漢 :『漢詩聴説 』

清の費錫磯｡

唐 ;『本尊語 』

孟柴｡作品の誕生にまつわる温ピソ-ド集｡情感 ◎零感 ◎高逸 ｡怨慣 ⑳徴巽 中概容 ⑳

噸俄に分かつ｡

濫伐 :『五代 詩話 』

酒の重悪感｡未完の作で､門人が博紗｡

宋 :『宋詩配車 』

酒の腐顎｡

『四庫全書線冒』:｢掲載した事柄に関わりの無い詩を多 く収めて､まるで聴集のよう

であり､掲載した詩に関わりの無も)事柄まで話が及んで､ほとんどか説家に類する｣o

遼 金元 :『遼代 文学 考』

酒の責任髄｡

明 :『明詩評 』

重陛東｡

明酒 :『本 尊 詣 』

酒の徐醜｡

済 ;『酒代 開閉詩 風徴 略 』

施淑儀. 噸治から兜緒まで 且260線名の姓名 ◎里屠 ｡著述 ｡事績など｡

歴縄 ;『歴代詩話』

酒の呉景旭｡
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各地之腐 (田は地域による区分)

江蘇 :『贋 陵諸 事 』

清の翫元｡

安徴 ;『開 城 文学淵源考』

近大の劉聾木.

新注 :『全新語話』
酒の陶元藻｡

江 南 ;『蕗 章 詩 話 』

明の郭手車｡

『四庫全書緒指』:｢郷里の人の詩と郷里で作られた詩 とを論 じ､苗代から明に至る｣｡

四川 ;『国 中詩 話 』

明の雷撃俊｡

福 建 :『格 城 詩 話 』

酒の杭世親｡

霊 肉 :『演 商革 堂 詩 話 』

酒の檀琴｡

詩話 文 話 之腐 (目は時子宅による匝鄭

曹 ;『文 章 流 別 志 諭 』

撃虞｡ *叢書部-入所欝畜類 『聾太常遠雷』参照｡

南北 朝 ;『文 心願 龍 』

梁の劉凝｡ *世界歯輿文学全集 (筑摩畜房)

磨 :『二 十 四詣 品』

.:;Jノ:tI≡;･:I-:

北 宋 :『六 一 属 丑 詩 話 』

二鳥､誹 汀 .

繭宋 ;『治 浪 詩 話 』

願羽｡ * 『文学論集』(中国文明選 且3)

金 :『浮 繭 詩 話 』

王君虚｡『渉繭適者集』の著者｡

『四庫全書綬冒』;｢金 ◎元の将官竃に､学問に擬底がある入物 として､重若虚の右に蹴

る者はいない｣｡

兎 :『木 天禁 語 』

::圭:.:/:.

『四庫全書鍵目』:｢その慣例 は煩磯冗輝で､数え切れないほどである｣｡

明 :『浄魔 詩 話 』

楊憤.

酒禰 ;『漁 洋 語 話 』

王土蔵｡神韻説｡ *中国語入選幾二集 且3 (岩波書店)

酒 中葉 前期 ;『談 龍 録 』

超観信｡玉葱蔵の姪の婿だが､詩壇におももては尉立｡

酒 中葉 後期 ;『昭昧魯言』
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万乗樹｡桐城派 (穏やかで格調ある文章創作を主張)としての詩論｡

酒 季 :『射鷹榛詩話』

杯昌率｡鶴首戦争時期の詩歌創作に関する重要書｡

近大 ;『文品桑紗』

郭紹虞｡『中国文学批評史』の著者｡

囲 齢賦断髄時又之腐 (目は内容による銘分)

楽府 :『楽府宙題要解』

唐の呉競｡

『四庫全書緒目』:｢好事家が--郭茂鰐の引 く ｢饗府解題｣ を輯録して､呉親の書と

償ったものである｣｡

新願 :『牽律開鍵』

栄の鄭起潜｡

断髄 :『囲 六 叢 話 』

酒の孫梅｡

時又 :『四書大郷題 韓解 』

酒の蘇滑川｡

集唐 ;『袋唐要法』

酒の郎延極｡集唐は､唐人の詩句を集めて-篇の詩を搾ること｡

五 叢刻之腐

『歴代詩話』

酒の何文換｡

第 惑 詞 曲 寒 (廃紙 ｡欝は時翻 こよる区分を基本とする)

詞集之腐 個鬼別 殿詞袋 を収 め る○ 別 窺類 碁こ相 済 ず る ○

詞遠道腐 複数の鬼 碍詞 を集 めた全 集 ⑳選 集 を 収 め る 〇 線 梁 瀬 各芸 欄 曹

ずるo

詞話遭魔 詞を芸関す る艶 評 を般 め るo 詣 選評 額 爵芸 欄 爵 ず る と

詞譜詞諸道腐 詞職 者 饗 的 要 素 轟芸 関 す る 署 を 収 め る ○

南北曲遭魔 戯 曲 碍 撃 濁 僅 品 牽 個 鬼 別 殿 搾 品 集 を 収 め る ○ 腰覗梁 瀬 爵三 相 嘗

ず る ○

+ ∵-∴ ∵ 複 数 碍 風 碍 戯 曲 を 集 め た 餐 集 ◎ 選 集 を 収 め る 0 線 纂 寒 暑三 欄

済 ず る o

∴ ㍉､二 二 戯 曲 轟芸 開 ず る 艶 評 を 収 め る o 詩 文 評 類 碁三 相 嘗 す る o

曲 譜 曲 韻 之腐 戯 曲 の 斎 撃 的 要 素 各三 関 ず る 雷 を 収 め る ○

- 詞集之腐 *碗宗麟 『詞集 考 (唐 五 代 宋 金 元 編 )』

唐 :『香匪詞』

韓慮｡
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五代 :『商唐二主詞』

李塀 ･李燈｡ *習慣的に詞集之層に分類

北宋 :『東披詞』

蘇拭｡

繭宋 :『稼軒長短句』

宰棄疾｡

金 :『遠山楽府』

元好間｡* ｢繋府｣は詞や曲を指す場合もある

元 :『天強襲 』

白撲 (自仁甫)｡元の四大戯曲家の一｡

明 :『層庵詞』

楊基｡

清初 :『秋雪詞』
余憤｡『板橋雑記』の著者｡

酒中葉前期 :『納蘭詞』

納蘭性徳｡

酒中葉後期 :『玉壷山房譜』

改筒｡『紅楼夢囲詠』の著者｡

情事 :『複望詞』

:欝.I,l=.釈.

近入 :『観望義短句』

酒の重囲姥｡

詞 選 之腐 (歴代 ◎各地 ｡家集を臼として附す)

唐五代 :『花閣集』

後喝の趨崇辞｡

『四庫全書綴目』:｢宋以後､健製はますます複雑になり､選録はますます多 くなった

が､淵源を遡れば､この選集を最古とすべきである｣｡

宋 :『陽春泡雪』

趨開産｡

金 :『中州楽府』

元好問｡

宋金元 :『四郷粛所刻詞』

酒の王騰賓｡

元 :『鳴鶴鯨音』

元の彰致単｡

『四庫全書姥目』:｢唐以来の羽流 (神仙の術を修める者)が著した詩鯨を輯録する｣｡

清 :『筒中詞』

爵猷

歴代 :『草堂詩鯨』

森閑名｡

『四庫全書緒目』:｢詞家の朴令 ･単調 ｡長調の区分は､この書より始まる｣｡

各地 :『囲朝常州詞録』
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酒の謬萎孫｡

家集 :『李氏花等集』

栄の李淑 (等)0

詞話之腐

宋 :『碧鶏漫志』

王灼｡

『四庫全書絶冒』:｢曲調の源流を詳述する｣｡

元 :『詞旨』

隆行直｡

『四庫全書総目』:｢大したことは言っていないので､失われても惜 しくはない｣｡

明 :『詞品』

楊懐｡

酒初 :『詞苑叢談』

徐跳｡

『四庫全書緒目』:｢専ら詞家の激賛を集める｡--･採録は豊富で､輿接も明由であり､

詞を論ずるものの総合 とするに足る｣｡

酒 中葉 前 期 :『詞 林 紀 撃 』

張宗構｡

酒 中葉後 期 ;『南 村 詞 話 』

李謂元｡

酒季 :『詞概』

劉無我｡

遺風 :『入 間 詞 話 』

酒の重囲経｡西洋の美学を申国文学に適用した最初の著搾｡

囲 詞譜詞韻之腐 個 は詞譜 ｡詞韻 ◎叢刻)

詞譜 :『詞樺 』

清の繭樹｡

『四庫全書絶目』:｢腐宋以東､詞詞の馨律によって字句を雷てはめ歌を作る方法は長

らく失われていたが､寓樹はその八､九割を得た｣｡

詞韻 :『詞韻』

清の伸髄｡

『四庫全書韓日』:｢詞韻は-･･･明の沈諸がはじめてその枠組みを創出した｡仲恒のこ

の書は､沈諸の書をもとに､これを訂正 したものである｣｡

叢刻 ;『詞 撃 全 書 』

酒の査培擬｡

五 南北 曲之腐 (散曲 ⑳賓巻 ｡滞詞 ｡鼓詞 ｡薙曲を目として附す)

*学修生 『古本戯曲劇冒提要』(文化聾循出版社､且997年)

宋 :『商詞蝶懸花詞』

超令時｡

金 :『董解元西麻記』

毒口｡
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元 :『感天動地賓蛾寛』

開漢卿｡

元明:『劉補強桃図三精義』

□開名｡

明 :『牡将亭還魂記』

混.誇r三･虹

酒初 :『殊陵春』

呉偉業｡

酒中葉前期 :『養生殿博奇』

洪昇｡*東洋文庫

酒中葉後期 :『冬青樹』

蒋士綻｡

清孝 :『魔山博』

..;:民･呈_

近入 :『紅橡輿夢博奇』

予｢｡

散 曲 (元碓劇の歌詞の部分 とまった く同じ性質をもつ濁立の歌曲ジャンル)

金 :『厩然集』

開名｡

元 :『東添楽府』

馬致遠｡

明 :『誠欝楽府』

告;I..lL.嘉.

酒 :『鈍吟楽府』

･∴;.I:･･.'L

賓 巻 :『孟蓑油密賓巻』

清閑名｡牽巻は説喝文学の一種｡

弾 詞 ;『藤生縁餐博 』

□開名｡滞詞は弦饗器の伴奏をこ禽わせて歌う民問文勢の-樽｡
鼓 詞 ;『木皮散風教詞』

L･:, I:l'圭...:- .::.:::::･･ 三'･...､●:㍉･∴･･･二･∴･.I∴:'.:′∴:.'･∴､
碓 曲 ; 『樹枝鬼』

明の端夢龍o『蛙富歌』(曲選之腐碓曲)の編者｡*大木康『鵜夢龍一-乱射歌の研究』

六 曲 選 之 腐 (散曲 ⑳薙曲を胃と』で附す)

南北 曲

元 …『兎 曲遷せ幾 』

明の減悪徳｡

克明:『脈望館紗校本宙奪 寒劇 』

明の趨碕美｡

明 :『盛明雄劇三十種』

沈泰｡

清 ;『清人発劇初饗』
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近大の鄭振鍔｡

近大 :『京劇叢刊』

中国戯曲研究院｡

歴代 :『酋本戯曲叢刊』

古本戯曲叢刊編刊委員脅｡

散曲 :『朝野太平新督楽府』

元の楊朝英｡

碓曲 :『敦燈撃文集』

周相良｡敦燈石窟から葛見された唐 ｡五代時期の説唱文学｡

庖 曲話之腐

宋 :『帝劇段数』

周密｡ 『武林曹事』巻十に収める｡

元 :『録鬼簿』

鍾嗣成｡元曲家の経歴や作品を輯録｡研究者必備の書｡

明 :『商詞赦録』

徐潤｡商戯に関する最も早い概論的著作｡

酒 ;『劇説』

無宿｡各書に散見する諭曲 ｡諭劇の語を集成｡

近Å :『酒代薫都梨園史料』

張江裁｡二百年以上にわたる北京の戯曲の歴史を反映する史料｡

Jも 曲譜曲韻 之 腐

『太 織 鑑 音 譜 』

明の宋樺｡酋輿戯曲 (散曲を含む)の理論 と史料､および北緯劇の曲譜｡

九 因縁叢刻 之 腐 (目は団録 や叢刻)
因縁 :『曲線 』

酒の重囲経｡ * 『宋元戯曲考』(東洋文庫)

叢刻 ;『中細 歯興 戯 曲諭 著 集 成 』

単囲戯曲研究院｡

第 荒 磯庵説 類 (魔は三｡目は車齢 説之腐看三あり)*魯迅 『中国廊説史略｡(東洋文摩)

短 篇廓 説 之腐 短 篇 廉 説 集 を収 め るo

章 固jjヽ説 遣 魔 長 篇 廊 説 を収 め る○

･ :･}:済 .'･-:-ニ:へ王 .iJ:

『嘉本 通 俗 pか説 』

宋開名O繭栗の人情噺の筆録､京本は都のテクス トの意｡*吉川幸次郎謬 『西山一題

鬼--京本通俗jjも説』
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章回pjも説之腐 (目は内容による区分)

講史 :『三園演義』

明の経本 (躍質単)｡歴史小説｡

煙粉 ;『紅楼夢』

酒の曹雪芹｡人情小説｡

東経 :『西遊記 』

明の呉承恩｡神魔か説｡

説公案 :『忠義水瀞全書』

明の岸本｡鱗義pj､説 o

風陛 ;『儒 林 外 史 』

清 の 呉 敬 梓 ｡ 議 刺 小 説 ｡

因 縁 叢 刻 之 腐

∴ こ二:;･,I.:署.詰 ∴ ∴ ;:':i二-∴ 三｣

遺 風 の 孫 槽 第 ｡ * 『中 国 通 俗73､説綬目提要』(中国文聯出版公司)
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叢書部

第- 兼叢類 景防寒から一人所箸書類までの限定された編集方針にとらわれな

い叢書を収める○

第二 景鰭類 善本の複製を目的とする叢書を収める○

第三 輯侠類 すで碁こ失われた書の復元を冒的とする叢 書を収めるo

第綱 郡絶類 地縁を基準に編集された叢書を収める○

第五 一敗所署書類 血縁を基準轟こ編集された叢書を収める○

節 - 薙 叢 類 (魔は六｡畠は無も))

一 乗 元 之 腐

『商 用 撃 海 』

栄の左童｡

最も畢 (編纂された叢書は栗の愈鼎孫 ◎愈経の 『儒学警悟』｡ほかに著名な叢書として

元の陶宗儀の 『説葦』｡

~ ､工;:...;ブこ)

『漢魂叢書』

程栄｡*重讃 『増訂漢貌叢書』

三 酒噸康薙乾朝之腐

『撃海瀬編』

曹溶｡『流通高書的』を著して､蔵書を秘匿することに反封｡

鋼 酒裏道朝之腐

『丑産屠叢書』

黄黍烈｡題験集に 『菟国威畜意識』などあり｡土産属は書斎名｡毒因は親｡

五 滴威開発窒覇道腐

『竪堀望叢書』

伍崇曜｡贋東の入｡尊 は贋 東｡郡邑類に 『富商遺書』0

六 民国之腐

『歯芽榛秘笈』

孫硫修 (響)｡孫硫修は 『中国凝板源流考』の著者｡*張元済 『滴芽樽塩練書録』
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第二 景 防 寒 (腐 ｡目は無い)

『四部叢刊』
且922年初編､1926-29年東印 (21種の版本大帝)､且936年縮印｡

第三 輯 供 類 (腐 ｡目は無い)

『玉函山房輯供書』

酒の馬国翰｡もとは 632種だが､すでに40線種失われる｡経 ｡史 ｡諸子の三編に分

かれる｡経編が最も充貸し､16類 400線種を収める｡

第四 郡 鼠 類 (属は無い｡目は地域による区分)

曹直隷 :『畿輔叢書初編』

酒の王瀬｡

東三省 :『遠海叢書』

遼海苔社｡

江蘇 :『常州先哲遺書』

酒の盛重機｡

安徽 :『費池先哲遺書』

清の劉世桁｡

山西 :『山右叢書初編』

近大の任噺 (響)0

山東 :『山左党誌遺書提要』

近大の陳準.但し提要のみ｡

河南 ;『三 治 望 叢 書 』

近大の強風垂｡

駅西 ;『開中叢書』

通人の宋聯窒 (守)0

新注 ;『武林掌故叢編』

酒の丁丙｡

江南 ;『務章叢書 』

酒の胡恩敬 (響 )｡

湖北 :『湖北先庶遺書』

近大の慮靖｡

湖南 :『湖 南 叢 書』

通人の孫文豊 (等)0

福建 :『滴城宋元閣僚遺書 』

清の祝昌泰 (等)｡

贋 東 :『嶺繭遺書』

酒の伍元額 ｡伍崇曜｡

雷雨 :『雪 面 叢 書 』

近大の趨藩｡

費用 :『鈴蘭叢書』
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近大の任可澄 (守)0

田本 :『海外新書』

酒の鏡泳｡『孝経』および荻生蟹松 (損俸)の 『締遺』『癖名』を含む｡

第 義 一 娃 麟 箸 書 類 (腐 ｡目ともに無い)

『河南二程全書』

宋の程顛 ｡程願｡

第 六 一 風 麟 箸 書 類 (儀は八｡目は無い)

*叢書の出現は 且3陛紀に入ってからなので､廟は宋以後について立てられる.

但し､宋以前の入物について､その著作が経 o史 ｡子 ｡集にまたがる形で全集と

して編纂された場合､形式の上で-入所箸書類に分類せざるを得ない｡ここでは

例として 『撃太常遺書』を載せる｡

『筆太常遺書 』

膏の撃虞｡文集 ｡決疑要注 ｡文章流別志諭を含む｡『決疑要注』は史部｡

r ㍉∴i.I_i.:i-;I

『軟陽文忠教条』

欧陽鱒｡『四部叢刊』では集群 (『四部叢刊』に叢書部は無い).

二 金克之腐

『知非望集』

元の困率｡

一 三ミ;i:::!I:-.:ji

『夢室 山房集 』

胡鷹鱗｡『贋肇叢書』に収める｡手招の 『少室山房筆叢』も分類は一入所署書類｡

/; 二::i七･..i二::･;)

『亭林遺書 』

顧炎武｡
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五 滴中葉前期之腐

『鹿洲全集』

藍鼎元｡

六 滴中葉後期之腐

『章既遺書』

章撃誠｡

庖 酒孝 之腐

『曹 文鑑公全集 』

曹囲藩o

jも 近 英之腐

『讃劃 陽全集』
酒の爵嗣問｡*『仁撃』(岩波文輝)

参考文戯

吉川率次郎 ｢中国文献学大綱｣｢支那文戯撃大網｣『雷用事次郎遺稿集 且』筑摩書房､且995年

吉川尊次郎 ｢事柄の学問と言葉の学問--京大人文研東方部の蔵書について｣『吉川幸次郎講演集』筑摩書

房､且996年

井波随一 『細の座標- 中国冒録撃』厩帝社､2003年

*賓例に関する詔書等の参考文願は必ずしも網羅的ではなもう｡
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附録

『天 津 固 因 』 鎗 類 一 驚 (部一類一顧｡目は無い)

1936年､中国留学から戻り研究書に入った吉川 (幸次郎)は､前年に韓国し2カ周前に研究所員となっ

ていた倉石 (武四郎)とともに､研究の時間を割いて分類目録の作成を開始した｡細目分類のモデルには､

倉石の童案により天津図書館の書目が使われた｡吉川らは､研究書の戚する全漢籍の-蛋-頁に目を通し､

彼らの学問健系にもとづき､改正を加えつつ現在の分類を作りあげた0(『人文科学研究所 50年』｢漢籍分類

目録｣ より｡京都大学人文科学研究所､1979年)

軽部

産経正注類 禽刻之魔 (十三経注疏 ○四書章句集注など)

分刻之履 (義経集博 ◎春秋経侍集解など)

列朝霞解類 磨以前易之腐

宋克明易之腐

近陛易之腐

樹易終河洛緯之腐

尚書歯今文之腐

尚書-篇-義遭腐

樹韓候及函南篇之腐

毛詣之腐

詣序詩語之腐

三家語之腐

樹詣蹄之腐

周薦之腐

儀薦之腐

薦記之腐

三薦聴義之腐

三薦分類専門之腐

滑稽緯

饗之属

樹饗緯

春秋左博之腐

春秋事賓分類之腐 (春秋大事表など)

春秋公羊之腐

春秋穀梁之屠

春秋緒義之腐

117



桁春秋緯

論語之腐

樹論語謂及隠義

孟子之腐

四書之腐

射撃腐

孝経之腐

樹孝経緯

爾雅之腐

翠経緒義類 撃経緒義之腐

撃経授受源流之腐

草締点義之鹿

零経校刻文字之腐

撃経緒義石経之腐

小学類 説文之腐

各慣書之腐

訓話之腐

官韻之腐 (贋韻 ◎集韻 ◎願文韻府など)

歯音之腐 (毛語歯音考 ⑳音諭など)

正史類 食刻之腐

分刻之腐

注補豪語考叢之腐

編年額 適鑑網目之腐

別本編隼之腐 (繭漢紀 〇番資治適鑑長編なお)

配車本末類

青史類 貌膏以前入所撰之腐

宋以後入所撰之腐

別史類
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墳記之腐

哉記類

侍記類 聖賢之腐

名臣名儒名士之腐

忠孝義侠之腐 (孝子樽 ◎明菜忠烈紀欝など)

郷賢之腐

高逸之腐

列女之魔

碓博雅記之腐 (高力士博など)

認諾之腐

記事之腐

由序行違之魔

詔令秦議事 詔令之腐

奏議之腐

藻薄嵩 緒志之腐

輿園之腐

酋珊郡願志之腐

歯省府磨珊願意之腐

発砲志之腐

薗省紀程之腐

域外紀樫及江海道里之腐

歯蹟名勝路程総記蓬腐

水道水利之腐

外紀之腐

追随老廃
繭墓奇観之腐

丑諺習俗之腐

職儲類 官制遭腐

㌦筏∴王

時令類

亡べ■ 歴代適利之腰
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古今興産之腐

適薦之魔

薙薦之腐

邦計之腐

軍政之腐

法令之腐

考工之腐

掌紋雑記之腐

譜縁類 書揖之腐

家弟年譜之腐

姓名年商之腐

盛事題名之腐 (兎祐薫籍碑 ◎宋紹輿十八年題名録など)

金石類 金石因縁及考叢之腐

園地著録之腐

静狩習詳秤之魔

済象之腐 (考苗圃 ◎歴代鍾鼎秦器教諭など)

義例之腐

史 紗類

史 評額 論史法之魔

儒 家 額 酋今各家遭魔

経理 遭腐

考訂遭魔

兵家類

法家類

農家額 総説之腐

農桑之腐

読果花木之腐

畜牧水産之腐
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国家類

天文算法類 単法之腐 (丸章算術など)

商法之腐 (蔑鋼原本など)

中西兼用之腐 (数理精藤など)

術数類 術撃之腐

長屋望気及陰陽五行之腐

欄宅欄墓之腐

命書欄書之腐

薙技術之腐

築館類 雷責之腐

言聖予恵

蒙刻之腐

賓萱器物之魔

製造食品之腐

各穫韻事之腐

誉二王志∵＼豆

兼家類 ++++

樹勧善書道腐

碓説遭魔

碓纂遭腐
≡

Jjも説類 碓記寒説之腐

異聞遭腐

滑通俗章固遭腐 (儒林外史 ◎綱鑑通俗街義の望寝のみ)

魔構造魔 (楊太輿外樽 ◎板橋確認 ◎紅楼夢語紗など)

寓言之腐

雅談之腐 (鶴林玉露など)

鳶幸之

華や

道家類
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集部

楚軒類

別集類 漢貌六朝之腐

唐之腐

宋之腐

金克之腐

明之腐

近陛詩文之腐

近陛文之腐

近陛詣之腐

緒集類 ◎詩文緒集 ･数代禽編之腐

各代分編之腐

陽地分編之腐

以姓分編之腐

紀集類 ◎文線条 数代禽編之腐

各代分編之腐

以鞄潜編之腐

以姓分編之腐

断髄克之腐

線条類 ◎諮踏襲 数柁禽編之腐

各代分編之腐

以地分編之腐

以姓分編之巌

侶香田之腐

投贈之腐

詩文評類 文評之腐

講評之腐

詞曲類 詞集之腐

詞選之腐

詞話之腐
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南北曲之腐

集部附録 (制聾叢話 ○民腐新砂 ⑳僚文正家書 ◎棲聯録存など)

辛.二十∵ 歯奇人著述禽刻叢書 (繭来賓緊Pか集 ◎説都 ◎漢貌六朝百
三家集 ◎宋六十名家詞 ◎義歯山房輯侠書 ◎豊沼緩解 ◎詞

撃叢書 ◎噂雅望叢書 ⑳pか窟壷粛輿飽叢紗など)

銀地分編之叢書 (嶺繭遺書 ◎紹輿先正遺書など)

一入一族著述食刻叢書 (猷陽公全集 ◎玉海 ○亭林遺書 ◎
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岳珂 9円H
岳飛 53
都発行 14,27,77
赫士 8且
郭階 且6
都子車 77,106
郭若虚 84
郭松年 53
郭紹虞 且07
郭淀 40
郭秦耽 75
郭忠恕 22
郭穿 4i
郭茂構 104,107
顎爾泰 -オルタイ

柴史 舶
葛洪 7,40,96
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査培橿 109

柴望 82

崖鴻 35

崖述 4,56,69

襟裳 43

襟豹 72

崖令欽 84

崖重恩 5,9

察鍔 73

察爾康 33

察質 54

察襲 75

察沈 3

9

0
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0
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山溝 63

賛寧 75

し

子夏 2

子｢ ilo

支障成 36

司空図 106

司都蓉 88

司農司 75

司馬光 22,28,33,87

司馬遷 42

司馬彪 25,39,73

史簡 103

史瀞 22

史理孟 74

施開祁 28

施淑儀 105

撃虞 57,106,115

島田慶次 7且

車頻 34

謝鷹芳 38,83

謝赫 83

謝啓昆 24,66

謝観槙 33

謝蹄 33

謝承 39

謝跳 100

謝撃潮 92

謝商 16

謝蘭生 71

謝意運 99

栄泰尊 18,20,46
朱雲錦 47



朱壌 86

朱嘉 (朱子)

5,10,16,41,42 ,53,58,60,71 ,72,73,98

朱啓鈴 86

朱忠明 78

架構 32,111

朱載碕 10,85

朱士嘉 54

朱嘉濠 32

朱宗文 24
朱長文 85
朱澄倹 40

未森環 81

朱彰 51

朱諜埠 20

朱睦樺 18

朱有敷 110

朱京終 57

周羽獅 35

周嘉腎 86

周嘉猷 27

周洪辰 且2

周行達 35

周洪謹 呈8

周在渡 64

周守忠 79

周紹良 il且

;i.i:3-勘之 ･主

周達観 48

問伯埼 21

周斐 3 9

周必大 76

周邦彦 38

周密 59,88,93,日1

周履靖 41

周完工 47

叔孫通 57

祝慶頑 59

祝尚書 iOO,且02
祝昌泰 114

祝穆 92

萄悦 29

萄況 (萄子) 71

萄卿 -萄況

萄柔之 2

徐洞 111

徐開任

徐錯 RU2
徐岳 80

徐銑 105,109
徐競 48

徐糖密 48

徐乾撃 57

徐鉱 21

徐光啓 37,81
徐光滞 43

徐宏祖 (徐霞客) 53
徐轟 3

徐畜基 86

徐松 50,51,60
徐世昌 39,72
徐定文 39
徐天麟 56
徐度 6旦

徐蔑光 48

徐夢畢 29

徐養原 85

徐陵 且00,104
静焚 39

諸葛亮 38,73
諸錦 9

郡長衡 52

部廷采 36

昭塵 34

商企翁 55

常堵 45
常鈎 47

常景 90
常爽 17

車撃誠 46,69,日6
車柄麟 72,90
焦延毒

焦褒賞

焦循

葉昌職

葉連

票徳輝

葉表敬

葉夢得

葉陸産

11

8

1
4

4
3

1
1

3

-
5
,
6
0
6
2

6
3

且

9

蒋嚢 52

藩士鍵 110
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蒋済 93

蒋斧 66

蒋薄 5且

鄭玄 2,3,4,7,8,9,13,且4,37,38,57,7且,72

粛鐸 (梁の元帝) 90

着街 (梁の武帝) 且0,且6,57

番子良 22

着氏 (遠の乾徳皇 后 ) 32

粛常 31

番嵩 57

番統 (昭明太子) 且00,且0 2

鍾嗣成 111

鍾文惑 且3

鍾鎮 42

轟崇義 9

誰周 17

観宗願 1()7

申培 4

位可澄 H5

任職 96

任噺 且且4

任預 9
沈亜之 85

沈慧 77

沈家本 64

沈懐遠 45

沈括 72

沈謙 且09

沈士瑛 88

沈垂 5,6,且0
沈泰 且且0
沈延瑛 50

沈徳潜 102

沈複 4且

沈立 77

草棄疾 且08

辛文房 40

信都芳 且0

輿徳秀 7且

素敵 75

秦九謂 8且

懐蒙 52

窺鷲 79,80

す

好一桂 84

せ

盛翌 且03

盛弘之 45
盛窒懐 且且4
暫召南 48,5の
暫徳之 79

席陛臣 3且
威艇光 73
戚褒 6

醇編成 49,53
撃鍔 60
軍土産 64
軍登 32
潜説友 45
錆乙 78

鏡泳 9且,H5
鏡鐸 20

鏡儀吉 56
銀謙益 且02
鎮師噂 64

鏡大斬 28,72,79
鏡徳洪 32
銀鐸 35

そ

蘇易簡 85

蘇頒 80
蘇零式 3,42,83,9且,及OO,且08
蘇済用 量07
蘇籍 胡
麻轍 4且
蘇天爵 38,71,且02
宋鷹星 74

宋祁 27,77
宋意 59

宋敏求 36,45,6且,92
宋凍 32
宋聯至 114

宗懐 54
桑陛呂 且04
･T:f''揖 'i･二

雷撃俊 52,且03,且06
曹朗 32
曹元弼 17

曹意 20,22
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曹之謙 103

曹植 42,99

曹雪芹 日2

曹堵 76

曹廷無 51

曹杢 71

-.;撃L.溶･ 'IL3

巣元方 78

巣鴨盛 75

曾公売 73

曹観蒲 38,42,73,且01,116

僧佑 95

械惣術 110

#$ 17,30

則東武后 且0,72

孫論議 7,65

孫硫 4

孫観修 H3

孫階第 日2

孫穀 且8

孫希旦 8

孫卿 -萄況

孫恩遇 78,79

孫樹薦 53

孫唆 53

孫星宿 2,66

孫盛 29

孫梅 107

孫鵜翼 50

孫文翌 日4
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戴
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戴

戴

高
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段

段
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山

之 76

10,15,42,64,71
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龍

裁
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8

2

5

4
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つゆ

7
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5

段成式 58,85,93

嘆助 13

談遷 29

檀琴 77,且06

欝乾初 49

帝都 108

欝嗣同 102,116

讃略 96

ち

中国戯曲研究院 Hl

神髄 109

仲仕敦 75

褐華 76

袴澄 79

長孫無意 59

羅公武 62

張嘩 57

疏,S"=L卜

張英 87

張燕昌 86

張華 77

張鑑 35

張機 78

張窓言 104

菓元済 且02,1且3

張元素 78

張彦遠 83

張江裁 40,日且

東栄 79

張治 13

張采田 38

張鷺 59,94

張参 且9

張之洞 63

張白烈 23

張爾岐 7

強請 34

張舜敬 呈0且

菓勝 39

張拭 38

強心徴 63

張爆 91

張暫賢 33

張京橋 且09

張岱 3且,93
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趨友欽 80
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超令時 109

調霧子 87

陳菟典 12

陳運溶 39,66,103

陳垣 69

陳桁 63

陳介棋 68

陳其額 67

陳起 102

陳儀 49

陳均 104

陳橿儒 78

陳弘謀 73

陳康蔭 61

陣没子 76
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丁宿車 旦03

丁祖蔭 63

丁字 54

丁福保 22,81

丁丙 114

程顧 2,日5

樫栄 113

程倶 54

程鴻詔 9

程顧 2,且8,115

程大呂 47,48

程端撃 13

程端薦 71,73

程徳治 21
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枚光庭 94,96

枚文澗 91

枚甫 93,100

枚佑 56

枚預 11,12

杜絶 86

屠喬孫 35

屠本唆 77

屠隆 86

都穆 51,65

東方朔 82

唐寅 101

唐甑 90

陶岳 28

陶元藻 且06

陶弘景 38,67,94,96

陶潜 50

陶湘 20,64,103

陶暦 (陶淵明) 40,42,99

陶宗儀 54,65,91,113
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重唱 58

説

汲

幼

者

仲

鼎

天

口
世

之

賓

翠

撃

摩

常

挙

牟

重

量

重

量

重

責

重

量
遺

郡

部

軍

資

翼

車

軍

軍

(董若雨) 56
78

58

42

l

1

9

静

工

誠

12

7

52

09

5

33

4

4

4

4

4

9

0

0

0

0

7

0

8

1

且

l

マ且
8

-A

な

内藤湖南 46,69

中村喬 87

商事 85

に

ニーダム 81

西脇常記 69

ぬ

布目漸減 87

ね

寧稼雨 92

の

納蘭性徳 且08

は

馬般 35

馬其兼 3,且6

属国翰 114

馬繍 29

馬俊良 49

馬瑞辰 5

馬致遠 目0

馬徴麟 49

馬文升 48



馬融 13

馬令 35

塔富士 88

萄健生 89

梅穀成 81

梅鷺 2,4

梅文鼎 8且

襲啓 93

襲松之 7

裳庭裕 31

自屠易 100

日爾格 89

日模 (自仁甫) 108

莫友芝 63,且03

番高爾 29

原田南雄 48

氾勝之 74

氾寅 54

泊家相 5

泊希曾 63

泊桐 35

海曹 34

覆腐生 33

泊威大 76,77

泊窒 8

蒋梓 106

泊致明 47

葡仲滝 36

重囲 3,13,且4

蒋本鰻 34

泊嘩 25

班固 且7,93

班昭 (曹大家) 冒3

寓斯大 6,28

寓斯同 i8,19,26,27,28,34,53

寓樹 109

南東 78

寓育鎗 23

寓年浮 50

寓曳 且00

焚紳 47

焚深

浦昂宵

清之檀
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皮目体 39

皮錫瑞 4,8,17,18

費錫墳 105
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北京固書館 63

下形 76

培機 49

は

蒲松齢 94

方薫 84

方絢 88

方式済 46

方樹海 39

万象瑛 52

方澄嘩 46

方東樹 且07



房蔭 103

房千里 88

法恩徳 59

法式善 60

封演 9旦

彰元瑞 59

影遵酒 33

影乗 93

彰致中 108

卜人同 59

飽山

飽鼎

5

4

7

1

鹿元漕 84

謬襲 9

鯵萎孫 34,35,66,109

経文遠 56

法蘇 54

ま

麻革 103

み

宮崎市産 60

む

賓谷邦夫 96

め

明安園 81

明僧紹 2

も

毛鷹龍 6

毛奇齢 14,59

毛徳碕 53

毛廃校 66

孟元老 47,87

毛氏 4

孟磯 34

孟柴 且05

孟子 15

や

安田二郎 7旦

薮内済 78,79,80

山井鼎 且4,且8
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珍

愈褐 7,1日 2,14,15,18,70,80,9日 10

愈経 113

愈鼎孫 113

愈平伯 7

愈陛雲 7

焼蔚之 8

廃肩吾 83

康信 100

廃翼 29

喰蹄 35

尤洞 88

熊安生 8

熊倉貞 49

熊忠 23

熊朋乗

余斎客

余知苗
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J亡

h

8

4

8

7

1

4

浄車叢書編刻局 63

桃最 83

桃土葬

桃之朋

眺汝能

5

1

1

3

9

4

眺信 79

眺振宗 27

挑細都 34

揚雄 20,3確,55,82

陽休之 23

楊以増 62

楊偉 90

楊梓橋 34

梅里 55

楊埼如 4

楊臆 且05

楊基 且08

楊亮弼 36

楊街之 53

楊士奇 32,62

暢士朗 13

楊守敬 49,63

楊樹達 且5



楊承慶 22
楊鍾義 103
楊鍾賓 76
楊磨 56

楊慣 35,52,67,77,91,106,且09
楊重 32
楊端 76
楊朝英 111

楊寓里 2

暢帝 20
吉川幸次郎 3,99,100,11且
吉川忠夫 94,96

ら

羅隠 90

羅慮 20,45
羅汝柄 28
羅振玉 5,27,35,那,57,58,66,67,68
羅正鈎 40
羅福顧 66,67
羅文彬 58
岸本 (羅質単) liz
羅有高 52
乗孔陽 57
粟粒 79
雷次宗 45
雷産 38

藍鼎元 3且,4i,49,1且6

り

リンドレ- 41

利璃薯 37,80,81,95
李榎 108
李逸民 88
李堀 108
李延温 39
李延毒 26
李淵 (唐の高祖) 29
李化龍 33
李家岡 23
李誠 59
李概 23
李格非 53
李桓 38
李希望 58
李富商 44

李喋 16,72
李遇孫 68
李慶雲 49
李元車 96
李樽 63,66
李光地 10,15,16
李光廷 49
李孝美 85
学期 53,88
李時珍 78
李慈銘 27
李資 (李車吾) 3且
李目撃 41
李賓 32
李秀成 41
李修生 109
李淑 109
李淳風 79,80,81
李如:-=壬:A. 7

李承勤 86
李昌齢 90
李商隠 且00,105
李心博 29,56
李世民 (唐の太宗) 71,72,73
李靖 73
李誠 50
李酒照 53,88
李書簡 8且
李祖陶 102
李中 10()
李沖昭 52
李詞元 旦02,103,且09
李授産太 48
李杉 22
李登 23
李遺謙 96
李追悼 71
李責 2且
学徳裕 唱ヨ一且4
李白 42
李播 80
季語 9

李文藻 64
李文仲 22
李文田 67
李柄衛 44
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葉

基

甫

放

防

冶

有

隆

林

羽

4
1

7
2
-
9
2
,
8
29

8
9
7

(唐の玄宗) 17,33,54
54,59

87

曹 30
粛 34

李

李

李

李

李

李

陸

陸

陸

陸

陸

陸

陸

陸

陸

陸

陸

陸

陸

陸

陸

陸

陸

陸

陸

立

柳

柳

柳

劉

劉

劉

劉

劉

劉

劉

劉

劉

劉

劉

劉

劉

劉

劉

劉

劉

機 4,45

亀蒙 75,86
行直 109

贋微 44

勢 36
深 60,86
浮 13
善経 15
達節 73
徳明 19
法言 23
友 93

瀞 35,39,53,100
礎 75
耀 49

陳

温

質

興

宗

安

緯

顎

祁

洪

喜

照

照

義

教

向

粛

歌

舷

源

斌

三

其

斯

恩

元

0巧一一lA
4敦

76

4
9

57

3

7

1

4
9
44

8
㌍

67
0

8

6
2
2

2

毅

海

0
3
8

1
9
0
,

8

載

慶

Fillにコ

9
49

I
1

12,30,40,62
106

10,11,79,93
3,5,ll,17
38
4

32

劉師培 7,8,12
劉若愚 57
劉陶 47
劉劫 (栄) 40
劉呂 103
劉郡 (劉勘､魂) 89,92
劉承幹 27
劉入照 63
劉崇傑 57

劉世桁 103,114
劉馨木 91,106
劉錫信 43
劉績 9

劉宗周 15
劉大彬 51
劉知幾 69
劉兆 且3
劉珍 3¢
劉廷槙 78
劉延婆 32
劉認 90
劉複 23
劉菜鈎 39
劉芳 5,8

劉逢禄 12,且6
劉賛柄 15
劉薄 36
龍大淵 67
呂蕊 (呂洞賓) 96
呂元善 37
呂坤 58
呂爵 86
呂静 23
呂祖謙 日

昌大鈎 73
呂寒中 73,94
梁玉縄 26
梁克家 45
梁予滴 64

梁車鍵 21,88
梁廷碍 35
凌通知 68
摩元度 103
摩文英 23
摩平 12,13,18
遼海苔社 114
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逸

博

舜

知

商

希

香

呂

賛

繁

林

杯

林

林

林

林

53

70=H

O
8
0

3

1
2
1
2
3

4

れ

腐顎 28,86,10日05
牽庶昌 52,53
牽靖徳 71
紫朗 48
感激 90
鄭道元 49
練恕 35

ろ

魯迅 85,92,Hl
慮見曾 103
慮靖 114
慮文沼 72
慮淋 31
老子 90
郎杢金 21
郎廷極 107
宴機 26,67
努斡 68
努孝輿 105
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